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2009年７～９月カリキュラム（第34号）
─『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第2年─

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参考教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

7月5日

第五戒　　
父母を敬う

問51,52 ウ小63－66、ハイデ104

ヨハネ19:25－27 出エジプト20:12 前半

わたしたちの人間関係は、十字架のもとに置かれている。父母を敬おう

12日

第六戒　　　　　
殺してはならない

問53,54 ウ小67－69、ハイデ105－107

マタイ5:21－26 出エジプト20:13

命は主のもの。人の命の尊さを知ろう。自らの内に殺人の根があることを知ろう

19日

第七戒　　　　　　
姦淫してはならない

問55,56 ウ小70－72、ハイデ108,109

マタイ19:3－6 出エジプト20:14

人は男と女につくられた。その祝福を学ぼう。結婚の尊さ、神聖さを知ろう

26日

第八戒　　　　　
盗んではならない

問57,58 ウ小73－75、ハイデ110－111

マタイ25:14－30 出エジプト20:15

すべては主なる神から与えられたもの。神にささげて用いよう

8月2日

第九戒　　　　　　
偽証してはならない

問59,60 ウ小76－78、ハイデ112

ヨシュア7章 出エジプト20:16

神の御前で偽りはしりぞけられる。神はわたしたちに真実を求めておられる

9日
（平和）

平和を創り出す
－ －

ローマ12:9－21 ローマ12:18

神は平和の神である。互いに祝福を祈り、身の周りで平和を創り出して歩もう

16日

第十戒　　　　
むさぼりの禁止

問61,62 ウ小79－81、ハイデ113

コリント一13章 出エジプト20:17 前半

むさぼって自分のために生きるのではない。愛と感謝をもって、仕えて歩もう

23日
神のおきてを喜ぶ生活

問63 ウ小87,89,90、ハイデ86－91

テサロニケ一1:2－10 詩編119:105

聖霊による喜びをもって御言葉を受け入れ、主イエスにならう者として歩もう

30日
十戒の完成者キリスト

問64 ウ小82－87、ハイデ114,115

マタイ5:17－20 マタイ5:17

十戒（律法）を完成するために、主イエスは来られた。十字架の贖いを喜ぼう

9月6日
教会に生きる（一）

問65 ウ小85、ハイデ54

ローマ12:1－8 ローマ12:1 後半

聖霊によって結ばれた教会と一つにされて、自らを神にささげて歩もう

13日
教会に生きる（二）

問66 ウ小85,86、ハイデ65

マタイ28:16－20 マタイ28:20 後半

天に上げられた主イエスが豊かな祝福を注いでくださる。主と共に歩もう

20日
（敬老）

信仰と悔い改め
問67 ウ小86、ハイデ60

ヨハネ4:1－30 使徒20:21

主イエスと出会い、霊の水をいただいて、神の前に立ち帰ろう

27日
恵みの手段

問68 ウ小88、ハイデ65

使徒2:42－47 コリント一3:7

御言葉と礼典と祈りが教会生活の土台である。教会の恵みに生きよう
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　今は、新書版書籍の出版ラッシュです。先日、

書店の新書コーナーに行きましたら、ある本が

目に留まり、早速購入して読んでみました。本

の帯には ｢ミーイズムが日本を滅ぼす！」とあ

ります。昔、非常識だったことが、今日、｢ 常

識 ｣ となり、昔、非日常だったことが、今日、

｢ 日常 ｣ に名を変えて、大手を振って闊歩して

いる、そんな事例が数多く紹介されているので

すが、要するに、公共の領域でも「自己中」が

平気で行われるようになった、このままでは、

日本社会は滅ぶと、警鐘を鳴らしているのです。

こういった類の本を読む時、今時の若い者は！

といった思いを持ってしまいがちですが、年齢

に関係なく、老いも若きも日本人が「自己中」

に陥ってしまっている事例の連続です。読みな

がら、我が身を振り返らざるを得ません。

　その上で、敢えて、今の子どもたちのことを

記させていただきますが、先日、ある中学校

で、席替えへの不満から、複数の生徒が ｢流産

させる会」を結成して、担任で妊婦の教師への

陰湿ないじめを繰り返していたことが発覚しま

した。「自己中」による仕返しとしか言いよう

がありません。このような事件の報道に接する

度に、彼らには福音の種がまかれていなかった

のだろうかと思わざるを得ません。福音の種が

まかれているならば、そのような事件が決して

起こらないとは断言できませんが、一人でも福

音を知っている子どもがいたならば、事態は変

わっていたかも知れません。

　私が受洗した80年代は、日曜学校に地域の

子どもたちがたくさんいました。それ以前から、

ちょっとした日曜学校ブームだったと思いま

す。子どもは誘い合わせて日曜学校に来ていま

した。ウルトラマン・シリーズの何かは記憶に

ありませんが、地球を宇宙怪獣から守る警備隊

の隊長の娘さんが日曜学校の生徒で、隊長が彼

女を迎えに行く場面でエンディングというのが

ありました。地域の子どもたちがたくさん通っ

ている分、福音の種まきが広範囲にできたので

す。

　それが、90年代、オウム真理教事件以来で

しょうか、潮が引くように日曜学校から地域の

子どもたちが姿を消すようになりました。小学

校の近くで、日曜学校のチラシを配るのも難し

くなって来ました。今は、子どもたちへと福音

の種まきさえ難しい状況なのです。

　しかし、子どもたちによる「自己中」の闊歩

にブレーキをかけることができるのは、教会が

提供できる福音しかありません。教会の脇の小

道を朝に夕に通る、小学生、中・高生たちを眺

めながら、今、教会とは無縁の彼らをどのよう

に招いて、どのように福音の種をまいたら良い

のかを考えさせられます。しかし、眺めて考え

てばかりいると、彼らはすぐに大人になってし

まいます。「あなたの若い日に、あなたの造り

主を覚えよ。悪しき日がきたり、年が寄って、『わ

たしにはなんの楽しみもない』と言うようにな

らない前に」（伝道12:1、口語訳）は真理です。

　今がチャンスです。危機は好機、チャンスで

あると言われます。子どもたちが自己中で危機

的状況にあるならば、彼らと真っ正面から向か

い合って、「自己中」を「神中」へと、それゆ

えに自分を大切にし、隣人を愛し、自然を慈し

む人間へとチェンジさせる福音の種まきができ

るチャンスです。レッツ、ビギン！	とにかく

福音の種まきをしようのスピリットで、全てを

聖霊なる神様にお委ねしながら、地域の子ども

たちを招き続けたいと願います。

ま	え	が	き
長谷川潤（四日市教会牧師）
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群衆の数がますます増えてきたので、イエスは話し始められた。

「今の時代の者たちはよこしまだ。しるしを欲しがるが、ヨナのしるしのほかには、しる

しは与えられない。つまり、ヨナがニネベの人々に対してしるしとなったように、人の子

も今の時代の者たちに対してしるしとなる。南の国の女王は、裁きの時、今の時代の者た

ちと一緒に立ち上がり、彼らを罪に定めるであろう。この女王はソロモンの知恵を聞くた

めに、地の果てから来たからである。ここに、ソロモンにまさるものがある。また、ニネ

ベの人々は裁きの時、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪に定めるであろう。

ニネベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めたからである。ここに、ヨナにまさるもの

がある。」	 	 　　	（ルカによる福音書	11章29～32節）

　童話メーテルリンクの『青い鳥』を皆さんは

ご存じでしょう。貧しいけれど、屈託無く生き

るチルチルとミチルの兄妹が主人公のお話で

す。本当の幸せとは何かということを強く私た

ちに訴えるお話しです。

　場面は、向かいの豊かな家のクリスマス・

パーティをこちらから見つめているチルチルと

ミチルの兄弟の会話から始まります。突然魔法

使いが現れ、向かいの裕福な家の豪華な料理や

贈り物をうらやましくはないかいと二人に尋ね

ます。彼らは、ううん別に。僕たちにはパンも

スープも十分与えられていますと答えます。魔

法使いは、今時珍しい清らかな心を持っている

ねと感心します。そこで、幸せになるために

「青い鳥」を探してごらんと誘います。「青い鳥」

ならこの篭の中にいるよとキジバトを指します

が、その鳥は首のところに灰色の毛が混じって

いて、本物の「青い鳥」ではないと魔法使いは

言います。魔法使いはチルチルに、額にダイヤ

が着いている帽子をかぶらせます。そのダイヤ

を回すと、いろいろな国に行けるのです。そこ

で「青い鳥」を捜しに出発です。

巻頭説教

「真の幸い」
─ルカによる福音書	11章29～32節による説教─

中山　仰（東ヒロシマ伝道所宣教教師）

　さあ私たちもチルチルとミチルと一緒に、聖

書の世界にタイム・スリップしましょう。ダイ

ヤのスイッチをかちっとひねると、そこはなん

と大きな魚のお腹の中です。一人の男の人がい

ます。どうしてこんな暗い、寂しい船底のよう

な魚のお腹の中にいるのですかと尋ねると彼は

預言者であると答えます。彼の名はポニョでは

なくヨナ。ヨナは預言者ですから、命じられる

神さまの言葉をいつでもどこでも伝えなくては

なりません。主なる神は、異邦人の住むニネベ

の町があまりにも無法で悪が満ちているので神

の裁きが迫っていることを伝えに行きなさいと

ヨナに命令しました。ヨナはそれを断ります。

彼はなまけ者ではありません。あんなに悪い町

でも、神の言葉を聞いて悔い改めたら神さまは

赦してしまわれるからいやだというのが彼の言

い分です。ですからヨナはその命令を守りたく

なくて、ニネベとは反対に行く船に乗り込みま

した。ところが暫くすると天候が急に悪くなり、

大きな波の前に船は今にも沈みそうになりまし

た。船員たちやお客も混じえて船荷を海に捨て

たり、対策を施し、ついに為す術がないので彼
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らの神にそれぞれ祈っています。ところがヨナ

だけは、ひとり何もしないで船底で眠っている

ではありませんか。この船に乗っている誰かが

原因でこの嵐が起きていると確信し、彼らはく

じを作ってめいめいが引くとヨナに当たったで

はありませんか。そこでヨナは自分が神の命令

に逆らって、ニネベとは逆の船に乗り込んだこ

とを告白します。それでも彼らは、なんとか努

力して船を帰しに戻そうとしますがどうしよう

もありません。ヨナは、私を海に投げ込んだら

この嵐がおさまりますよと言うし、ますます荒

れ狂う嵐の前に、こいつのために私たちみんな

を滅ぼさないでくださいと、ヨナを海に投げ込

みます。すると、嵐は何事もなかったかのよう

にぴたっと止んでしまったのでした。

　ヨナは海に投げ込まれた後、大きな魚に呑み

込まれてしまいました。その魚のお腹の中に三

日三晩いてから、陸へはき出されるとそこはあ

のニネベの町でした。彼は悪徳に満ちた一回り

に三日もかかる巨大なニネベの町を歩きながら

「あと四十日もすれば、ニネベの都は滅びる」

と叫びながら歩きました。すると彼の期待に反

して、ニネベの人々は神の言葉を信じ、断食を

呼び掛け合い、身分の高い者も低い者も身に荒

布をまとって悔い改めました。王様も大臣たち

に命令し、全市民が断食をして神の前に悔い改

めたのでした。主なる神はそれを見て、裁きを

くだすことを止められました。面白くないのは

ヨナです。ほらやっぱり思った通りだ。神さま

は慈しみ深く、恵みに富んでおられるので、あ

んな悪い奴らでさえ悔い改めたらその悪を帳消

しにされてしまった。彼は怒ったまま座り込ん

でしまいます。そこは日の当たる暑い場所だっ

たので、神さまはヨナにとうごまの木を生えさ

せ日よけを作って彼の暑さをしのがせます。彼

の怒りはおさまりましたが、そのとうごまの木

の葉を虫が食い尽くすと、ヨナは神に向かって

文句をいいます。「生きているよりも、死ぬ方

がましです」と。（ヨナ4：10－11）　すると、

主はこう言われた。「お前は、自分で労するこ

とも育てることもなく、一夜にして生じ、一夜

にして滅びたこのとうごまの木さえ惜しんでい

る。それならば、どうしてわたしが、この大い

なる都ニネベを惜しまずにいられるだろうか。

そこには、十二万人以上の右も左もわきまえぬ

人間と、無数の家畜がいるのだから。」

　次にスイッチを回すと、幸せの国です。幸せ

を求めて人々が熱心に働いている姿が目に飛び

込んできました。みんなで力を合わせて、国を

富ませ、みんなで豊かになろうと一所懸命働い

ている人々が暮らす国でした。どうしたら効率

よく生産力が上がるかを日夜研究し、一週間の

内何日も眠らない日々が続くほど熱心に勉強し

ていました。他の国に負けないように勉強し、

国力を上げ、効率を上げるために機械化し、技

術力を上げ、能率を上げ、国民が一丸となって

働くことを目標に立てて努力していました。で

すから生産力の上がらないような人々を排除

し、疎んじていました。勉強のできる人だけが

重んじられていました。科学が研究され、目に

見えない非科学的なことなど無視されていまし

た。周りにたくさんの鳥や獣も大量に捕獲され、

食糧にされたり、商売の利益になっていました。

ほとんどの動植物が絶滅の危機にあっていまし

た。もちろん動植物が、滅んだら食糧に困るの

で、養殖、ブロイラーや温室栽培、バイオ・テ

クノロジーを駆使して生産力を上げています。

しかし役に立たない動植物など目もくれません

し、相手にされません。

　人間の心の優しさ、相手に配慮する気持ちな

どほとんど無視されています。神など目に見え

ないものなど全く信用していません。能率を上

げ、自分たちが物質的に富むための利益になる

神が崇められています。神の前に一人静かに立

ち、神の言葉に聞いて生きようとする人たちは

ほとんど相手にされません。

　しかしなんと、この国には目指す青い鳥がい
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ました。青い鳥は無数にいて、観賞用にするた

めに保護されています。かろうじて一羽を捕ま

えることができました。誰かに見つからないう

ちに急いでその国を出た途端、青い鳥の毛はす

べて真っ黒に変わってしまったのでした。その

国の幸福とは何だったのでしょうか。

　さて青い鳥が真っ黒になった途端、周りが漆

黒で隣の人さえ見えないようなところに放り出

されました。およそ私たちが経験したことの無

いような深い闇の世界、それ以上に心の中まで

黒く染まりそうな深き闇、恐怖で身が固まり身

動きできない、希望のない闇です。

　何とそこでは、ある人が十字架刑で処刑され

るところでした。処刑に先だって悲しみに暮れ

ていた婦人たちに向かって、その方は十字架の

上から（ルカ23：28－31）

　イエスは婦人たちの方を振り向いて言われ

た。「エルサレムの娘たち、わたしのために泣

くな。むしろ、自分と自分の子供たちのために

泣け。人々が、『子を産めない女、産んだこと

のない胎、乳を飲ませたことのない乳房は幸い

だ』と言う日が来る。そのとき、人々は山に向

かっては、／『我々の上に崩れ落ちてくれ』と

言い、／丘に向かっては、／『我々を覆ってくれ』

と言い始める。『生の木』さえこうされるのなら、

『枯れた木』はいったいどうなるのだろうか。」

と言われました。

　その十字架上のイエスという御方が、息を引

き取られ亡くなられるときが来ました。（ルカ

23：44－48）

　既に昼の十二時ごろであった。全地は暗くな

り、それが三時まで続いた。太陽は光を失って

いた。神殿の垂れ幕が真ん中から裂けた。イエ

スは大声で叫ばれた。「父よ、わたしの霊を御

手にゆだねます。」こう言って息を引き取られ

た。百人隊長はこの出来事を見て、「本当に、

この人は正しい人だった」と言って、神を賛美

した。見物に集まっていた群衆も皆、これらの

出来事を見て、胸を打ちながら帰って行った。

のでした。異邦人であるローマ帝国の百人隊長

は、この有様を一部始終見ていてここに「真の

救い」を見たのでした。

　その次は光の国です。どこまでも透明な明る

い、喜びのあふれる国です。あの十字架で処刑

されたイエス・キリストが復活されたと弟子た

ちは喜びを隠しようがありません。ヨナが三日

間魚のお腹にいたように、イエスもまた死んで

葬られ三日目にお甦りになられたのでした。魚

のお腹の中にいるという信じられない出来事

は、私たちの愚かしさを象徴するようです。何

よりも十字架ということ自体が愚かしい行為な

のです。しかしこの十字架により、それまで逃

げ隠れしていたお弟子さんたちは彼らの恥を取

り去られ、彼らの不義を赦されたと人々に確信

をもって話しているではありませんか。

　サタンによって肉眼の目は見えていたのです

が、実は全く見えていないことに気がつかされ

たのです。私たちが完全な闇から救い出される

ためには、この手段しかなかったと聖霊に満た

されて言っています。チルチルとミチルも十字

架の中に、十字架を通して貫く光りをはっきり

と見たのでした。

　自分たちは光の中にいて、すべてのものが当

たり前に見えるということは当たり前ではない

ということをその時知ります。実は光りしかな

い処で、私たちは実は何も見えないのです。陰

があって初めてモノが見えるのです。殊に私た

ちの心は罪を見つめて初めて救いの光を見出す

ことができるのです。生まれながらの私たちは、

その「救いを見る」ことができないのです。で

すから、主イエス・キリストが十字架におかか

りになることによって、陰になっていてくれた

ので私たちはその救いを鮮やかに見ることがで

きます。

　チルチルとミチルがそれに気がついた瞬間、
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自分たちの家に帰っていたことに気がつきまし

た。彼らは青い鳥を見つけることができなかっ

たけれども、それに代わる、それ以上の真理を

知ることができたのでした。飼っていたキジバ

トはそのままの青さを保っていました。しかし

よく見ると、今や完全な青い鳥になっているこ

とに気がつきます。

　二人は幸福の「青い鳥」を捜す旅を終えて、

今一度与えられた恵みに対して、心豊かに思い

出しながら、聖書を開いて読みました。コリン

トの信徒への手紙一	1章18節が目にとまりま

した。私たちも見てみましょう。そこには知恵

について、真の知恵について、すなわち真の幸

いについて次のように書かれています。

　十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚

かなものですが、わたしたち救われる者には神

の力です。それは、こう書いてあるからです。「わ

たしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、／賢い者の

賢さを意味のないものにする。」……

　兄弟たち、あなたがたが召されたときのこと

を、思い起こしてみなさい。人間的に見て知恵

のある者が多かったわけではなく、能力のある

者や、家柄のよい者が多かったわけでもありま

せん。ところが、神は知恵ある者に恥をかかせ

るため、世の無学な者を選び、力ある者に恥を

かかせるため、世の無力な者を選ばれました。

また、神は地位のある者を無力な者とするため、

世の無に等しい者、身分の卑しい者や見下げら

れている者を選ばれたのです。それは、だれ一

人、神の前で誇ることがないようにするためで

す。神によってあなたがたはキリスト・イエス

に結ばれ、このキリストは、わたしたちにとっ

て神の知恵となり、義と聖と贖いとなられたの

です。「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとお

りになるためです。

　聖書のこの箇所を読み終わったとき、足の悪

い娘さんを持ったベルランゴー叔母さんが訪ね

て来ました。足の悪い娘のために、その幸せの

「青い鳥」を貸してくれないかと申し出ます。

二人は、自分たちは幸せですからと喜んでその

「青い鳥」を叔母さんに渡します。

　ちょうど主イエス・キリストの救いの業が、

使徒パウロという説教者を通して、キリストの

福音の光りが人々の示されたように、彼らは「青

い鳥」を叔母さんに託して娘さんに救いの光り

を伝えます。私たちには見えないようにサタン

がすべての心の目を閉ざしています。それで目

が曇り、心はよこしまになっています。2人は

真の幸せを捜しに出かけていって、「闇から光

りが輝き出でよ」とおっしゃられる神が、彼ら

の心の目に光りを与えてくださったのです。で

すからチルチルとミチルはイエス・キリストの

栄光の福音に接し、救いを見ることができたの

です。教会に来られている方々にも、同じ祝福

と幸いが提供されています。

　その喜びを二人で分かち合い祈っていると、

向こうからベルランゴー叔母さんの足が悪く歩

くことができなかった娘さんが、その「青い鳥」

を抱いてこちらに向かって来るではありません

か。二人は驚いて喜んで彼女を迎えに家の外に

出ました。その娘さんはキリストの言葉を受け

入れて、足が治り、全身が輝きに満ちていまし

た。

　祈ります。

　（エフェソ1：17－18）どうか、わたしたち

の主イエス・キリストの神、栄光の源である御

父が、あなたがたに知恵と啓示との霊を与え、

神を深く知ることができるようにし、心の目

を開いてくださるように。そして、神の招きに

よってどのような希望が与えられているか、聖

なる者たちの受け継ぐものがどれほど豊かな栄

光に輝いているか悟らせてくださるように。主

イエス・キリストのお名前によっておささげし

ます。アーメン。
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　インターネットが一般の人たちに利用できる

ようになって、今年で14年になります。この4

月に総務省から発表された数字によれば、日本

国内のインターネット利用者数は9,091万人、

人口普及率75.3％だそうです。わずか15年に

満たない期間でこれほどに普及するのは、通信

メディアとしてはいまだかつてない驚異的な速

さです。ちなみに自動車電話・携帯電話が15

年、FAX が18年かかってやっと全世帯の10％

に普及したにすぎないことを思うと、どれほど

インターネットが急速に普及していったか、お

分かりいただけると思います。

　CRC メディア・ミニストリーがラジオ放送伝

道と並行してインターネット伝道に取り組み始

めたのは1997年7月からです。当時キリスト教

関係のホームページで検索にヒットするもの

は、日本国内にわずか20にも満たないくらい

の数でした。現在では日本キリスト改革派教会

だけでもざっと90近いホームページがありま

すから、インターネットのキリスト教会への浸

透はもはや既成の事実と言わざるを得ません。

　インターネットが誰にでも利用できるように

なった当初、インターネットが青少年に与える

悪影響が多くのメディアで取りざたされたこと

は、まだ記憶に新しいことと思います。特に衝

撃を与えたのは、自殺方法を教えるサイトに影

響されて、自殺志願者が連れ立って相次いで自

殺を図った事件です。あるいは携帯電話とイン

ターネットの普及があいまって、学校の裏サイ

ト掲示板などが特定の生徒の誹謗中傷の場とな

り、いじめの温床となっている事実も見逃すこ

とはできません。

　こうしたインターネットの持つマイナス面

は、残念ながら今なお完全に克服されているわ

けではありません。そういう事情もあって、イ

ンターネットに対して否定的な意見がキリスト

教会内に根強くあるというのも否定できませ

ん。

　しかし、冒頭で掲げた数字が示すとおり、も

はやこの勢いを押しとどめることはできませ

ん。このインターネットという道具をいかに善

い目的のため用いるのか、そして、どのように

してインターネットの悪用から身を守るのかと

いうことは、これからも頭の片隅置いておくべ

き重要な課題です。

日曜学校・教会学校訪問

CRC メディア・ミニストリーの紹介
山下正雄（CRC メディア・ミニストリー）

ラジオキャンプにて



─ 10 ─

　さて、いきなりこのような話題で話を始めた

のは、インターネットに対する過度の楽観的な

見解にも、悲観的な見解にも注意を払う必要を

念頭におきながら、記事を読んでいただきたい

からです。

　CRC メディア・ミニストリーがインターネッ

ト伝道に着手したのは、上にも述べたとおり、

1997年7月ですから、すでに12年近く携わって

いることになります。CRC メディア・ミニスト

リーはかつてラジオ伝道部と呼ばれてた通り、

1967年に放送を開始した「あさのことば」の

ラジオ番組がメディアを使った伝道の初めで

した。したがってラジオ放送開始から30周年

目にインターネット伝道を始めたことになりま

す。

　インターネット伝道を始めたばかりの頃は、

音声と文字によるラジオ番組の再配信を中心に

行っていました。番組素材をそのまま利用でき

るということもあって、毎日新しい内容を提供

することができました。

　また、せっかくのインターネット伝道ですの

で、双方向のやり取りをできるだけ緊密におこ

うなうことができるように、掲示板やチャット

ルーム、メーリンググループも並行して設置し

ました。これら双方向の活動は限られた数のス

タッフでは限界があり、残念ながら数年で活動

を見合わせざるを得ませんでした。一晩で700

通以上のメールに返事を書いたり、毎晩遅くま

でチャットの相手をすることは、一人の人間の

能力を超えています。ただ、数年間の活動の中

で洗礼受ける決心をした方たちも何人か現れま

したから、訓練されたスタッフさえそろえるこ

とができれば、なお有効な伝道の手段であると

今でも確信しています。

　インターネットを使った伝道を始めた当初か

らひとつ心にかけていたことは、子供が楽しめ

る内容を充実させたいということでした。手始

めに「キッズコーナー」のページを設けて、子

供たちの描いた絵を募集して掲載したり、藤城

清治の影絵と聖書のおはなしを掲載したりしま

した。2003年秋にはラジオ番組「キッズコー

ナー」を制作し、ラジオとインターネットで放

送を始めました。この番組は残念ながら資金難

のために今年6月をもって終了してしまいます

が、ホームページ上では引き続き2006年10月

以降の過去番組をすべてお聴きいただくことが

できます。

　予算とスタッフの関係でインターネットを

使った子供への伝道は思うように進んでいませ

んが、親子で楽しめる子供向けホームページの

充実はこれからも望まれるところではないかと

思われます。

ふくいんのなみ
（メディアミニストリーのホームページ）

キッズコーナー収録風景
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　もうひとつインターネット伝道を始めたとき

から心にあったことは、若い層への伝道です。

1970年代はラジオ全盛の時代で、この時代に

は多くの若者がラジオを通してキリスト教会に

入ってきました。同じようなことがインター

ネットでも起こりうることを期待して、ラジ

オとインターネットをリンクした番組を二つ、

1999年4月から制作し始めました。一つは大学

受験世代を対象とした「バイブル・ウェーブ」、

もう一つはコンテンポラリー・クリスチャン・

ミュージックを扱った「CCM ＋」です。

　「バイブル・ウェーブ」は放送開始当時は大

学受験番組の直後に放送されていましたので、

最初からその世代をターゲットにしてきまし

た。番組名自体もインターネットで一般公募

し、神奈川県の大学生が命名しました。もっと

も、民放から番組がおりた時からで、番組のター

ゲットを大学受験層の若者よりももう少し広く

設定してます。

　「CCM ＋」は今でも日本で放送されている

数少ないコンテンポラリー・クリスチャン・

ミュージック（以下 CCM と略記）の番組です。

おそらく CCM を扱った日本語番組は日本に二つ

しかないのではないかと思います。CCM を単な

るゴスペルやワーシップソングに限定しない

で、広く現代クリスチャンによる音楽的自己表

現ととらえる点で他番組にないユニークな内容

になっています。

　まだまだインターネットを十分に駆使して若

い世代をつかんでいるとは言えませんが、それ

よりも、インターネット自体がもはや若者だけ

のツールではなくなっていますので、あらゆる

年齢層を意識したインーネットの用い方が求め

られているのではないかと思われます。

　ちなみに去年一年間のホームページ訪問者

数は延べ332,232名、閲覧したページ数は延べ

159万ページを超えています。訪問者の中には

首相官邸や衆議院のサーバからのアクセスもあ

りますから、インターネット伝道の果たす役割

は今後もますます大きくなるのではないかと思

われます。

　ところで今まで述べてきたホームページ伝

道に加えて、2007年春から別のタイプのイン

ターネット伝道をスタートさせています。ソー

シャル・ネットワーキング・サービス (SNS) と

呼ばれるタイプのインターネットの活用方法で

す。SNS をどう説明したらよいのか、文章で表

現するのはとても難しいのですが、要するに社

会的なネットワークをインターネット上に構築

し、人と人とのつながりを作り上げていこうと

する参加者型のウェブサイトと呼ぶことができ

ます。具体的にはアメリカのフェイスブック、

日本のミクシなどがその代表例です。それらの

SNS は会員数1,000万を超える大規模な SNS で

すが、CRC メディア・ミニストリーが目指して

いるものはもっと小規模なものです。まだ大々

的に宣伝していないこともあって参加者は数百

名規模です。

SNSぱじゃぱじゃ

　この SNS が伝道とどう結びつくのかは、参加

者の意識次第だと思います。伝道に直結すると

いうよりも、むしろ相互牧会的な働きや、アイ

ディアや情報の緊密な交換場所としての利用価

値の方が大きいのかもしれません。参加するた

めには、すでに参加している人たちからの招待
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がなければメンバーになることができません。

そういう意味では閉鎖されたコミュニティで

すから、伝道とは縁遠いようにも思われるかも

しれません。しかし、会員同士のトラブルが普

通のホームページの掲示板より起こりにくいた

めに参加者に安心感があるという利点もありま

す。

　SNS の利用価値はまだまだ未知数ですので、

多数の方が参加して利用価値を高めていただけ

たらと願っています。

　最後になりましたが、本文で紹介したメディ

ア・ミニストリーのホームページのアドレス

は http://www.jesus-web.org/、携帯アドレス

は http://www.jesus-web.org/i/ です。検索の

サイトへ行って「ふくいんのなみ」と検索して

いただければ簡単にアクセスすることができま

す。サイト内の検索も可能ですので、CS のお

話づくりのヒントをキーワードから検索するこ

ともできるのではないかと思います。

　また、SNS の方は http://pajapaja.jp です。

参加されたい方は info@jesus-web.org 宛てに

メールをください。教案誌の記事を見たと書い

ていただければ招待状をお送りします。
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　教育するとは、「引き出す」ことだとよく言

われます。つまりその人の内にある潜在能力に

気づかせ、それを外へと引き出してあげること

で、その人自身を開花させていくのです。それ

が、一般教育の世界で話されていることです。

「教育とは引き出すことだ」と。それはまさし

く真実で、わたしたちは教育ということで、そ

れが家庭教育であれ、学校教育であれ、さらに

は教会教育であれ、その人の中にひそんでいる、

神が与えられた素晴らしい力や才能を見出し、

引き出し、開花させて、さらに豊かに伸びてい

くように励ましたり、支援したりすることを考

えていかなければなりません。やる気をそいだ

り、意欲の芽を摘んでしまうことがないように、

気をつけていかなければなりません。

　そのことはカウンセリングの世界でも言われ

ます。いわゆるカウンセリングと言われるもの

の基本はカール・ロジャースという人によって

始められた、「非指示的カウンセリング」と言

われるもので、そこでは悩みを抱えた来談者自

身が、自分で問題解決をはかれるように支援す

ることが目的とされます。相談を受けた者は、

たとえ問題解決の方法を持っていたとしても、

それを相手に語ったり、指示を与えたりしては

いけないのです。どこまでも相手の言うことに

耳を傾け続け、その人自身が、自分で問題解決

の糸口を見出すように、励ますのです。そこで

は本人が「気づく」ことが、問題解決の前提に

あり、本人はすでに解決の答えを持っていると

いうのが、基本的な考え方です。そこには来談

者自身が問題を解決できるという、素朴な人間

観があります。

寄稿

「引き出す」ことと「響かせる」こと
三川栄二（稲毛海岸教会牧師）

　しかし聖書が語る人間は、そういった楽観的

な人間観を否定します。堕落し、原罪を持つ人

間は、わたしたち改革派神学の立場からすれ

ば、自力で神を認識することができない、霊的

に死んだ状態におかれていると理解するからで

す。つまり自分の内面をどれほど見つめたとこ

ろで、罪からの救いを発見することも、そこか

らの問題解決を見出すこともできない、だから

特別啓示が必要となってくるのです。そしてわ

たしたちの信仰は、この神からの特別啓示に基

づいて成り立っていくものにほかなりません。

「信仰は聞くことにより、しかも、キリストの

言葉を聞くことによって始まる」とあるとおり

です（ローマ10章17節）。自分の内側にある言

葉ではなく、また内面を見つめる中で気づかさ

れる言葉でもなく、「外から来る言葉」（神の特

別啓示）によって、信仰は始められ、維持され、

完成を目指して歩み続けていく、それを導くの

が信仰教育なのです。

　そこでは、「引き出す」ことや「気づかせる」

ことではなくて、「響かせる」ことが大切です。

教理問答のことをカテキズムと称しますが、こ

のカテキズムという言葉には、もともと問答と

いう意味はなく、むしろ響かせるという言葉に

由来するものでした。外から来た言葉、教会の

信仰の言葉を聞き、それが自分の心の中で響か

せられて、今度は自分の言葉として信じられ、

告白されていくようになる、それが信仰教育で

す。ですからそこでは、教える者と教えられる

者との間に、心の共鳴が必要となります。



─ 14 ─

　相手に、この信仰の言葉をどのように響かせ

ていくことができるか、それは何よりも語る側、

教える側の中で、その信仰の言葉がどれほど豊

かに響いているかにかかっているのではないで

しょうか。信仰の言葉は、ただ観念的に伝達す

れば事足れるで済むものではなくて、まずこち

らの心の中で、それが愛と恵みの言葉として豊

かに鳴り響き続けている中で、相手にそれが響

きとなって伝えられ、互いの間で共鳴しあいな

がら、ついには相手の心の中でも響き続けてい

く言葉となっていく、それが信仰教育（カテキ

ズム教育）と言われるものなのです。

　信仰の先輩として、教え手として、親として、

次の世代に信仰を語っていくとき、そもそも自

分自身の中で、この信仰がどれほど豊かに鳴り

響いているか、もう一度見つめ直す必要がある

のではないでしょうか。自分の中で響いてもい

ないものを、相手に伝えることはできません

し、ましてや響かせることはできません。あな

た自身の心の中で、また生活において、キリス

トの言葉はどのように響き続けているのでしょ

うか。	 （大会教育委員会委員）
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　2008年度中部中会教会学校教師研修会では、

講演に先立って、DVD『日曜学校から始まるキ

リスト教教育の歩み』（NCC 教育部）が上映され、

そこから見えて来る日本キリスト改革派教会の

課題を「日本キリスト改革派教会の日曜学校像

の確立を目指して」と題して相馬伸郎先生がご

講演くださいました（講演は第33号に収録）。

私も、研修会に参加し、DVD を視聴し、先生の

講演を傾聴する中で、先生と同じような志を与

えられている者として、刺激を受け、様々な示

唆を与えられました。

　相馬先生は、1780年、イギリスの印刷業者、

ロバート・レイクスの働きに始まる日曜学校の

全体に共通する本質として、それは「運動」、

「運動体」であるとされ、日曜学校運動の性格、

特徴を次の四点に簡潔にまとめてくださり、そ

の各々に関して善し悪しを述べてくださいまし

た。その四点とは、①「子どもたちを回心に導

く救霊運動」、②「信徒中心の運動」、③「超教

派運動」、④「慈善運動」です。特に最後の「慈

善運動」が日曜学校運動の成立の主要な動機で

あり、全体の通奏低音であると述べられました。

私の力量不足から、その各々に関して応答して、

日本キリスト改革派教会が確立すべき日曜学校

像を述べることは無理ですので、特に①と④に

関連して、今考えさせられている地域の子ども

たちへの伝道について、少し述べさせていただ

きます。

　今現在、私が奉仕することが許されている

四日市教会は、1888年、米国カンバーランド

長老教会ミッションによって開設され、昨年、

120周年を迎えました。講演の中で、四日市

教会の歩みが開始された1888年当時の統計が

示されています（P.20）。教会数206、信徒数

24,133人、日曜学校267校、教師360名、生徒

16,820名。これらの数字から、教会数よりも、

日曜学校の数が多いことが判り、60校は、教

会の外で行われていたということで、先生は次

のように述べておられます。「日曜学校は、子

どもへの伝道であることはもとより、開拓伝道

の拠点でもあったわけです。日曜学校から教会

が始まる、これが、日本の草創期のキリスト教

伝道の一つの姿でした」。

　四日市教会の最初の集会は、1888年12月31

日夜10時過ぎに行われました。まだまだ地方

においてキリスト教への偏見が根強い時代、集

会への妨害を避けるため、大晦日の夜遅くの集

会となったと聞いております。その当時、四日

市教会の日曜学校がどうだったのかは調べなけ

ればなりませんが、最初の集会は、学校の教師

だった信徒のお宅で開かれました。ですから、

当然、その信徒の方は、自分の教え子たちや地

域の子どもたちへの伝道も考えておられ、ヴィ

ジョンに燃えていたに違いありません。

　さて、今日、日曜学校を行っていて、通りす

がりの人から投石されたりすることはありませ

んが、1995年のオウム真理教事件以来でしょ

うか、キリスト教への偏見が根強くなっている

ことは確かです。1990年、私が神学校1年生の

時、西部・板宿教会に派遣されました。クリス

マス祝会に地域の子どもたちを招くために、教

会前の小学校で、教会学校の先生方と一緒にチ

ラシを配布しましたが、当日になると、子ども

たちが来るわ来るわ、2階の会場が子どもたち

で一杯になりました。そういう時代が、20年

近く前は確かにあったのですが、今日、四日市

2008年度中部中会教会学校教師研修会講演への応答

初心に立ち帰って
長谷川潤（四日市教会牧師）
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教会でも、普段はもちろん、クリスマスの時も、

地域の子どもたちが潮が引くように来なくなっ

てしまいました。もちろん、キリスト教への偏

見だけでなく、進学塾やらお稽古ごとで多忙に

なるという子どもたちを巡る環境の激変もある

でしょうが、集会の案内チラシを渡した時は「行

く！	行く！」と喜んでいた子どもが、実際来

なかったので、「どうしたの？」と後で理由を

尋ねてみると、よく耳にするのは、「行ったら

駄目！」と親に言われたという理由です。教会

外の方々にとっては、世間を騒がしている危険

な教団も、私たちも、宗教では一つですので、

「何をされるか分からないから、そんな所に行っ

ては駄目！」ということになるのでしょうか。

そうすると、私たちに対する世間の眼差しは、

1888年当時も、今も、同じなのではないでしょ

うか。それは、キリスト教や私たち教会に対す

る無知に基づく誤解や恐れ、不安の眼差しです。

　そこで、私は単純な人間ですので、「日曜学

校は、子どもへの伝道であることはもとより、

開拓伝道の拠点でもあったわけです。日曜学校

から教会が始まる、これが、日本の草創期のキ

リスト教伝道の一つの姿でした」と伺って、刺

激を与えられ、私たち教会に対する世間の眼差

しが厳しいならば、もう一度、教会草創期の頃

の思いに立ち帰って、自分たち教会のことを、

そして、何よりも、復活のイエス様のことを地

域の子どもたちはもとより、その家族の方々に

大胆にお知らせするしかないと思わされまし

た。

　その一つの工夫として、四日市教会の日曜学

校の全面的協力を得て、この4月のイースター

の季節に、「イースター・フェスタ2009」（復

活祭）を行い、併設されているまきば幼稚園の

園児たちとその家族の方々、地域の子どもたち

とその家族の方々をお招きしました。内容は、

短い礼拝式でスタートして、時間差で、幼稚園

の森でのエッグ・ハント（たまご捜し）、おい

しいものコーナー（たこ焼き、フランクフルト、

おでん etc）、バザー、キリスト教書の委託販売、

ゲーム・コーナー、まきば文庫開放などなど、

まさに地域における復活祭を行いました。イー

スターは、地域ではほとんど馴染みがありませ

んから、宣伝に力を入れましたが、当日、閑古

鳥が鳴くのではないかと不信仰にも思ってしま

いました。しかし、いざ、開幕したら、教会員

も含めて90名近くの地域の方々が集まって楽

しんでくださいました。最初に礼拝式を行うと、

礼拝式を避けてそれが終わってからお出でにな

る方もいらっしゃるかと思い、午後からの聖書

クイズ・コーナーにリンクさせて、聖書のお話

しを聴いたら、クイズが解けて、賞品がもらえ

ると、ちょっとした工夫もしました。土曜で、

快晴だったせいか、家族連れが多く、多くの方々

が礼拝式から出席してくださったのは、本当に

幸いでした。

　ところで、四日市教会には創立50周年にな

ろうとしているまきば幼稚園が併設され、地域

に溶け込んでいますから、地域の方々は、その

面での安心感は持っていらっしゃるのかも知れ

ません。この面は、1888年当時には全くなかっ

たことでした。その意味、今日の私たち四日市

教会は、教会の先輩たちが命懸けで獲得してく

ださった教会の地域性をうまく活かしながら、

伝道できる訳です。今日の私たち四日市教会は、

相馬先生のたとえをお借りするならば、「良い

子」となって、そのよき遺産を大事にし、いよ

いよ活かして行くことが求められていると、こ

のイースター・フェスタを通じて思わされた次

第です。

　地域の方々は、キリスト教や教会に対する無

知に基づく誤解や恐れ、心配に囚われています。

世間の人々の誤解を解いてあげることが、日本

伝道であるとよく言われますが、地域の子ども

たちを通じてその家族の方々の誤解を解くこと

が、今まさに私たち教会に求められていると思

います。そのためにも、やはり、日曜学校の働

きがとても重要です。日曜学校こそ、生徒を通
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じて、その友だちや家族の方々と接触でき、世

間の誤解を解くことに貢献できるからです。閑

古鳥が鳴くことを恐れることなく、地域の子ど

もたち、そして、家族の方々を教会にお招きす

る努力と工夫を、今の時代だからこそ、続けて

行きたいと願います。

　それから、相馬先生は、日曜学校運動全体の

通奏低音として、「慈善運動」のことをご指摘

くださいました。そして、次のように述べてお

られます。「わたしは、日曜学校を教会のディ

アコニア、地域社会への奉仕としても、積極的

に捉え直したいと心から願っています。その一

方で、レイクスのような信徒が教会の中から起

こされ、教会との深い結びつきの中で、子ども

たちに対する事業を起こす人が起こされる可能

性についても祈ります」。まさに同感です。レ

イクスは、伝道が動機だっただけでなく、福祉

も動機だったとのこと。それで、女性教師と協

力して、読み書きを教えたとのことですが、地

域の人々へと誠心誠意奉仕し、地域の方々の誤

解を解くためにも、今日、地域に対する福祉的

な働き、執事的愛の業は本当に重要ではないか

と思わされています。先に述べたのが、地域の

子どもたちを教会へと、さらには復活のイエス

様へと招くことならば、こちらは、私たち教会

が地域の子どもたちの中へと復活のイエス様と

共に積極的に出かけて行くことでしょう。

　今日、教会によるいろんな福祉的働きが考え

られます。四日市教会では、私が着任する前

は、日曜学校で福祉施設を慰問していたとのこ

と。何とか再開できれば幸いです。それと、日

曜学校が担うべきかどうかは議論が必要でしょ

うが、もしかしたら、賜物ある有志の信徒によ

るのが良いかも知れませんが、キリスト教会の

よき遺産として、優れた福音紙芝居がたくさん

あるかと思います。最近、テレビのニュースを

見ていたら、かつての紙芝居が見直されて、復

活しつつあるとのこと。大型スーパーの広場に

たくさんの子どもたちや大人が集まって、紙芝

居師による紙芝居を一所懸命に見ている場面が

映し出されていました。ご高齢の方々は懐かし

いことでしょう。子どもたちは、今まで余り体

験したことのない娯楽のメディアですから、興

味津々でしょう。子どもたちに与えられている

娯楽のメディアと言えば、ほとんどが一方通行

的ですから、面と向かっての、双方向的な娯楽

のメディアを本当に新鮮に感じるのかも知れま

せん。そうならば、子どもの脳を破壊するよう

な娯楽のメディアが氾濫する中、健全な娯楽を

地域の子どもたちに提供するという意味で、福

祉的な働きも可能となることでしょう。もちろ

ん、これは、伝道にもなります。

　今回、相馬先生の講演を伺って、初心に立ち

帰ることの大切さを改めて教えられ、心から感

謝をいたします。日本のプロテスタント教会の

草創期の伝道の一つの姿のように、日曜学校を

開拓伝道の拠点とできれば、日本伝道の壁も突

破できるのではないでしょうか。日本が敗戦へ

と至るまでの日曜学校の歴史において、特に日

曜学校が盛んだった頃、宣べ伝えられていた事

柄には大いに問題がありますが、方法論に関し

ては、今日の教会が学ぶべき所が多々あるよう

に思います。今日の状況だからこそ、使徒パウ

ロのスピリット、「何とかして何人かでも救う

ため」（コリント一9:22）を私たちも与えられ

て、開拓スピリットをもって共々に前進できれ

ばと願います。	 （教案誌編集部員）
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800

　再刷発行いたしました。ぜひお買い求めください。ご注文は教案誌編集部まで。

副読本のご案内

価　格　800円

著　者　木下裕也

　　　　（名古屋教会牧師・教会学校教案誌編集員・神戸改革派神学校講師）
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「いのちのパン」のご案内
（「子どもカテキズム」による聖書日課）

価格　800円

著者　相馬伸郎

　　　（名古屋岩の上伝道所宣教教師・教会学校教案誌編集長）

　本誌に掲載された「いのちのパン」が一冊の書物として改訂出版されました。

　カテキズムに基づくものとして類のないものです。ご注文は名古屋岩の上伝道所まで。

表　紙 2ページ
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中部中会日曜学校委員会からのお願い

　教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

　中部中会日曜学校委員会（2007年４月中部中会第一回定期会で教育委員会か

ら改組）は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主義諸教会の教

会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案誌』を発行し

ています。2001年４月に始まり、すでに満８年となり、第34号まで発行して参

りました。中部中会では７割ほどの教会により採用され、改革派教会全体でもお

よそ60教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明してくださっ

ています。皆様のご支援に心からの感謝を申し上げます。

　『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会日曜

学校委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと

願っています。子どもたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと募金の

ご支援をいただきたく、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただ

きやすくするために、教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえてい

ます。『教案誌』をご購入くださることも発行のための支援となりますので、ご

購入いただくことによってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

　目標金額　　　30万円／年

　送 金 先　　　郵便振替　伊藤治郎

　　　　　　　　　　　　　00890-2-148183
※通信欄に「教案誌のための自由募金」と明記してください。
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聖書研究・カテキズム研究・説教展開例・分級展開例　
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〈背景と文脈〉

　主イエスはゴルゴタで十字架につけられた

（19:18）。主を十字架につけた兵士たちは、主が

着ておられた服を取り、四つに分け、各自に一つ

ずつ渡るようにした（19:23）。

　兵士たちと対照するかのように、今日学ぶ箇所

では、十字架のそばにいた四人の女性と愛する弟

子について言及されている。服を分けた四人の兵

士が不信仰者の代表とすれば、愛する弟子と四人

の女性は信仰者の代表と言える。

〈四人の女性（19:25）〉

　主の十字架のそばに立っていた四人の女性は、

ヨハネ福音書によると、イエスの母マリアと彼女

の姉妹、そしてクロパの妻マリアとマグダラのマ

リアである。これを並行記事（マタイ27:56; マ

ルコ15:40）と比較してみると、イエスの母マリ

アの姉妹の名はサロメで、彼女はゼベダイの子、

すなわちヨハネ福音書の著者ヨハネとその兄弟ヤ

コブの母と考えられる。ちなみに、著者ヨハネは、

この福音書の中で、彼自身の名前も彼の家族の名

前も記していない。また、クロパの妻マリアは、

ヤコブとヨセフの母マリアと同一人物である、と

考えられる（マタイ27:56）。マグダラのマリアは、

主イエスによって七つの悪霊を追い出して病気を

いやしていただいた女性であり、その後、主イエ

スに従う者となった（ルカ8:2）。11人の弟子の

うち、愛する弟子（ヨハネ）だけが十字架のそば

にいたことを考えると、彼女たちの勇気と主イエ

スへの愛の深さを感じ取ることができる。

〈贖いによる新しい関係の誕生（19:26-27）〉

　26,27節では、主イエスと彼の母マリア、また

愛する弟子に焦点が当てられている。主は十字架

の苦しみの中で、母マリアへの心遣いを示された。

「婦人よ、御覧なさい。あなたの子です」（26）。「見

なさい。あなたの母です」（27）。これらの言葉は、

主が地上の生涯の最後のときに、愛する弟子ヨハ

ネに母マリアを託したことを示唆している。主は

なぜ彼女の実の子である弟たちにマリアを託され

なかったのだろうか。聖書はそれに言及していな

いが、恐らく、弟たちはその時点ではまだ信じて

いなかったので（7:5）、彼らに託するよりは愛す

る弟子に託した方が良いと考えられたと思われ

る。主の弟たちは、主の昇天後、使徒たちと共に

祈っていた（使徒言行録1:14）。復活された主が、

主の兄弟ヤコブに現れられた（一コリント15:7）

とあるので、主イエスの弟たちは、復活の主に出

会ったのち、主を信じるようになった、と推測さ

れる。

　主は母マリアを「婦人よ」と呼んでおられる（2:4

参照）。公生涯に入られてから、主イエスと母マ

リアとの関係が変わった。いま十字架上で死のう

としておられるイエスは、マリアにとっても主、

また救い主であられる。

　愛する弟子（ヨハネ）の母は、十字架のそばに

立っていたサロメという女性であり、主の母マリ

アとは姉妹同士であると思われるので、主イエス

とヨハネはいとこ同士ということになる。しかし、

主がマリアを彼に託されたのは、彼がマリアの甥

だったからというより、ヨハネが弟子であり、信

仰者であったからだ、と考えられる。「婦人よ」

という呼び方から、肉親としての心遣いとともに、

一人の信仰者としてのマリアへの心遣いだった、

と考えられる。

　主イエスの十字架による贖いは、信者の間に新

しい霊的な関係を創造した。主イエスと贖われた

者との縦の関係は、贖われた者同士の霊的な横の

結合関係をもたらした。十字架のもとで新しい信

者の交わりが生まれた。信者はみなキリストと結

合された者であり、神の家族の一員であるがゆえ

に、兄弟姉妹である。それはこの世のどのような

人間関係とも異なる信仰に基づく愛の共同体であ

る。そのような理由で、主はマリアをヨハネに託

されたのではないだろうか。	 （後藤公子）

	 7月5日	 「第五戒	父母を敬う」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨハネによる福音書　19章25～27節
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	 7月5日	 「第五戒	父母を敬う」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問51、52

　十戒は、第一戒から第四戒までを神との関係に

ついての戒め、第五戒から第十戒までを人との関

係についての戒めと捉えることができます。ただ

し、第五戒は、後半の戒めもまた神との関係と無

関係でないことを良く示しています。

〈父祖たちの神〉

　「父母」ということで意味されていることを考

えて行くときに、この戒めが神との関係に基礎を

置きつつ、人との関係に向けられたものであるこ

とが明らかになります。

　イスラエルに救いを与え、契約を与えてくだ

さった神は、「アブラハム、イサク、ヤコブの神」

です。父祖たちを契約に入れ、父祖たちが従った

神に、イスラエルは従います。神の民として生き

て行くということは、父祖たち（父母）の神に従

うことを意味しています。

　また、十戒の前半を要約する命令とされる「聞

け、イスラエルよ。我らの神、主は唯一の主であ

る。あなたは心を尽くし、魂を尽くし、力を尽く

して、あなたの神、主を愛しなさい」（申命記

6:4-5）という言葉には、これらの言葉を「子供

たちに繰り返し教え」るようにという命令が続い

ています（申命記6:7）。「あなたの父母を敬いな

さい」という第五戒は、神の言葉を子供たちに伝

えなさいという、父母に対する命令に呼応したも

のと理解できます。ですから、父母を敬うことは、

神を敬うことと切り離すことができません。

〈神が与えられた秩序〉

　パウロは、「神に由来しない権威はなく、今あ

る権威はすべて神によって立てられた」（ローマ

13:1）と教えます。「父母」は、神によって立て

られた権威として、拡大的に解釈することができ

ます。クリスチャンでない親、キリスト教国家で

ない政府にも、神の権威に反するのでない限り、

従うことになります。

　それは、さらに、神が与えられた秩序を守るこ

とと理解できます。目下の者から目上の者に対す

る事柄だけでなく、目上の者から目下の者、さら

に対等な者どうしの関係をも規定しているという

ことです。（『ウ大教理』は、それぞれの場合につ

いて丁寧に論じています。）

　ただし、神が与えられた秩序は、愛の秩序であ

ることを忘れてはなりません。「私たちの隣人を

自分自身のように愛すること」と「私たちが人に

してもらいたいと思うことは、何でも人にするこ

と」（ウ大122）を基礎とした秩序です。

	 （大西良嗣）

　　子どもカテキズム

　問51	 第五戒は何ですか。

　　答	「あなたの父母を敬え」、です。

　問52	 第五戒で神さまが願っておられることは、何ですか。

　　答	 神さまは、私たちに、お父さんやお母さん、先生やお友だちを与えてくださいました。

	 ですから、私たちは、神さまの故に、

	 	 	お父さんやお母さん、先生の教えてくださることを素直に聞き、

	 	 お友だちを大切にするのです。

	 神さまは、そのような人に祝福を豊かに与えると、特別に約束してくださいました。

　参考教理問答　ウ小教理63-66、ウ大教理123-133、ハイデルベルグ104



─ 24 ─

　愛する子どもたち、おはようございます。

		今日の聖書には、イエス様が十字架にはりつけ

にされている間中、そのそばで、お弟子さんのヨ

ハネさん、そして、イエス様のお母さんのマリア

さんといった4人の女の人が、イエス様をずっと

見守っていたことが書いてあります。

　この時、イエス様は、十字架に釘ではりつけに

されていました。ですから、とても痛かったと思

います。みんなも、頭が痛い時、歯が痛い時は、

とても我慢ができませんね。そして、痛みにばか

り気を取られて、人のことなんか考えておれない

と思います。イエス様は、十字架に釘ではりつけ

にされていたわけですから、その痛みは、私たち

の頭痛とか歯痛なんか比べものにならないと思い

ます。

　ところが、イエス様は、とても痛くても、お母

さんのマリアさんへとお心をちゃんと配られて

おっしゃったのです。「婦人よ、御覧なさい。あ

なたの子です」（26）。そして、お弟子さんのヨハ

ネさんにこうおっしゃいました。「見なさい。あ

なたの母です」（27）。こうして、ヨハネさんは、

イエス様がおっしゃった通りに、マリアさんを自

分の家に引き取って、自分のお母さんのように

敬って大切にしたのです。

　さて、みんなは、誰一人として、自分のお父さ

んお母さんを選んで、オギャーって産まれてくる

ことはできません。最近、テレビなどで活躍して、

人気のあるスピリチュアル・カウンセラーと言わ

れている人たちは、魂の世界で、魂が自分がいい

なと思ったこの世のお父さんお母さんを選んで、

この世に産まれて来る、というように言っていま

すが、それは、聖書が教えているところではない

ので気をつけましょう。聖書は、みんなの造り主

でいらっしゃる神様が、みんなにお父さんお母さ

んをお与えくださったと教えています。ですから、

みんなが、お父さんお母さんを選ぶのではありま

せん。神様が選んでくださるのです。神様が、こ

のお父さんお母さんにこの子を託そうと思われて

こそ、オギャーって産まれて来るのです。

　みんなは、お父さんお母さんが大好きでしょう。

実は、先生は、小学生の頃から、お父さんがとて

も嫌いになったのです。とても厳しいお父さん

だったからです。そして、お父さんと口をきかな

い時がだいぶ続きました。「なんで、こんなお父

さんなんだ！」って、いつも思っていました。そ

んなことを思いながら、大きくなって、20歳の

時にイエス様と出会って、イエス様を自分の罪か

らの救い主と信じて、洗礼を受けました。そして、

イエス様の教え、聖書の御言葉を学ぶにつれて、

お父さんに対する見方が変わったのです。そして、

今は、お父さんが大好きになりました。先生のお

父さん、今は、だいぶおじいちゃんになって、先

生が住んでいる所とはだいぶ離れた所で、先生の

お母さんと一緒に元気に住んでいますが、これか

ら、年をとっていくお父さんお母さんをどのよう

に大切にしようかと、祈って考えています。

	 7月5日	 「第五戒	父母を敬う」	 説教展開例

	 テキスト	 ヨハネによる福音書19章25～27節

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問51、52

〔単元のねらい〕

　第五戒から、隣人との実際生活の中でどのように生きるかが問われる。特に子どもたちにとって最も

身近な隣人は、両親であろう。説教展開は、幼児、小学生低学年・高学年、中学生と人間関係が複雑に

なるにつれて異なるかと思うが、神様が、まず何よりも両親をお与えくださっているという真理を大前

提に語りたい。そして、キリストにつながることこそ、人間関係を豊かにする秘訣であることも教えたい。

「神様がお与えくださったお父さん、お母さん」
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　そこで、聖書の御言葉を学んで、お父さんに対

する見方が、どう変わったかをお話ししましょう。

　まず第一に、神様は、「誰と誰にしようかな

……」といった感じで、適当にお父さんお母さん

をお選びになったのではないということです。神

様は、何と、この世界が造られる前から御計画し

てくださって、いろいろとお考えになって、この

お父さん、このお母さんの間に産まれるようにし

てくださったということです。このことは、今日

の聖書にも示されていると思います。イエス様は、

十字架にはりつけにされ、痛みを覚えられながら

も、ヨハネさんをマリアさんの子どもとすること

になさいました。どうして、ヨハネさんなのでしょ

うか。この時は、ヨハネさん以外のお弟子さんた

ちは、どこかに逃げてしまって隠れていましたが、

ペトロさん、あるいは、アンデレさんでも良かっ

たのではないでしょうか。しかし、イエス様は、

ヨハネさんが一番ふさわしいとお考えになって、

ヨハネさんをマリアさんの子どもとされたのでし

た。マリアさん、そして、ヨハネさん、お互いの

幸せを願われてです。

　第二に、神様は、私たちがこの世でしっかりと

幸せに生きることができるように、お父さんお母

さんをお与えくださったということです（出エジ

プト20:12後半）。先生は、子どもの頃、本当に

お父さんから厳しく叱られ、おしりをひどく叩か

れた時のことが、今でも心の中に残っています。

けれども、よく考えたら、お父さんは何の理由も

なしに先生を叩いたのではありません。先生が、

悪いことをしたから、おしりを叩いたのです。も

し、お父さんに厳しく叱られずに、放っておかれ

たとしたら、今ごろ、先生は、どうなっていたこ

とでしょう。

　以上のようなことを聖書の御言葉から教えられ

て、「なんで、こんなお父さんなんだ！」って思

うことが少なくなりました。そして、「今のお父

さんをお与えくださって、ありがとうございま

す！」と思うようになって、お父さん大好きになっ

たのです。

　神様は、十戒の五番目の戒めで、「あなたの父

母を敬え」（出エジプト20:12前半）とお命じに

なっておられます。しかし、みんなの中にも、も

しかしたら、昔の先生のように、「なんで、こん

なお父さん、こんなお母さんを敬わないといけな

いの？	お父さんお母さんは、うざい！」と思っ

てる人がいるかも知れません。それで、急に「敬

え！」と言われても、「そんなのムリ！」と思う

かも知れません。けれども、「ムリ！」と決め付

けないでくださいね。

　イエス様は、十字架に釘づけにされて痛みを覚

えられながらも、マリアさんをヨハネさんのお母

さんとされた後、頭を垂れて息を引き取られまし

た（30）。イエス様が十字架で死んでくださった

のは、お父さんお母さんを敬うことなんてとても

無理と思ってしまう私たちの罪の赦しのためでし

た。そして、イエス様は、その十字架の死から三

日目に復活なさって、墓の中から出ておいでにな

りましたが（20章）、それは、私たちをお父さん

お母さんを敬うことのできる新しい人へと造り変

えてくださるためでした。ですから、決して、「ム

リ！」ではないのです。時間はかかるかも知れま

せんが、みんなを愛してくださるイエス様は、聖

書の御言葉によって、きっと、「今のお父さんお

母さんをお与えくださって、ありがとうございま

す！」と神様に心から感謝できるようにしてくだ

さいます。

　今週も、みんなが、今は目には見えませんが、

十字架の死から復活なさったイエス様と、聖霊に

よってしっかりとつながっていることができます

ように。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記20章12節前半

あなたの父母を敬え。
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	 7月5日	 「第五戒	父母を敬う」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様が私たちのためにお父さん・お母さんをく

ださったことを知り、神様に感謝する。

〈お話〉

　みんなは、どこから来たのでしょうか？	私た

ちはみんな、それぞれのお母さんのお腹から生ま

れてきました。お父さんとお母さんの子どもとし

て、生まれてきました。それは、世界の初めから

神様が決めておいてくださったことでした。○○

ちゃんはこのお父さん・お母さんの子どもにしよ

う、○○くんはあのお父さん・お母さんの子ども

にしようと、神様が決めておいてくださったので

す。

　みんなは、お父さん・お母さんのことが好きで

すか？	どんなところが好きですか？	嫌いなとこ

ろもありますか？	優しくて仲良くしているとき

は好きだけれど、怒られたときには嫌いになって

しまうという子もいるかも知れませんね。

　神様は、私たち一人ひとりにとって一番良いお

父さん・お母さんをくださいました。世界を造ら

れた神様は、私たちのことをとてもよくご存知で

す。私たちは、お父さん・お母さんのことを好き

になったり嫌いになったりすることがあるかも知

れません。でも神様は、私たちが元気に大きくなっ

ていくことができるように、そして、神様を愛し

大事にする人になっていくことができるように、

私たち一人ひとりにお父さん・お母さんをくださ

いました。

　神様は、私たちのお父さん・お母さんを通して

も、私たちへの愛を表してくださっています。だ

から、私たちが自分のお父さん・お母さんを大事

にすることは、私たちにお父さん・お母さんをく

ださった神様を大事にすることにもなるのです。

〈お祈り〉

　神様、私たちにお父さん・お母さんをくださっ

てありがとうございます。お父さん・お母さんを

大事にしながら、神様の子どもとして、大きくなっ

ていくことができるようにしてください。イエス

様のお名前によってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

神様へのサンキュー・カード

■用意するもの

　・B5あるいは A4の色画用紙

　・クレヨン・色鉛筆など

　・リボン・シール・折り紙など

■作り方

　画用紙を半分に折り、カードにする。

　カードの内側にお父さん・お母さんの似顔絵を描く。

　カードの表紙に神様への感謝の言葉を書く

　（「お父さん・お母さんをありがとう」など）。

　リボン・シール・折り紙などを使って、カードを飾る。
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	 7月5日	 「第五戒	父母を敬う」	 小学科下級

〈ねらい〉

　父母を敬うことは、父母を与えてくださった神

様を敬うことである。主イエスによる信仰によら

なければ、本当の意味で父母を敬うことはできな

い。

〈展開例〉

１．父や母を敬うって簡単なこと？

　みんなは、自分のお父さんやお母さんをどう

思っていますか。

　・どんなところが好き？

　・どんなところが嫌い？

　・言うことを聞きたくないのはどんなとき？

　「勉強しなさい」とか「早くしなさい」とか、

うるさく言うから嫌だなあと思ったことはありま

せんか。あなたの父と母を敬えと言われても「で

もお父さんの○○なところは敬えないよ」と言う

人がいると思います。父や母を敬うことは簡単な

ことではありませんね。

　敬うとはどういうことでしょう。親に対してな

まいきな態度をとったりしないことです。自分の

方が偉いと勘違いしないことです。両親に聞き従

うことです。

２．父と母を敬うことは神様を敬うこと

　どうして父と母を敬わないといけないのでしょ

う。それは、私たちにお父さんやお母さんをくだ

さったのは、神様だからです。神様は、お父さん

とお母さんからあなたが生まれてくるように計画

されました。神様は、お父さんやお母さんの手を

とおして、あなたを育ててくださいます。

　赤ちゃんだったとき、お母さんはミルクを飲ま

せたり、おむつをかえたり、お風呂に入れたりし

てお世話をしてくれます。お母さんやお父さんが

話しかけてくれるので、言葉を覚えることができ

ます。お父さんやお母さんから愛され、育てられ、

いろんなことを学びます。

　神様は、お父さんやお母さんを通して私たちに

愛を注ぎ、正しい道へと導いてくださいます。

　神様が与えてくださった両親を敬うことは、神

様を敬うことなのです。

３．イエス様がくださる従順な心

　イエス様は、神様の子でありながら、両親のヨ

セフとマリアを親として敬い、従われました。

　イエス様は、私たちの罪を滅ぼすために、この

世に来てくださいました。イエス様は、両親に従

えない固い心を滅ぼし、感謝をもって両親に従う

ことのできる心を与えてくださいます。

　お父さんやお母さんの言うことを聞けない人

は、学校の先生の言うことも聞けません。両親を

敬う心は、目上の人を敬う心へとつながります。

神様は、あなたの周りに、正しいことを教えたり、

悪いことをしたら叱ってくれる人をおいていてく

ださいます。両親に従うことができると、先生や

目上の人に従うこともできるようになります。

４．おてつだい券をプレゼントしよう

　「おてつだい券」で感謝の思いを伝えよう。お

てつだい券を拡大コピーして色をぬりましょう。

おてつだいの内容も書いてね。（p.28参照）
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おてつだい券
け ん

 

 
お て つ だ い 券

けん

 のおてつだい 

  ガンバリます！ 

お て つ だ い 券
けん

 のおてつだい 

  ガンバリます！ 

お て つ だ い 券
けん

 のおてつだい 

  ガンバリます！ 

お て つ だ い 券
けん

 のおてつだい 

  ガンバリます！

お て つ だ い 券
けん

お て つ だ い 券
けん

お て つ だ い 券
けん

 のおてつだい  のおてつだい 

  ガンバリます！   ガンバリます！ 

 のおてつだい 

  ガンバリます！ 

 のおてつだい 

  ガンバリます！ 

お て つ だ い 券
けん
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	 7月5日	 「第五戒	父母を敬う」	 小学科上級

〈ねらい〉

　第五戒の大切さを学ぶ

〈展開例〉

○あなたの父母はだれですか

　十戒の第五番目の戒めは「あなたの父と母を敬

え」です。今はお父さんかお母さんのどちらか、

または両方がいないという人が皆さんの中におら

れるかもしれません。その人たちを傷つけるよう

なことは言いたくありません。でも、お父さんも

お母さんもいないという人はどこにもいません。

わたしたちすべての人間は二人の親から生まれま

す。え？「ぼくはお母さんからは生まれたけど、

お父さんからは生まれなかったよ」って？	そん

なことは決してありません。お父さんも間違いな

くあなたの親なのです。

　でも「たしかに血はつながっているかもしれな

いけど、あんなの親じゃない。ちっとも親らしい

ことをしてくれない」と言いたい気持ちをもって

いる人がいるかもしれません。それは、そういう

気持ちをもっているあなたが悪いのではなく、親

らしいことをしてくれないあなたの家族に悪いと

ころがあるのかもしれませんね。そういうときは

あまり遠慮せずに文句を言ってもよいと思いま

す。親である人が親らしくすることは義務であり、

責任でもあるからです。

　でも、もちろん自分の親に対してそんなことは

できれば言いたくないですよね。その気持ちも分

かります。家族が仲良くすること、みんながいつ

も笑顔でいることがわたしたちにとっていちばん

幸せなことですから。

　また、産んだ親と、今育ててくれている親が違う

という人もおられるかもしれません。それは珍しい

ことではないし、恥ずかしいことでもないし、少な

くとも子どもであるあなた自身が誰かから責められ

たり嫌な思いをさせられたりしなければならないよ

うなことではありません。きっとつらくて苦しい思

いをしたのは、あなた自身なのですから。

○子どもに敬われる大人になることも大切

　「どの親を敬えばよいのか」と悩んでいる人が

おられるでしょうか。悩んでいる人にとってはと

ても難しい問題だと思います。これはあくまでも

私の個人的な意見ですが、親である人が親らしく

することは義務であり責任なのですから、単に血

がつながっているということだけでちっとも親ら

しいことをしてくれない人よりも、たとえ血がつ

ながっていなくても今のあなたのことを大切にし

てくれる人が、あなたの親です。こんなことを教

会の先生が言ったとなると怒りだす親がいるかも

しれませんが、そういう親には親の務めをきちん

と果たしてほしいと願うばかりです。

　でも、皆さんに憶えておいてほしいことは、皆

さんもそのうち必ず大人になる、ということです。

そして、それがいつのことかは分かりませんが、

そのうちお父さんもお母さんもいなくなるという

ことです。また、やがて皆さん自身が親になると

きも来るでしょう。そのときには皆さん自身が、

子どもたちから慕われたり文句を言われたりする

立場に立つでしょう。

　そのときに、です。皆さんは子どもたちに対し

てどのように接することができるでしょうか。聖

書に「あなたの父と母を敬え」と書いてあるのを

自分の子どもに見せつけて、「ほら、こんなふう

に聖書に書いてあるじゃないか。この私を敬いな

さい」と言うでしょうか。それはいくらなんでも

変ですね。もうちょっとましな言い方をしなけれ

ばならないでしょう。そんなことを言い張る前に、

自分自身が子どもから敬われる大人にならなくて

はならないでしょう。

　第五戒の心は、実はこのあたりにもあります。

子どもは親を敬わなければなりませんが、親は子

どもを愛さなければなりません。決して一方通行

ではありません。このことを皆さんが大人になる

まで憶えておいていただきたいです。

〈お祈り〉

　神さま、家族みんながいつも笑顔で過ごすこと

ができますように、アーメン。
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	 7月5日	 「第五戒	父母を敬う」	 中学科

〈ねらい〉

　父母は、神が立てられた権威であり、それゆえ

に私たちは彼らを敬い従わなければならないとい

うことを学ぶ。

　イエスのマリアに対する態度から、父母を敬う

あるべき態度を学ぶ。

〈展開例〉

質問１　なぜイエスは、十字架上という苦しみの

場にあっても、母マリアのことを気にかけ

ていたのだろうか。

質問２　イエスに「見なさい。あなたの母です。」

と言われた愛する弟子は、なぜイエスの母

マリアを自分の家に引き取ったのだろう

か。

質問３　十戒には、「あなたの父母を敬え」とあ

るが、なぜ父母を敬わなければならないと

命じられていると思うか。

質問４　あなたは、父母を敬っているか。

質問５　父母は神が立てられた権威であるという

観点から見て、あなたの態度は正しい態度

だと思うか。もしそうでなければ、どう変

わらなければならないと思うか。

まとめ

　神は、地上の全ての権威をお立てになり、神の

権威とぶつからない限りにおいて、それに従うこ

とを求められた。父母は、私たちにとって最も身

近で、それゆえに敬い従うのが難しい権威である。

彼らの弱さや欠点にもかかわらず、それが神に

よって立てられた権威であるがゆえに、私たちは、

神に従う従順さをもって彼らに従わなければなら

ない。それは、神に従う従順を学びそれを鍛える

訓練となるからである。私たちが目に見える父母

に対する従順を学ぶ時、目に見えない神に対する

従順の心が私たちの中に育っていくのである。神

の御子イエスが、欠点だらけの人間マリアを、神

から与えられた母として敬い、仕え、十字架上の

極度の苦しみの中にあっても心にかけて母に対す

る責任を最後まで果たされたことは、私たちに

とって最も崇高な模範である。

〈祈り〉

　神様、私たちに父母を与えてくださってありが

とうございます。彼らは、人間ゆえに欠点や弱さ

もありますが、あなたが地上での権威として私た

ちに与えくださったがゆえに、彼らを心から敬い、

従うことができるようにしてください。そして、

その事を通してあなた御自身に従う事を学ぶこと

ができますようお助けください。イエス様が神の

御子であられるのに、極限の苦しみの中で子とし

ての責任を母マリアに対して最後まで果たされた

ように、私たちも父母を心から愛し敬うことがで

きるよう力をお与えください。イエス様の御名に

よってお祈りいたします。アーメン。
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〈背景と文脈〉

　マタイ5～7章にある山上の説教は、御国の民

とされたキリスト者の生活の規範を示したもので

ある。5章21～48節には、「あなたがたも聞いて

いるとおり……」に続いて「しかし、わたしは言っ

ておく」と六回繰り返され、前後の文が対立的に

述べられている。この言い方は、主イエスが、律

法学者、ファリサイ人の浅薄で誤った律法解釈を

正そうとされたことを示唆している。主は「わた

しが来たのは律法や預言者を廃止するためだ、と

思ってはならない。廃止するためではなく、完成

するためである」（5:17）と言われた。主は律法

そのものを否定されたのではない。「言っておく

が、あなたがたの義が律法学者やファリサイ派の

人々の義にまさっていなければ、あなたがたは決

して天の国に入ることはできない」（5:20）と言

われたことからもわかるように、律法学者やファ

リサイ人の律法解釈による義とは異なる正しい律

法解釈に基づく義について、ここで教えようとさ

れている。

〈「殺すな」の真の意味（5:21-22）〉

　今日学ぶ箇所には、「殺すな」という十戒のな

かの第六戒に関する教えが書かれている。主イエ

スの律法解釈の違いは21～22節からわかるよう

に、行為だけでなく、内面的な面、すなわち動機

や態度を問題にされる点にある。殺人を犯した者

は裁かれ処刑される（民数記35:30-31）とある。

この場合の裁きとは、町や村に設けられていた地

方裁判所での裁きを指す。主は、命を奪う殺人で

なくても、「兄弟に腹を立てる者はだれでも裁き

を受ける」（22）と言われた。隣人に怒りを覚え

腹を立てることは殺人と同じ罪であることを示さ

れた。

　また、「兄弟に『ばか』と言う者は、最高法院

に引き渡され、『愚か者』と言う者は、火の地獄

に投げ込まれる」（22）とも言われた。殺人行為

には至らなくても、言葉の暴力は殺人と等しい。

「ばか」は特に頭脳的能力の点で軽蔑するときに

使われる語であるのに対して、「愚か者」は道徳

的な欠如を軽蔑する語である、と考えられている。

どちらも相手を侮蔑し、相手の人格を傷つけると

いう意味で、腹を立てるのと同様に殺人罪と等し

い。「最高法院」はユダヤの最高裁判所であり、

大祭司、長老、律法学者たち70人から構成され

ていた。「火の地獄」は、永遠に続く神の裁きを

表わす。腹を立てたり、言葉の暴力をもって隣人

を傷つけることは、殺人罪と同じである。律法学

者やファリサイ人が「殺すな」という戒めを殺人

行為にだけ当てはめていたのに対して、主は内面

的な対立意識、また言葉による侮蔑も殺人である、

と解釈された。主は、「殺すな」という命令の正

しい解釈を示して、御国の民に対する神の御心を

教えられた。

〈積極的な和解の必要性（5:23-26）〉

　次に主は、積極的な和解の必要性を教えられた。

隣人と対立しているのを思い出したら、何をおい

てもただちに、また積極的に和解する必要がある。

「祭壇に供え物を献げようとし」（23）という表現

は、当時行われていたエルサレム神殿での礼拝を

表わす。献げものをもって神礼拝をしようとして

いるとき、誰かが自分に反感をもっていることを

思い出したら、まずその人と仲直りし、それから

供え物を献げることが大切である。隣人と対立し

ていないことが、神礼拝における神との交わりの

前提である。

　次に、もっと切迫していて法的な場に訴訟がも

ちだされようとしている場合、直ちにその人と和

解する必要がある、と言われた。なぜなら、取り

返しのつかない結果になるからである。1クァド

ランスは1デナリオン（当時のユダヤの労働者の

日当）の64分の1である。御国の民は、隣人との

和の関係を積極的につくる必要がある。禁止され

たことを行わないことによる義だけでなく、肯定

的、積極的な義が求められる。	 （後藤公子）

	 7月12日	 「第六戒	殺してはならない」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書　5章21～26節
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	 7月12日　「第六戒	殺してはならない」	カテキズム研究

	 カテキズム	 どもカテキズム　問53、54

〈神のかたち〉

　人は、神が御自身にかたどって造られたもので

す（創世記1:26-27）。罪を犯して堕落したとは

言え、人間は「神のかたち」を残しています。し

たがって、人を殺すということは、神のかたちに

対する冒涜行為です。（したがって、自分の命を

故意に失うことも、「神のかたち」に対する不当

な行為となります。）

　また、人は、神によって命の息を吹き入れられ

て「生きる者」となりました（創世記2:7）。神

が人に命を与えられたのですから、神の主権を侵

して、人間が人の命を奪ってはなりません。

〈自分自身のように隣人を愛する〉

　むしろ、私たちに命じられているのは、「神の

かたち」である隣人を自分自身のように愛すると

いうことです。したがって、殺人を禁じられてい

るということは、①より広い意味、②より積極的

な意味を含んでいると理解することができます。

①より広い意味

　キリストは、実際に人を殺すことばかりでなく、

「兄弟に腹を立てる者はだれでも裁きを受ける。

兄弟に『ばか』と言う者は、最高法院に引き渡さ

れ、『愚か者』と言う者は、火の地獄に投げ込ま

れる」（マタイ5:22）と言われました。

　『ウ小教理』問69は、自分や隣人の命を不当に

奪うことに至る一切のことを禁じているとまとめ

ています。『ウ大教理』問136は、より具体的に、「罪

深い怒り、憎悪、ねたみ、復讐心」などの内面的

なこと、「食べ物・飲み物・労働・娯楽の過度の

使用」という健康に関わること、「挑発的な言葉、

抑圧、口論」などの相手との不和を引き起こすよ

うなことまで、禁じられている罪として挙げてい

ます。

②より積極的な意味

　殺人を禁じることによって、神が求めておられ

る積極的な事柄は、「わたしたちが自分の隣人を

自分自身のように愛し、忍耐、平和、寛容、慈愛、

親切を示し、その人への危害をできうる限り防ぎ、

わたしたちの敵に対してさえ善を行う」（『ハイデ

ルベルグ』問107）ということです。単に、殺人

へとつながることを抑制するのではなく、平和を

作り出す者として積極的に振舞うことが求められ

ています。神の民として、そのように主の愛をあ

らわしていきたいと願います。	 （大西良嗣）

　　子どもカテキズム

　問53	 第六戒は何ですか。

　　答	「殺してはならない」、です。

　問54	 第六戒で神さまが願っておられることは、何ですか。

　　答	 神さまが私たちにいのちを与えてくださいました。

	 人を殺してはいけないということはもちろん、心の中で人を憎むこと、無視すること、

	 	 	いじわるを言ったり、してはいけない、ということです。

	 神さまが御覧になれば、それらは人殺しと同じです。

	 ですから、私たちは、共に生きることを喜び、自分のいのちも大切にするのです。

参考教理問答　ウ小教理67-69、ウ大教理134-136、ハイデルベルグ105-107
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　愛する子どもたち、おはようございます。

		今日の聖書には、とてもショックなことが言わ

れています。今日の御言葉は、イエス様が山上の

説教の中でお与えくださったのですが、イエス様

はこうおっしゃったのです。

　「あなたがたも聞いているとおり、昔の人は『殺

すな。人を殺した者は裁きを受ける』と命じられ

ている。しかし、わたしは言っておく。兄弟に腹

を立てる者はだれでも裁きを受ける。兄弟に『ば

か』と言う者は、最高法院に引き渡され、『愚か者』

と言う者は、火の地獄に投げ込まれる」（5:21-22）。

　どうして、今日の御言葉が、とてもショックか

というと、実際に人殺しをしていなくても、人に

「ばか！」とか「愚か者！」と言うだけで、神様

に裁かれることが示されているからです。さらに

人に腹を立てるだけで、神様に裁かれると言われ

ているからです。

　テレビのニュース番組を見ていると、毎日のよ

うに、どこそこで誰々が誰々に殺されたというよ

うなニュースが流れます。そんなニュースを見た

り聞いたりすると、殺した人に対して、「何でそ

んなむごいことをしたの？」と思って、「自分だっ

たらそんなことは絶対しない！」と思うことがあ

ります。そんな時、その殺人事件は、全くの他人

事ですね。ところが、今日の御言葉によれば、実

は、先生自身が、毎日のように殺人事件を起こし

ていることを思い知らされます。イエス様は、今

日の御言葉を通じて、実際の人殺しだけでなく、

言葉による人殺し、さらに思いによる人殺しがあ

ることを教えていらっしゃるからです。誰かに「う

ざい！	きもい！」と言うことによる殺人、誰か

のことを「あいつさえいなければいいのに！」と

思うことによる殺人があるということです。神様

が御覧になるならば、それらは実際の人殺しと同

じで、裁きの対象なのです。

　神様は、誰かに対する腹立ち、怒り、憎しみ、

ねたみを殺人と見なされます。そして、正義のお

怒りの対象となさいます。そうすると、そういっ

た感情は、捨て去るのが一番です。でも、捨て去

ろうとすればするほど、毒ヘビが頭をもたげるよ

うに、次から次へとそういった感情が湧いて来る

のです。それならば、どうしたらいいのでしょう。

　愛する子どもたち、誰かにいじわるされたりし

て、自分ではどうすることもできない怒りとか憎

しみを覚えた時、ぜひ、イエス様に向かって叫ん

でください。「イエス様、誰々君へのぼくの怒り

を取り除いてください！」、「イエス様、どうぞ、

何々ちゃんへの私の憎しみをなくしてくださ

い！」。誰かに怒りとか憎しみを向けるのでなし

に、まず、イエス様に心を向けて、悩み苦しみを

隠さずに打ち明けること、そして、イエス様に頼

ること、それが、イエス様のお弟子には必要なこ

となのです。

　イエス様は確かに厳しいことをおっしゃいまし

	 7月12日	 「第六戒	殺してはならない」	 説教展開例

	 テキスト	 マタイによる福音書5章21～26節

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問53、54

〔単元のねらい〕

　第六戒は、実際に人を殺すことだけでなく、思いや言葉による殺人も射程に入れている。そこで、ま

ず、どうして、人を殺してはならないかを聖書全体から教えたい。そして、今回の聖書箇所は、誰の心

にもぐさりと突き刺さる御言葉だが、人殺しの繰り返しである私たちのためにこそキリストが十字架で

死んでくださったこと、そして、私たちを人への愛に生きる人間へと造り変えるためにこそ復活なさっ

たことも教えたい。

「神様がお与えくださった命」
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た。しかし、それは、みんなが、実際に人殺しさ

えしなければ大丈夫と思い込まないためです。言

葉や思いで人を傷つけるぐらいなら、神様は大目

に見てくださると思い込まないためです。ところ

が、イエス様は、言葉や思いでつい人殺しをして

しまう私たち自身のこともちゃんと御存知なので

す。だからこそ、イエス様は、そういう私たちの

罪が赦されるようにと、私たちの身代わりに、十

字架の上で、神様からの厳罰を引き受けてくだ

さったのです。そういうイエス様ですから、誰か

への怒りとか憎しみをどうすることもできない私

たちが頼って来たら、「おまえなんか知らないか

ら、あっち行け！」とはおっしゃいません。怒り

とか憎しみがあるままに、私たちを受け入れてく

ださって、怒りとか憎しみを御自身の御力で和ら

げてくださいます。ですから、イエス様のお弟子

ならば、自分で憎しみとか怒りをどうにかしよう

とするのでなしに、イエス様にお委ねすることで

す。

　イエス様に頼るならば、イエス様は、どうして、

神様が「殺してはならない」（出エジプト20:13）

との第六の戒めをお与えくださったかも、聖書の

御言葉からしっかり教えてくださいます。

		それは、まず何よりも、神様が人間を御自身の

かたちに似せてお造りになって、命をお与えに

なったからです。このことは、聖書の一番初めの

『創世記』に次のように教えられています。「神は

言われた。『我々にかたどり、我々に似せて、人

を造ろう。そして海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、

地を這うものすべてを支配させよう』。神は御自

分にかたどって人を創造された。神にかたどって

創造された。男と女に創造された」（1:26,27）。「主

なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形

づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。人は

こうして生きる者となった」（2:7）。人を殺して

はいけない、ということは、人間ならば、普通は、

誰の心の中にもあると思います。親とか学校の先

生に教えられなくても、人を殺してはいけないこ

とは知っています。しかし、どうして、殺しては

いけないか。それは、聖書から教えられなければ、

誰も答えることができません。ぜひ、聖書の御言

葉から教えられて、どうして、神様は、人を殺し

てはならないと戒められたのか、そのわけを心に

留めてください。人間は、神様に似せて造られて

いるという点で、他の動物と比べることができな

いぐらいに尊いのです。人間には神様の尊さが映

し出されている。さらに神様が体と命をお与えく

ださいました。体と命は、もともと、神様のもの

です。そういう体を破壊して、命を奪うこと、つ

まり、人殺しは、何よりも、神様に対する罪に他

ならないのです。

　以上のような聖書の教えを心に留めながら、イ

エス様にさらにお願いしましょう。「イエス様、

どうか、誰々君を、何々ちゃんを、自分自身のよ

うに大切にすることができるようにしてくださ

い！」。あるいは、もう少し欲張ってお願いしま

しょう。「イエス様、どうか、イエス様が、誰々君、

何々ちゃんのために十字架で死んでくださったよ

うに、ぼくも、私も、誰々君、何々ちゃんを大切

にすることができるようにしてください！」。イ

エス様は、今も、みんなの目には見えませんが、

生きて働いておられます。十字架の死から復活な

さったイエス様が、みんなのことを人を憎む人間

から愛する人間へと造り変えてくださるのです。

	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記20章13節

殺してはならない。
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	 7月12日	 「第六戒	殺してはならない」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちが人の体を傷つけたり、言葉や心で憎し

みを表したりすることを、神様が禁じておられる

ことを知り、兄弟やお友だちと仲良くする子と

なっていく。

〈お話〉

　みんなは、兄弟やお友だちと喧嘩したことがあ

りますか？	どんなことで喧嘩したのか覚えてい

るでしょうか？	そのとき、みんなはどんな気持

ちになりましたか？

　神様は大切な約束の一つとして、殺してはいけ

ない、と言われました。私たちの命は、神様が造っ

てくださったものだからです。私たち一人ひとり

の命は、神様がくださった大切なものなのです。

誰も、自分の命も他の人の命も傷つけてはいけな

いのです。

　神様は同じように、人の体を傷つけてはいけな

い、とも言われました。みんなが兄弟やお友だち

と喧嘩をするときも、パンチしたりキックしたり

して痛くしてはいけないのです。

　みんなの中には、パンチやキックをしたことの

ない子もいますね。では、兄弟やお友だちに意地

悪を言ったり、心の中で意地悪なことを思ったり

したことはないでしょうか？	私たちの言葉は、

目には見えません。だけど、意地悪な言葉は他の

人たちの心を傷つけます。みんなのパンチやキッ

クがお友だちの体を痛くするように、みんなの意

地悪な言葉や心がお友だちの心を痛くするので

す。

　神様は、私たちがそのように兄弟やお友だちを

傷つけたり嫌いに思ったりするのではなく、みん

なと仲良くすることを願っていらっしゃいます。

みんなの兄弟やお友だちも、私たちと同じように

神様がくださった大切な命、大切な体、大切な心

を持っています。私たちは自分のことを大事にす

るのと同じように、私たちの周りにいる人たち、

兄弟やお友だちのことを大事にするのです。

　いつもいつもお友だちと仲良くすることは、も

しかしたら難しいかも知れません。兄弟やお友だ

ちのことを嫌だなあと思うことが、あるかも知れ

ません。そんな時は、みんなと仲良くできるよう

に、そして優しい心を持つことができるように、

イエス様にお祈りして助けていただきましょう。

〈お祈り〉

　神様、私たちに兄弟やお友だちをくださってあ

りがとうございます。私たちはみんなと仲良くで

きなくて、意地悪なことを思ったり、言ったり、

したりしてしまうことがあります。私もイエス様

のように、みんなを大事にすることができるよう

にしてください。イエス様のお名前によってお祈

りします。アーメン。

〈やってみよう〉

お祈りポット

■用意するもの

　・折り紙を四等分したくらいの小さな紙　数枚

　・丸めた紙を入れるための容器（ビン・缶・箱・バスケットなど）

■やり方

　人にされて嫌だったこと、人にしてしまった嫌なことを、一つずつ紙に書く。

　紙を丸めて、お祈りポットの中に入れる。

　自分に嫌なことをした人、自分が嫌なことをしてしまった人のために、みんなでお祈りする。

　お祈りポットの中の紙は、お祈りの後に小さくちぎって処分する。
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	 7月12日	 「第六戒	殺してはならない」	 小学科下級

〈ねらい〉

　人を殺してはならない理由は何か。聖書は、心

の中で人を殺すことも殺人であると教えている。

〈展開例〉

１．なぜ、人を殺してはいけないの？

　もし、誰かに「なぜ人を殺してはいけないの」

と聞かれたらどう答えますか。

　・自分が殺されたくないから

　　→殺してほしいと言われたら殺してもいい

の？

　・殺されたら悲しむ人がいるから

　　→悲しむ人がいなければ殺してもいいの？

　・逮捕されて刑務所に入れられるから

　　→絶対に捕まらないなら殺してもいいの？

２．命は誰のもの？

　殺すということは、人の命を奪うことです。

　では、その命は誰のものなのでしょう。その人

のものですか。その人を生んだ親のものですか。

　自分がこの日に生まれようと思って生まれてき

た人は誰もいません。自分の命なのに、その命を

自由に延ばしたり縮めたりすることは、誰にもで

きません。命はそれをお与えになった神様のもの

だからです。

　もし、あなたが、お友だちの作った工作を勝手

に壊してしまったら、お友だちは怒ると思います。

工作はお友だちのものだからです。命は、神様の

ものです。その命を勝手に壊すことは許されませ

ん。たとえ自分の命でもです。神様だけが命を与

え、取ることのできるお方です。

３．心の中の殺人

　「あなたは人を殺したことがありますか」と聞

かれたら、私たちは、「いいえ」と答えるでしょう。

でもイエス様は、「お友だちに対して腹を立てた

り、バカと言ったりする人は、心の中で人を殺し

ているのですよ」とおっしゃいます。

　人を憎んだり、悪口を言ったり、いじわるをす

ることは、「その人がいなくなればいい」と言う

ことと同じことなのです。たとえ口に出さなくて

も、神様は心の中をごらんになります。

４．神のかたちに似せて造られた人間

　人の命はどうして尊いのでしょう。それは人が

神のかたちに似せて造られているからです。他の

動物は持っていない、人間にだけ与えられている

ものがあります。神様から与えられた清さ、正し

さ、賢さなどです。人間だけが、神様に祈る者と

して造られました。

　イエス様は、神様に似せて造られたこの人間を

救うために、ご自分の命を与えてくださったので

す。

５．チクチクことばとふわふわことば

　「チクチクことば」（言われると悲しくなったり、

イライラする言葉）と「ふわふわことば」（うれ

しくなったり元気の出る言葉）を子どもたちに考

えてもらい、大きな紙に書く。一つひとつの言葉

を声に出して言ってもらう。言われてどんな気持

ちがしたかを話し合う。
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	 7月12日	 「第六戒	殺してはならない」	 小学科上級

〈ねらい〉

　第六戒の大切さを学ぶ

〈展開例〉

○殺してはならないのは当たり前のことです

　十戒の第六番目の戒めは「あなたは殺してはな

らない」です。あなたは殺してはいけません。「う

るさいなあ、そんなことはわざわざ言われなくて

も分かっているよ」と思われるでしょう。その感

覚をぜひ大事にしてほしいと思います。

　その感覚がまひしてしまって、憎らしい人の顔

を見ると居ても立ってもいられなくなって、あな

たの手が思わずぎゅっと握りこぶしを作りはじめ

るようになるときには、どうか神さまのことを思

い出してください。神さまは、激しい怒りにふる

えているあなたの姿をご覧になって首を横に振っ

ておられます。「○○君、だめだよ。あなたはそ

れ以上のことをしてはならないよ」と、心配しな

がら祈っておられます。神さまはあなたの味方を

してはくださいません。

　どうしても怒りを抑えきれなくなって相手を傷

つけてしまったとき、または殺してしまったとき

には、神さまはわたしたちの心に「私は罪を犯し

てしまった。取り返しのつかないことをしてし

まった」という苦しい気持ち（罪悪感）を必ずお

与えになります。それは一生消えることがありま

せんし、起きているときにも眠っているときにも、

わたしたちを追いかけてきます。人を殺して幸せ

になった人は一人もいません。このことを忘れな

いでほしいです。

　「いや、そんなことはないんじゃないか」と思

う人がおられるでしょうか。だって、相手は悪い

やつなんだよ、と。悪い人間が世の中からいなく

なればせいせいするじゃないかと。死刑というの

もある。あれは悪いやつを殺してこの世界を平和

にする方法なのだから、正しいことだし、神さま

も喜んでくださるに違いない、と。

　なるほどたしかに死刑の問題は難しいです。今

の世界の中には、死刑をしないことを決めている

国もありますし、死刑を行う国もあります。どち

らにもそれなりに言い分があります。この問題に

ついては法律や政治の専門家たちが毎日のように

真剣に議論しています。皆さんの中にこの問題に

関心がある人は、しっかり勉強してその議論に参

加できるようになってほしいです。

　でも今の時点ではっきりしていることがありま

す。それは、死刑というのは個人で行うものでは

ないということです。今のあなたにとって憎らし

くて憎らしくて仕方がないと感じる相手がいるか

らといって、あなた自身がその相手に対して個人

的に復讐することは、決して許されないことです。

これが今の世界のルールです。死刑を行う国に住

んでいるからといって、悪い人間は殺しても構わ

ないと考えることは間違いです。もしかしたらあ

なたの周りにいる人の中には同情してくれる人が

いるかもしれませんが、神さまは同情してくださ

いません。

○神さまの願いは罪人が悔い改めることです

　神さまが願っておられることもはっきりしてい

ます。罪を犯した人が自分の罪を認めて悔い改め

ることです。「悔い改める」とは、深く後悔する

こと、もう二度と同じ過ちを繰り返さないと決心

すること、これからは良い行いをすることを（神

さまと多くの人々の前で）約束することです。

　「あんな悪い人間が悔い改めとかするはずがな

いよ！」と言わないでください。「今さら悔い改

めたって遅い」とも。それは言いすぎです。「あ

なた自身もあの人と同じくらい罪深い人間です」

とまでは言いません。そのような言い方は、相手

の犯した罪の重さを曖昧にしてしまいかねません

ので。でも、あなたの憎いあの人が自分の罪を悔

い改める日を待っておられるのは神さまであると

いうことを信じてほしいのです。

〈お祈り〉

　神さま、わたしたちがいつも穏やかな気持ちで

いることができるように、助けてください。イエ

スさまの御名によって、アーメン。
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	 7月12日	 「第六戒	殺してはならない」	 中学科

〈ねらい〉

　殺人の根は、私たちの心の中にあることを学ぶ。

　「殺してはならない」の積極的な側面を学ぶ。

〈展開例〉

質問１　昔の人は、何を命じられていたか。

質問２　イエスは、どういう事をする人は裁きを

受けなければならないと言っておられる

か。

質問３　昔の人が命じられていた事とイエスが命

じておられる事はどこが違うか。

質問４　なぜ人を悪く言ったり、心の中で人を憎

むことがそこまで重い罰に値するのか。

質問５　人を生かしたり殺したりする権限を持っ

ているのは誰か。

まとめ

　イエスが指摘なさった通り、現代の私たちの社

会でも人を殺す者は裁きを受けると決められてい

る。しかし、イエスは、こうした殺人という行動

からさらに踏み込んで、私たちの心の中にその殺

人の根があることを示された。兄弟に腹を立てた

り、悪口を言うこともそれに含まれる。それは、

私たちの心に満ちるものが外に行動という形で表

れてくるからである。たとえまだ実際にその人に

手を下していなくても、悪口を言う時、腹を立て

る時、私たちは心の中でその人を殺してしまって

いるのである。実際に手を下すかどうかは機会が

あるかどうかの問題に過ぎない。自分と同じよう

に神の形を持つ他の人を殺すことは、命の与え手

である神の領分を侵す事であり、人間がしてはな

らない事である。殺してはならないという戒めと

は、そうしたわけで、単に殺さないという行動だ

けではなく、心の中であってもその人を憎んだり

悪口を言ったりしない、そして更には、自分と同

じようにその人を愛し、その人の益を求めるとい

う心の姿勢によってのみ実現されることなのであ

る。

〈祈り〉

　神様、私たちにあなたの戒めを与えてくださっ

てありがとうございます。私たちは、ともすれば

心の中で人を憎み、ののしり、腹を立て、あなた

の御眼から見れば、毎日たくさんの人を殺してい

るような者たちです。どうか私たちの心があなた

によって清められて、殺人に結びつくような悪し

き思いを持たないのみならず、人々を自分自身の

ように愛し、彼らの益を心から求めるような愛の

心に変えてくださるようお願いいたします。イエ

ス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。
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〈背景と文脈〉

　主イエスがヨルダン川の向こう側のユダヤ地方

で伝道なさっていたとき、ファリサイ派の人々が

来て、離婚問題に関して主を試そうとした。当時

のユダヤ人は、離婚を当然のことと考えていたよ

うである。なぜなら、申命記24章1節に「人が妻

をめとり、その夫となってから、妻に恥ずべきこ

とを見いだし、気に入らなくなったときは、離縁

状を書いて彼女の手に渡し、家を去らせる」とあ

るので、律法は離婚を認めていると彼らは解釈し

たからである。申命記24章1節に関して、ユダヤ

教のシャンマイ派は「恥ずべきこと」を不貞と解

釈し、その理由によってだけ離婚できる、と厳格

に制限したのに対し、ヒレル派は「恥ずべきこと」

を広義に解釈し、不貞以外の理由でも離婚できる、

と主張した。どちらの派も、律法は離婚を容認し

ている、と解釈した点では同じである。主は、彼

らの質問に、結婚とは何か、という点から答えら

れた。

〈男と女に造られた意義（19:3-5）〉

　ファリサイ派の人々は、「何か理由があれば、

夫が妻を離縁することは律法にかなっているで

しょうか」（3）と質問したが、彼らの真意は、離

縁が律法にかなっているかどうかを知りたかった

というより、どのような理由があると離縁できる

か、というものであった。主はその質問に直接答

えられないで、「あなたがたは読んだことがない

のか」（4）と言われ、創世記の言葉を引用された。

「読んだことがないのか」という問いかけは、純

粋な意味で尋ねているというより、「律法に通じ

ているあなたがたが、この言葉を知らないはずは

ないでしょう」という意味合いがある。創世記か

ら申命記のモーセ五書は神の律法と考えられ、も

ちろん彼らはそれをよく知っていた。主イエスは、

あとの時代に語られた申命記24章1節より、はる

か以前に起きた創造に関する記事から引用され

て、彼らの質問自体が間違いであることを示唆さ

れた。「創造主は初めから人を男と女にお造りに

なった」（4）は、創世記1章27節からの、また、「そ

れゆえ、人は父母を離れてその妻と結ばれ、二人

は一体となる」（5）は、創世記2章24節からの引

用である。

　「それゆえ」（5）という語は、創世記2章21～

22節を指し、なぜ「人は父母を離れてその妻と

結ばれ、二人は一体となる」かというと、女が男

の一部であるあばら骨から造られたからである。

それゆえ、父母を離れて一体となる、すなわち、

結婚関係に入るのである。古代社会においては、

家族の結びつきは現代社会より強かった。結婚は、

父母を離れることによって成立する。この場合の

父母を離れるという意味は、物理的に離れるとい

うより、父母から精神的に自立し、新しい家庭を

つくることを意味する。

　結婚の制度は人間の便利さや勝手な結びつきか

ら生まれたものでもなく、また社会的慣習による

ものでもない。創造の初めから神によって定めら

れたものである。「一体となる」（5）という表現

からわかるように、結婚は有機的な結合関係であ

る。それは人間関係の中でもっとも深い結合関係

であり、創造の初めに神によって制定された聖な

る関係である。

〈離婚の不条理性（19:6）〉

　だから、結婚による男と女の結合は決して破ら

れてはならない。なぜなら、神が結び合わせられ

た結合関係であり、ふたりはもはや別々ではなく、

一体だからである。「人は離してはならない」（6）

の「人」は不特定の人を表わす。他人であれ、結

婚の当事者であれ、人間的な都合により離すこと

は許されない。なぜなら、人間の側にそうする権

利はないからである。主イエスは、離縁に関して、

「言っておくが、不法な結婚でもないのに妻を離

縁して他の女を妻にする者は、姦通の罪を犯すこ

とになる」（19:9）と厳しい警告を与えられた。

	 （後藤公子）

	 7月19日	 「第七戒	姦淫してはならない」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書　19章3～6節
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	 7月19日　「第七戒	姦淫してはならない」	カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問55、56

　　子どもカテキズム

　問55	 第七戒は何ですか。

　　答	「姦淫してはならない」、です。

　問56	 第七戒で神さまが願っておられることは、何ですか。

　　答	 神さまが、私たちに結婚の祝福を与えてくださいました。

	 ですから、男の人と女の人との関係を、清く保たなければいけません。

	 神さまは、結婚によって、赤ちゃんを与えてくださいます。

	 私たちは、そのときまで、性の関係を持ちません。

参考教理問答　ウ小教理70-72、ウ大教理137-139、ハイデルベルグ108-109

〈神の創造〉

　神の創造を考えるとき、第七戒が決して禁欲的

な側面だけを持つのではなく、神が夫婦に与えら

れた祝福を守り、それを豊かにするための戒めで

あることが分かります。親心に満ちた、愛情深い

戒めです。

　神は、人を男と女に創造しました。結婚によっ

て、男女「二人は一体」（創世記2:24）となるよ

うに意図されて創造されたのです。二人の関係は、

「父母を離れて」と言われるように、両親でさえ

も介入することが許されない親密な関係です。「神

が結び合わせてくださったものを、人は離しては

ならない」（マタイ19:6）ほどに神聖な結びつき

となります。夫は、キリストが教会を愛すること

に譬えられるほどに、妻を愛するように命じられ

ます。キリストが御自身の命を与えるほどに教会

を愛されたのと同じように愛することが命じられ

るのです。また自分の体のように、妻を愛するこ

とが命じられています（エフェソ6:25-28）。こ

のような愛の関係は、他の人との間ではあり得な

い喜びと平安を与えてくれます。夫婦の関係は、

神が与えてくださった宝です。

　このような親密な関係の中で初めて性的な関係

が許され、また喜びとして与えられています。そ

して、この愛の関係の中に囲まれるようにして、

子供が生まれます。子供は、このような親密な夫

婦の愛の中でこそ、十分な愛情を受けて育つこと

ができるのです。

〈禁じられること〉

　したがって、このように大切な夫婦の関係に傷

をつける可能性のあること、愛の関係に障害を引

き起こすような事柄は、避けられなければなりま

せん。

　その最たるものは「姦淫」です。この罪が犯さ

れれば、夫婦の愛の関係を回復することは極めて

困難となります。より耳慣れた言葉で言うなら、

「不倫」も典型的な「姦淫」です。

　結婚前に性的な関係を持つことは、その後に起

こり得ることを自分で支配できると考える傲慢さ

を含んでいます。相手に対する誠実さがあれば、

結婚前の性的関係も避けなければなりません。

　美しい女性を美しいと思うこと、ハンサムな男

性をハンサムだと思うことは、神の創造を喜ぶこ

とでしょう。そのこと自体は健全で罪ではありま

せん。主イエスが言われたのは「みだらな思いで」

見ることが「姦淫」だということです（マタイ

5:28）。そのため、いわゆる「セクハラ」は、「姦

淫」に含まれることになるでしょう。

	 （大西良嗣）
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　愛する子どもたち、おはようございます。

		先生が、初めて女の子を意識して一緒に遊んだ

のは、小学校の2年生の時だったことを憶えてい

ます。その女の子の顔は、今となっては全然憶え

ていません。また、どちらが「一緒に遊ぼう！」

と誘ったのかも全く忘れましたが、今でも憶えて

いるのは、ブランコで一緒に遊んでいる情景です。

ブランコの椅子の下の地面には雨水がたくさんた

まっていました。遊んでいると、女の子が何かの

ひょうしにおしりごと水たまりの中に落っこちて

しまいました。その結果、どういう状況になった

かは想像がつくと思いますが、どうしたわけか、

それ以来、その女の子は、先生とは一緒に遊ばな

くなってしまいました。

　また、先生が、初めて女の子を好きになったの

は、小学校4年生の時でした。同じクラスの女の

子で、席替えの時は胸がドキドキ。くじ引きで席

を決めますが、その子が隣にならないかなあと

祈ったものでした。ある席替えの時なんかは、ク

ラスの担任の先生が、どういうわけか、隣にした

い人を選ぶことができるようにしてくださいまし

た。だけど、先生が好きな女の子は、クラスでと

ても人気があって、先生はそれほど積極的なタイ

プでなかったので、彼女に一緒に座ろうとは言え

ませんでした。結局、別の女の子と座ることにな

りました。今から何十年も前のことですが、どう

したわけか、そういうことは、しっかりと先生の

頭の中に残っています。

　さて、男の子、女の子が、お互いに好きになる。

これは、神様が、人間を男の人、女の人にお造り

になったのだから、当然でしょう。神様が、人間

を男の人、女の人にお造りになったことを聖書で

確認しておきましょう。今日の聖書箇所で、イエ

ス様は、ファリサイ派の人々の質問に対して、「あ

なたたちは読んだことがないのか。創造主は初め

から人を男と女とにお造りになった」（19:4）と

おっしゃいました。「読んだことがないのか」。そ

うです。今日だと、旧約聖書になりますが、『創

世記』の第1章に書いてあることなのです。「神

は御自分にかたどって人を創造された。神にかた

どって創造された。男と女に創造された」（創世

記1:27）。

　そして、神様が、実際、どのように人間を男の

人と女の人にお造りになったのかは、『創世記』

の第2章に書いてあります。まず、神様は、男の

人をお造りになりました。「主なる神は、土（ア

ダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、その鼻に

命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる者

となった」（創世記2:7）。最初は、男の人、つまり、

アダム独りでしたが、神様は、彼の所にいろんな

動物を連れておいでになりました。しかし、アダ

ムは、ふさわしい助け手、つまり、協力者を見出

すことができませんでした。そこで、神様は、ア

ダムのあばら骨の一部から女の人エバをお造りに

なりました。「主なる神はそこで、人を深い眠り

に落とされた。人が眠り込むと、あばら骨の一部

	 7月19日	 「第七戒	姦淫してはならない」	説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書19章3～6節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム	問55、56

〔単元のねらい〕

　第七戒を説教するに当たり、神様が男性と女性を造られたこと、そして、神様が永遠の御計画に基づ

いて男女の出会い、結婚へと導かれることを教えたい。そして、その尊い結婚関係の中でこそ、男女の

性の関係が許されていることを教えたい。今日の説教展開例は、思春期にある子どもたちへの展開例と

させていただいた。男女の関係も、キリストの弟子ならば、キリストにお委ねすることが必要であろう。

「神様がお造りくださった男の人、女の人」
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を抜き取り、その跡を肉でふさがれた。そして、

人から抜き取ったあばら骨で女を造り上げられ

た。主なる神が彼女を人のところへ連れて来られ

ると、人は言った。『ついに、これこそ／わたし

の骨の骨／わたしの肉の肉。これをこそ、女（イ

シャー）と呼ぼう／まさに、男（イシュ）から取

られたものだから』。こういうわけで、男は父母

を離れて女と結ばれ、二人は一体となる」（創世

記2:21-24）。

　男の子、女の子が、お互いに好きになることは、

いけないことではありません。みんなの中には、

誰々ちゃんをぼくのお嫁さんにしたい、あるいは、

誰々君を私のだんなさんにしたいと思っている人

がいるかも知れませんね。それは、とてもすばら

しい願いです。けれども、ぜひ、今日のイエス様

の教えとか『創世記』の教えから知ってもらいた

いことがあります。それは、みんなが大人になっ

て、神様がお許しくださる時に、この日本の、さ

らには世界のどこかの男の人、女の人と出会って、

その人と結婚して、結ばれるということです。も

しかしたら、その相手は、今、だんなさんやお嫁

さんにしたいなと思っている人かも知れません。

実際、世の中には幼なじみと結婚したという大人

の人たちがいます。みんなの中のほとんどの人は、

まだ全然知らない人と、これから大きくなって、

出会って、結婚するかも知れませんね。しかし、

今の段階で確かに言えることは、みんなが大きく

なって、結婚する相手は、神様だけが知っておら

れるということです。神様は、この世界が造られ

る前から、御計画の内に、みんなの結婚相手も、

ちゃんと選んでいてくださるのです。これは、と

てもすばらしいことです。

　そこで、愛する子どもたち、今、もし、お付き

合いしている男の子、女の子がいるならば、そう

いう人に神様が願っておられることをお伝えしま

す。それは、男の子ならば、好きな女の子を大切

にすること、女の子ならば、好きな男の子を大切

にすることです。

　それなら、お互いを大切にするとは、どうする

ことなのでしょうか。たとえば、お互いに好きな

らば、ふたりっきりになった場合、どうしてもが

まんできなくなってしまう時があるかも知れませ

ん。世の中では、結婚していなくても、お互い好

き同士ならば、性の関係を持って当たり前と思わ

れています。テレビ・ドラマとか携帯小説、マン

ガでは、そういう男女の関係が普通です。けれど

も、性の関係を持つことが、好きな相手を大切に

することにはならないのです。相手に嫌われると

いけないというので、性の関係を持ってしまった

人たちのことをよく聞いたりしますが、たった一

度、性の関係を持ってしまったことが原因で、体

ばかりでなく心も傷つき、自分たちだけが苦しむ

のでなく、周りの家族やいろんな人を苦しめるこ

ともあるのです。神様は、元々、結婚してこそ性

の関係を持つことをお許しくださいました。そし

て、神様に良しとされ祝福された関係の中で、二

人が一体となる喜び、さらに赤ちゃんを授かる喜

びをお与えくださいます。

　ところで、私たちの心と体は神様がお造りくだ

さって、神様は、私たちを御自身の神殿となさっ

て、聖霊なる神様が住んでいらっしゃいます。で

すから、体ばかりでなく、心も傷つけないように

大切にするのです。

　けれども、好きで好きでたまらなく、性の関係

を持ちたいという思いは、火山のマグマのような

ところがあります。爆発したら、どうしようも抑

えることができないところがあります。しかし、

やはり、イエス様のお弟子とされているならば、

イエス様に叫ぶことが必要なのではないでしょう

か。「イエス様、自分ではどうすることもできな

いこの思いに捕らわれてしまって、罪を犯すこと

がないように助けてください！」。私たちのイエ

ス様は、人の心や体を傷つけることになる、罪深

い思い～欲情や欲望も、御自分の十字架にちゃん

とはりつけにしてくださる御方でいらっしゃるこ

とを覚えましょう（ガラテヤ5:24）。イエス様と

二人三脚で、お互いの心と体を大切にしてくださ

い。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記	20章14節

姦淫してはならない。
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	 7月19日	 「第七戒	姦淫してはならない」	 幼稚科

〈ねらい〉

　結婚は神様が私たちのために備え、祝福してく

ださる関係であることを知り、相手を大切にする

ことを学ぶ。

〈お話〉

　みんなは、大きくなったらどんな人と結婚した

いですか？	みんなのお父さんやお母さんみたい

な人でしょうか？	将来、みんながどんな人と出

会って結婚することになるのか、楽しみですね。

結婚は、神様が決めたことでした。世界を創造さ

れたとき、神様は男の人と女の人を創られました。

そして、男の人と女の人がお互いに助け合いなが

ら一緒に生きていくことができるように、結婚と

いうものを決めました。結婚をするときは、男の

人も女の人も自分のお父さん・お母さんから離れ

て、二人で新しい家族となって生きていきます。

　これからみんなが大きくなっていくと、結婚し

たい！	と心から思う人に出会うでしょう。神様

がみんなのために、夫や妻になる人を用意してく

ださっているのです。みんなが助け合いながら、

一緒に生きていくための相手です。そして、その

人と結婚をして子どもが生まれると、今度はみん

ながお父さん・お母さんになるのです。

　結婚は、神様が創り、私たちのために用意して

くださったとても大切なものです。だから私たち

も、自分の結婚相手となる人を大切にしていきま

す。相手が嫌がるようなこと、悲しむようなこと

をしてはいけません。神様が私たちのために用意

してくださった人を大切にし、その人との結婚と

いう特別なつながりを大切にするのです。

　みんながこれから大きくなっていって夫・妻に

なる人に出会うまで、イエス様に助けていただき

ながら、大好きな人を大切にできる人へとなって

いきたいですね。

〈お祈り〉

　神様、結婚を創ってくださってありがとうござ

います。神様が私たちのために用意してくださっ

ている、将来の結婚相手を大切にできる人になれ

るように、助けてください。イエス様のお名前に

よってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

未来の自分への手紙

■用意するもの

　・便箋

　・封筒

■やり方

　一年後の自分宛に手紙を書く。一年後の自分がどんなこと

をしているのか、どんなことが好きなのか、周りがどう変化

しているか、などを想像しながら書く。手紙の長期保管が確

実に可能であれば、二年以上先の未来の自分宛の手紙にして

も良い。

　手紙を封筒に入れ、「一年後の○○へ」と宛名を書く。

　手紙は教師が預かり、保管する。年度が替わる際には、き

ちんと引き継いでおく。
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	 7月19日	 「第七戒	姦淫してはならない」	小学科下級

〈ねらい〉

　神様は、人を男と女に造られ、結婚によって一

つとなるように定められた。姦淫はその結婚の一

体性を壊すものである。

〈展開例〉

１．イエス様の御言葉から

　なぜ、離
り

婚
こん

してはいけないのかについて、イエ

ス様
さま

はどうおっしゃっていますか？	ふさわしい

言
こと

葉
ば

を書
か

きましょう。（マタイ19:4-6）

　「創
そう

造
ぞう

主
しゅ

は初
はじ

めから人
ひと

を　　　と　　　とにお

造
つく

りになった。それゆえ、人
ひと

は　　　　を離
はな

れて

その妻
つま

と結
むす

ばれ、二
ふた

人
り

は　　　　となる。だから

二
ふた

人
り

はもはや別
べつ

々
べつ

ではなく、　　　である。従
したが

っ

て、　　　が結
むす

び合
あ

わせてくださったものを、人
ひと

は離
はな

してはならない。」

　結婚は人が考え出したものではありません。神

様がお定めになったものです。神様は、人間を男

の人と女の人に造られました。アダムのところに

エバを連れて来てくださったのは神様です。アダ

ムは、神様が与えてくださった、自分にぴったり

の女の人（エバ）を見てとても喜びました。

　「一体となる」というのは二つのものが一つに

なることです。二枚の紙がのりで張り合わされて

ぴったりくっついてはがれなくなったような状態

です。無理にはがそうとすると破れてしまいます。

　神様によって体も心も一つとされた二人を、人

は引き離すことはできません。

２．結婚式の誓いから

　結婚式に出たことはありますか。結婚式では、

花婿と花嫁が次のような誓いをします。

「あなたは、神の教えに従い、きよい家庭をつくり、

夫（妻）としての分を果たし、常にあなたの夫（妻）

を愛し、敬い、慰め、助けて、死が二人を分かつ

まで、健やかなときも、病むときも、順境にも、

逆境にも、常に真実で愛情に満ち、あなたの妻（夫）

に対して、固く節操を守ることを誓約しますか？」

　これは、「私は一生、どんなときでもこの人を

愛します。この人以外の人とは、心も体も一体と

なるようなことはしません」という誓いです。

　結婚しているのに、他の人を好きになったり、

夫婦にしか許されていない深い交わりをすること

は許されません。それは、二人が一体であること

を壊してしまうことだからです。

３．将来に備えて

　大きくなったらどんな人と結婚したいか、考え

たことはありますか？	かっこいい人？	優しい

人？	おもしろい人？

　神様は、あなたに合った、世界中でたった一人

の人を用意していてくださいます。その人と出

会ったとき、きっとアダムさんのように「この人

は私にぴったりの人だ」と思うでしょう。神様は

一番よいときに、その人と出会うことができるよ

うにしてくださいます。

　そのときを楽しみに祈りつつ、体も心も大切に

することを神様は喜ばれます。

４．ぴったんこゲーム

〔準備〕

　厚紙を切って、いろいろな素材ものを貼る。

　（フェルト・和紙・布・サンドペーパー・コル

ク・綿・ガーゼ・プチプチ・レースなど）それ

を半分に切る。

〔遊び方〕

　目隠しをして、同じ素材のものを手の感触で探

してペアにする。
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	 7月19日	 「第七戒	姦淫してはならない」	小学科上級

〈ねらい〉

　第七戒の大切さを学ぶ

〈展開例〉

○相手は人間です

　十戒の第七番目の戒めは「あなたは姦淫しては

ならない」です。姦淫というのは皆さんには耳慣

れない言葉ですが、それは悪いことなのだという

ことをしっかり憶えておいてください。でも、浮

気とか不倫という言葉ならきっとどこかで聞いた

ことがあるでしょう。しかもそれは、どこにでも

よくある話だし、みんなやっていることだから別

にいいんじゃないのーというような軽い調子で語

られている言葉として、です。

　冗談じゃありません！	浮気も不倫も姦淫です。

それは非常に悪いことです。だれかがそのような

軽い調子の話をしていても絶対に騙されないでく

ださい。姦淫はあなたが本来愛すべき相手（夫や

妻や子どもたち）を傷つけることであり、あなた

が姦淫を犯している相手とその人の家族のみんな

を傷つけることであり、あなたと共に生きている

多くの人々を深く傷つけることです。そして何よ

りあなた自身を傷つけることであり、あなたが正

しく生きることを望んでおられる神さまを傷つけ

ることです。

　人が人を好きになることは自然なことであると

いう言い分は分かります。世界には何十億もの人

がいて、だいたい半分ずつ男の人と女の人がいる。

こんなにたくさんの人がいるのに一生のうちただ

一人の人だけを愛するなんてできっこない。好き

な人と結婚しても、長い人生の中ではその人を嫌

いになるかもしれない。もっと素敵な人に出会え

ば目移りするかもしれない、など。そういう話は

しょっちゅう耳にします。

　しかし、です。もしあなたが「わたしの心の中

にどのような思いがあるのかということまで教会

の先生からとやかく言われたり探りを入れられた

りするのは嫌だ」と思うなら、ある意味でそのと

おりですが、言わせてもらいたいこともあります。

あなたが誰かを好きになることは、あなたの勝手

かもしれません。でも、そのことによってあなた

が誰かを傷つけてもよい権利はあなたにはない、

ということです。

　あなたの目に見える異性の姿はとても魅力的な

ものであり、ひとときも離れていたくないと感じ

られるほどかもしれません。でも、それはそれで

す。話をすり替えてはいけません。相手は「人間」

なのです。そのことを絶対に忘れてはなりません。

あなたの相手は、絵でも人形でもありません。そ

の人なりの人生があります。その人のご両親や共

に生きてきた兄弟や仲間や先生たちがいます。そ

してその人も、神さまがお造りになった「人間」

なのです。あなたの気を紛らわすための、またあ

なたの一時的な思いを果たすための都合のよい道

具ではありません。

　もし誰か異性がそのような（良くない）関係を

強く求めてきたとしても、そのことが「姦淫を犯

してもかまわない」と考えてもよい理由になりま

せん。それは卑怯な考え方です。たとえ相手が自

分よりも年上であるとか社会的に高い地位にある

ような人であっても、です。誠実な態度できちん

と断ってください。

○どこまでは許されるのでしょうか（？）

　「先生の話はよく分かりました。それならば、

どこまでは許されるのでしょうか」と聞きたい人

もおられるかもしれません。手をつなぐことくら

いは構わないだろうとか、同じ部屋に二人だけで

いても何もしなければよいではないかとか、メー

ルだけならいいでしょうとか、他の人に見つから

なければ大丈夫ではないか、など。

　その質問に私は答えないでおきます。神さまが

あなたの心の中身をご存じですから。そこに下心

があるかどうかを。それが少しでもあるとしたら、

あなたのしていることは「姦淫」です。

〈お祈り〉

　神さま、わたしたちが本当に愛すべき人々を心

から愛することができるようにしてください。イ

エスさまの御名によって、アーメン。
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	 7月19日	 「第七戒	姦淫してはならない」	 中学科

〈ねらい〉

　神の、男と女に対する創造の時からの、結婚と

いう御心について理解する。

　結婚相手以外との性的な関係（姦淫）が神の禁

じられている事であり、それが結婚関係を破壊す

るものであるということについて考える。

〈展開例〉

質問１	　イエスは、神は人をどう創られたと言わ

れたか。

質問２　男が父母を離れるとはどういう意味か。

質問３　男と女が一体となるとはどういう状態を

指すか。

質問４　男と女を結び合わされるのは誰か。

質問５　結び合わされた男と女を他の人が離すこ

とはゆるされているか。すなわち、ファリ

サイ派の人々の質問にイエスは何とお答え

になったということになるか。

まとめ

　ファリサイ派の人々は、申命記24章１節を根

拠として、夫が妻を離縁することは、しかるべき

理由があれば可能なことであると考えていた。し

かし、イエスはこれに対して創世記を引いて、神

が人を男と女とに創造されたそもそもの理由を考

えてみよと迫られた。男と女とは、人間として双

方が対等に創られ、結婚する時には、精神的にも

経済的にも両親から自立して新しい家庭を二人で

築く。この二人は、両親ですら入り込むことがで

きないほど親密な愛の関係を築き、その愛の中で

性的な関係もゆるされ、子供も与えられ、育てら

れていく。このように男と女を特別な結婚という

関係に導かれるのは神ご自身であるがゆえに、他

の人間は、この二人の関係を破ることはゆるされ

ない。つまり、イエスは、離縁が可能である事を

前提としてご自身に離縁の該当事由について質問

したファリサイ派の人々に対し、その前提自体が

誤ったものであると示されたのである。結婚関係

にない男女の性的関係は姦淫であり、それは神が

禁じられる事である。神が人間に賜物として与え

られた性的な関係は、神が結び合わせ給うた結婚

関係の中でのみ祝福を受け、喜びをもたらすもの

となるのである。

〈祈り〉

　神様、私たちに結婚の関係を与えてくださって

ありがとうございます。結婚はあなたが結び合わ

せてくださる関係であり祝福されたものであるは

ずなのに、人間の罪によって汚される事が多いこ

とを懺悔いたします。どうか私たちがあなたのお

決めになった相手に出会うまで自分自身を純潔に

保つことができますようお助けください。また、

結婚関係に入ってからも誘惑から守られ、結婚相

手以外との性的な関係を持つことなく、神様から

与えられた結婚の祝福の中で生きることができる

ようお助けください。イエス様の御名によってお

祈りいたします。アーメン。
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〈背景と文脈〉

　主イエスは十字架にかかられる前、終末につい

て弟子たちを教え、それに関して多くの警告を与

えられた。それらはマタイ24～25章に収められ

ている。特に24章45節～25章30節には、主が語

られた三つの譬え話が収められていて、再臨を待

つキリスト者はどうあるべきかの指針を与えてく

れる（註、25:31-46を譬え話に分類する人々も

いるが、現代は、そうでないと考える人の方が多

いようである）。

　24章45～51節（忠実な僕と悪い僕）と25章1

～13節（十人のおとめ）の二つの譬え話は、い

つかわからない再臨に備えることの大切さを教え

ているのに対して、今日学ぶタラントンの譬え話

は、再臨を待つ者の生き方について教えている。

〈タラントンを預けられた僕たち（25:14-18）〉

　「旅行に出かける」（14）とは、主イエスが昇天

されることを指し、「主人が帰って来て」（19）は、

主の再臨を指す。主の昇天から再臨までの間、私

たちはどのように生きるべきかが、この譬え話の

主題である。

　主人は旅に出るにあたり、三人の僕を呼んで、

彼の財産を預けた。彼らの能力に従って、それぞ

れ五タラントン、二タラントン、一タラントンを

預けた。タラントンはギリシャで用いた計算用の

単位で6,000デナリオンに値する。一デナリオン

は当時の労働者の一日分の賃金に相当するので

（マタイ20:1-16参照）、一タラントンでもかなり

の額であることがわかる。

　五タラントン預かった僕は、早速出て行き、そ

れで商売をして五タラントンの利益をあげた。ま

た二タラントン預かった僕も同様にし、二タラン

トンもうけた。しかし、一タラントン預かった者

は、出て行って穴を掘り、主人から預かった金を

隠しておいた。先のふたりの僕が、すぐ出て行っ

て預かったタラントンを活用したのに対して、三

人目の僕は、それを全く活用しなかった。

〈主人の評価――称賛と叱責（25:19-30）〉

　主人が旅から帰り、清算の時が来た。五タラン

トン預かった僕は、その五タラントンと共にもう

けた五タラントンをもって来て、主人に差し出し

た。また二タラントン預かった僕も、その二タラ

ントンと共にもうけた二タラントンを差し出し

た。主人は、この二人の僕を忠実な良い僕と称賛

し、わずかなものに忠実であったから、多くのも

のを管理させよう、と言った。しかし、三人目の

僕は預かった一タラントンだけを持って来て差し

出した。彼はそれを全く活用しないで、穴の中に

隠しておいたからである。

　タラントンは何を指すだろうか。「タラントン」

という語から、才能という意味をもつ英語のタレ

ントが派生した。それで、タラントンについても、

特別な才能、賜物と解釈する人が多い。しかし執

筆者自身は、そのように狭義に解釈するより広義

に解釈する方がいい、と考えている。実際に、私

たちに属するものは何もなく、すべてのものは主

からの預かりものだからである。すなわち、命、体、

家族、社会的地位、財産、教育、才能、知識、霊

的な賜物など数え上げればきりがない。それらは

僕である私たちの持ち物ではなく、活用して主に

利益をもたらすために、私たちに一時的に預けら

れているものである。預けられているものに私た

ちは責任を負っており、いつの日か清算のときが

来る。

　称賛されたふたりの僕は、僕としての意識とそ

れから生まれる使命感によって、彼らの利益にな

らないと知りながら、忠実に主人のために働いた。

「怠け者の悪い僕」と叱責された僕は、「あなたは

蒔かない所から刈り取り、散らさない所からかき

集められる厳しい方」（24）と言っているように、

主人に対しての見方が曲っていた。僕としての意

識と使命感、また主人に対する畏敬の念が欠如し

ていた、と言える。	 （後藤公子）

	 7月26日	 「第八戒	盗んではならない」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書　25章14～30節
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	 7月26日　「第八戒	盗んではならない」	カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム	問57、58

　　子どもカテキズム

　問57　第八戒は何ですか。

　　答　「盗んではならない」、です。

　問58	 第八戒で神さまが願っておられることは、何ですか。

　　答	 私たちの持っているものすべては、神さまから与えられたものです。

	 人の体やもの、時間を盗んではならないということはもちろん、

	 	 	自分自身のお金、持ち物、時間をも大切に用いなければならない、ということです。

	 私たちは、自分自身を神さまにおささげし、

	 	 	十分の一献金をささげて、神さまに栄光をお返しします。

参考教理問答　ウ小教理73-75、ウ大教理140-142、ハイデルベルグ110-111

〈神の所有〉

　私たちが信じている神は、全世界を創造し、そ

れを保ち、治められている方です。したがって、

世界のすべてのものは、神が造られ、神が所有さ

れているものです。

　すべてを所有される主は、ある人々には多くの

ものを、ある人々にはそれほど多くはないものを

与えられました。多く与えられた者は、多くの責

任を持ち、少なく与えられた者は少ない責任を

負っています。

　このように、神が御自身の計画に従って、財産

と責任を与えられたのですから、私たちは盗む必

要がありません。少なく与えられているように見

えても、私たちにはすべての必要が与えられるの

であり、私たちは主によって養われます。私たち

が行うべきことは、神の国とその義を求めること

であり、自分自身に与えられている財産をそのた

めに適切に用いることです。

　礼拝は、私たちが神のもの（神の所有、神の民）

であることをよく表します。一定の時間を、神の

ために取り分けて、礼拝の時間としてささげます。

また、献金によって、日々の必要が神ご自身の恵

みによって与えられたことを感謝し、主の民とし

ての献身のしるしとします。

〈他人の財産に対して〉

　他人の財産もまた、神によって与えられたもの

であることを考え、誠実に取り扱うことが求めら

れています。他人の財産を「盗む」のであれば、

神が与えられた秩序に歯向かう行為となります。

同時に、神が養ってくださるという約束にも信頼

しないことになります。

　「盗む」ことには、目に見えるものばかりでなく、

不誠実な契約や取引などを含めることができます

（『ウ大教理』141参照）。この世の法律において

合法とみなされることであっても、立場の弱い者

に対する搾取となるような契約、素人が理解でき

ないうちに不利益を被るような取引、その人が持

つべき権利を奪ってしまうような行為は、「盗む」

ことに含めてしかるべきでしょう。このような視

野を得たならば、今日、私たちは、「盗み」に関

わる事柄に取り囲まれていることに気づかされま

す。キリスト者として、それらの問題を誠実に考

える必要があるでしょう。	 （大西良嗣）
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　愛する子どもたち、おはようございます。

　今朝の聖書の箇所は、イエス様がお語りになっ

たタラントンのたとえ話です。「タラントン」は、

みんなには馴染みがないと思います。日本はお金

の単位は「円」ですが、イエス様の時代のギリシ

アのお金の単位が「タラントン」でした。イエス

様は、天国のたとえ話として次のようにお語りに

なりました。「ある人が旅行に出かけるとき、僕

たちを呼んで、自分の財産を預けた。それぞれの

力に応じて、一人には五タラントン、一人には二

タラントン、もう一人には一タラントンを預けて

旅に出かけた。早速、五タラントン預かった者は

出て行き、それで商売をして、ほかに五タラント

ンをもうけた。同じように、二タラントン預かっ

た者も、ほかに二タラントンをもうけた。しかし、

一タラントン預かった者は、出て行って穴を掘り、

主人の金を隠しておいた」（マタイ25:14-18）。

この後、主人が帰って来て、僕たちと精算を始め

るのですが、主人から預かったお金を基にして商

売してもうけた人たちは、主人にほめられ、	主人

から預かったお金を地中に隠していた人は、主人

から叱られたというのが話の内容です。

　ところで、主人は、それぞれの力に応じて、一

人には五タラントン、一人には二タラントン、そ

して、一人には一タラントン預けました。このこ

とでちょっと想い巡らしたいのですが、主人は、

一人ひとりの能力、たとえば、商売力をよく知っ

ていたので、それぞれにふさわしい数のタラント

ンを預けました。ところが、たとえ話の中では、

誰一人として、タラントンの数の差に何ら不平、

不満はもらしていません。一タラントン預けられ

た僕でさえ、「え～っ、たった一タラントンかよ！」

とは言いませんでした。もし、先生が、僕の一人

だったとしたら、自分が預かったお金の数を見て、

「あいつはあんなに一杯なのに、なんで俺はこん

なに少ないの？」と、口には出さなくても、心の

中で思ってしまうかも知れません。

　最初の人間アダムとエバが善悪を知る木の実を

取って食べて以来、人間は、自己中心となりまし

たから、人と比べて、自分が不利だと、何とか、

人よりも、有利に立とうとして、手段を選ばすも

うかることだけを考えるようになりました。盗み

や強盗です。今日のインターネット社会、パソコ

ンを使って、人から大金をだまし取る手口も多く

なりました。また、高齢化社会にあって、電話で

孫と名乗って、事故を起こしたから大金が必要だ

と、お年寄りに送金させて、だまし取る手口など

など、もうけるためならば、その手段はますます

選ばれなくなって来ています。自己中心の人間と

いう視点から読むと、たとえ話に登場している僕

たちは、自分たちの分をわきまえているというこ

とでは、たとえ、一タラントン預けられた僕から

も、教えられるところがあると思います。

　それで、まず覚えたいのは、このたとえ話の主

人は神様で、僕は私たちのことだということです。

そして、私たち一人ひとりには、その力に応じて、

	 7月26日	 「第八戒	盗んではならない」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書　25章14～30節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問57、58

〔単元のねらい〕

　第八戒に子どもたちが感謝して生きるためには、神様から、子どもたち一人ひとりにふさわしい賜物

が十二分に与えられていることをまず知ることが必要である。そして、自分への賜物を用いて、その賜

物をいよいよ豊かにしながら、神様と人とに仕えることが、キリストの弟子にふさわしい生き方である

ことを教えたい。

「神様がお与えくださったもの」
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神様からタラントンが預けられているということ

です。「タラントン」は、元々はお金の単位でし

たが、これが、「天賦（生まれつき）の才能」を

意味するようになりました。「天から分け与えら

れた才能」のことです。英語では「タレント」で

す。つまり、私たち一人ひとりには、その力に応

じて、神様から、才能を初めとするいろんなもの

が分け与えられているということをまず覚えたい

のです。私たち一人ひとりにふさわしい、神様か

らの預かりものが、十二分すぎるほどあるという

ことです。神様は、それぞれにふさわしく、いろ

んなものを分け与えてくださいますから、そうす

ると、人と比べることはナンセンスです。たとえ

ば、みんなが気になるのはやはり自分の顔とか体

の格好ではないでしょうか。どうしても、人と比

べてしまいますから、あの人のようになりたいと

か、あの芸能人のように格好良くなりたいと思っ

てしまいがちです。美容整形外科が大流行で、有

名タレントを使ったコマーシャルを大々的にやっ

ているクリニックもあります。しかし、私たち一

人ひとりは、世界に二人といない貴重な存在とし

て、神様によって造られていることを覚えたいの

です。神様は、私たち一人ひとりを愛しておられ

るからこそ、私たち一人ひとりにふさわしい顔や

体をお与えくださったことを覚えたいのです。

　さて、人と比べて、自分が不利だと分かると、

何とか、人よりも、有利に立とうとして、手段を

選ばすにもうかることだけを考えてしまわないた

めに、まず、神様と自分との関係をしっかりとら

えることです。神様は、私たち一人ひとりにふさ

わしい、本当に十二分すぎるタラントンを預けて

おられるのです。そのことをしっかりとらえるこ

とができるならば、旧約聖書の『詩編』第23編は、

まさに私たち一人ひとりの信仰の歌になるでしょ

う。「主は羊飼い、わたしには何も欠けることが

ない」（詩編23:1）。このことを覚えることがで

きるならば、私たち一人ひとりにふさわしい、

十二分すぎるほどのタラントンを預けてくださっ

た神様への感謝の思いから、たとえ話の二人の僕

たち、五タラントンを預けられた僕、二タラント

ンを預けられた僕のように、その預けられている

タラントンをもっともっと開発して、神様と人に

お仕えしたいという思いがわいて来るはずです。

神様も、私たちがタラントンをもっともっと開発

して、たくさん増やして、神様の御国のために役

立てることを願っておられます。反対に預かって

いるタラントンを放ったらかしにしておくこと

は、神様が願われるところではありません。神様

は、一タラントン預かった僕に対するように、怠

惰を戒められます。

　そうすると、神様から預かっているタラントン

をよく使ってお仕事することがとても大事となり

ますね。まだ、みんなは、幼稚園に通っていたり、

小学生だから、お仕事すると言われても、ピンと

来ないかも知れません。けれども、お仕事という

のは、何も、大人になってからすることではあり

ません。お仕事は、神様から預かっているタラン

トンを使って、神様に、人に、お「仕」えする「事」

です。ですから、神様からタラントンを預かって

いる以上、誰もができることなのです。たとえば、

幼稚園の子どもたちにとっては、みんなと仲良く、

いっぱい遊ぶことがお仕事でしょう。小学生の子

どもたちにとっては、遊ぶこともお仕事かも知れ

ませんが、お勉強することも、立派なお仕事なの

です。そして、ピアノをひくのが大好きとか、絵

をかくのが大好きな人は、そのタラントンをどん

どん増やしてみてください。たとえ話の主人は、

預かったタラントンを忠実に用いて一所懸命にお

仕事した僕たちに、「忠実な良い僕だ。よくやった。

お前は少しのものに忠実であったから、多くのも

のを管理させよう。主人と一緒に喜んでくれ」

（25:21,23）と言いました。神様も、天国で同じ

ように喜んでくださいます。自分が預かっている

タラントンを思う存分使って、神様と人とに役立

てていきましょう。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記	20章15節

盗んではならない。
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	 7月26日	 「第八戒	盗んではならない」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちの持っているものはすべて神様がくだ

さったものであることを知り、自分のものも他の

人のものも大切にすることを学ぶ。

〈お話〉

　みんなの宝物は何ですか？	みんなは、自分の

宝物を大切にしていますか？

　私たちが持っているものはすべて、神様がくだ

さったものです。この世界にあるものはすべて神

様が造られたもので、すべては神様のものなので

す。

　私たちの命も体も、神様が造って私たちにくだ

さいました。私たちの周りにいる家族やお友だち

も、私たちが持っているものも、すべては神様が

くださったのです。

　みんなは、どんなことが上手ですか？	何をす

るのが好きですか？	ピアノが弾ける子、絵を描

いたり字を書いたりするのが上手な子もいます。

サッカーやかけっこなどの運動が得意な子も、お

勉強が好きな子もいるでしょう。そのように、み

んなが得意なことや好きなことをする力も、神様

がくださいました。上手になれるようにがんばる

力も、神様がくださったのです。お友だちに優し

くしたり、よくお手伝いできる子もいるでしょう。

その優しい気持ちも、お手伝いしようとする心も、

神様がくださいました。

　私たちの持っているもの、私たちの周りにある

ものは、すべて、神様が用意してくださった宝物

です。だから、私たちは自分がいただいたものを

大切にします。そして、他の人たちのものも大切

にします。他の人たちのものも、私たちと同じよ

うに、神様がくださった宝物だからです。

　神様がみんなにくださった宝物は、どんなもの

があるでしょうか？　神様が私たちにくださった

人や物を大切にして、神様がくださった力や心を

大切に使って、神様に喜んでいただけるようにな

りたいですね。

〈お祈り〉

神様、私たちにくださったすべてのものをありが

とうございます。神様がくださった人や物や力を、

大切にすることができるようにしてください。イ

エス様のお名前によってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

宝物ガーデン

■用意するもの

　・画用紙

　・クレヨン・色鉛筆など

■作り方

　画用紙に植木鉢の絵とその中に植えてある種の絵を描く。種の中に文字を

書くので、種は大きめに描いておくと良い。

　種の中に、自分が神様からいただいた宝物（賜物）を書く。自分の得意な

こと、好きなこと、大好きな人や物、性格など、いろんなものが書けると良い。

　種から芽や茎を描き、思い思いの花を描く。それぞれの作品をほめ、励ま

すように声がけをする。誰の方が上手などと、絶対に比べないこと。
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	 7月26日	 「第八戒	盗んではならない」	 小学科下級

〈ねらい〉

　盗みとは何か。盗むことがなぜいけないのかを

考える。神様から与えられたものを感謝し、分か

ち合うことへと導く。

〈展開例〉

１．盗みとは

　盗みとは、人のものを勝手に自分のものとする

ことです。銀行強盗のような大きな盗みもあれば、

誰にも知られないような小さな盗みもあります。

たとえば……

　・万引き（お客さんのふりをして、お金を払わ

ずにお店の品物を持って帰ること）

　・停めてあった他の人の自転車に乗って帰る。

　・拾ったお金を交番に届けないで使う。

　・もらったおつりが多かったけど、黙っていた。

　・お母さんのお財布から黙ってお金を持ち出

す。

　・お友だちの家のおもちゃをこっそり持って帰

る。

　こんな小さなことぐらいはいいだろうと思って

はいけません。大きな盗みも小さな盗みも、神様

は同じように嫌われます。

２．すべては神様のもの

　私たちに与えられているものは、全て神様から

与えられたものです。他の人が持っているものは、

神様がその人に与えてくださったものです。盗み

は、神様がその人にお与えになったものを横取り

することです。ですから人のものを盗むことは、

神様のものを盗むことなのです。

　命や持ち物が一人ひとりに与えられているの

は、与えられたものを用いて神様の働きをするた

めです。良いものをたくさん持つことが大事なの

ではありません。大切なのは、神様のためにそれ

をどう使うかです。

３．神様の恵みを独り占めにしない

　世界には、十分に食べることができる国の人と、

そうでない国の人がいます。豊かな国が、持って

いるものを貧しい国の人々に分けることができた

ら、お腹をすかせて死んでいく人の数はもっと

もっと少なくなります。

　

①『世界がもし100人の村だったら３　たべもの

編』（マガジンハウス）の絵本を先生が読む。（絵

本がない場合は p.53を参照）

　（絵本の場合も、難しいところを外して抜粋し

て読む。読んだだけではわかりにくいので図な

どをかいて説明する）

②読んだあと、話し合う。

〔話し合いのヒント〕

　自分だけが幸せならそれでいい、他の人の苦し

みや悲しみにはなるべく目を向けないようにしよ

う、かわいそうだけど、自分がしなくても誰かが

助けてあげるだろうなどという思いがないだろう

か。

　自分の国に与えられている恵みを独り占めにす

ることは、貧しい国の人たちのものを盗んでいる

ことにならないだろうか。

　小さなことでも、自分たちに何かできることが

ないか考えてみよう。
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『世界がもし100人の村だったら ３　たべもの編』
（マガジンハウス）より抜粋　

　（※難しい言葉は説明してあげてください）

世界には65億人の人がいますが、

もしそれを

100人の村に縮めて

〈たべもの〉のありかたを見てみると

どうなるでしょう。

（略）

村びと100人のうち

16人は、１年を110万円以上で暮らし、

いろいろなものをたくさんたべています。

そのうち

2人は日本の人で、1年を

平均360万円で暮らしています。

43人は、1年を64万円で暮らし、

きちんと食べています。

41人は、1年を8万円以下で暮らし、

ときどきしかたべられません。

そのうち12人は

戦争や、干ばつや洪水や砂漠化のために

いつもお腹をすかせています。

この12人のうち

3人は、インド

2人は、中国

3人は、ほかの地域のアジア

3人は、サハラ以南のアフリカ

1人は、ラテン・アメリカに住んでいます。

その多くは、農村の女性や子どもです。

（略）

100人のうち、太りすぎの人は、15人です。

アメリカでは、砂糖にすると、1人が1日に

ティースプーン50杯分の

糖分をとっています。

日本では、12杯です。

アメリカの大人を100人とすると

60人は太りすぎです。そのうち

14人は超肥満です。

アメリカの子どもを100人とすると

25人が太りすぎです。

アメリカでは、太りすぎが

死亡原因の第２位です。

（略）

日本のわたしたちは

世界でいちばんたくさんの

たべのこしを捨てています。

わたしたちが捨てるたべのこしは、年に

2000万トン以上です。

世界の食料援助量は、年に

1000万トンです

（略）

世界がもし100人の村だったら

この村でつくられた穀物を平等に分ければ、

すべての人が、1日2800キロカロリーの

食事をとることができます。

もし、めぐまれた25人が、肉や牛乳やバターを

たべるのを10％へらしたら、17人の栄養不足の

人に穀物をまわすことができます。

もし、アメリカと日本の人が

ビタミン剤や健康食品につかうお金を

食料不足の国ぐににまわしたら

11人が飢えずにすみます。
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	 7月26日	 「第八戒	盗んではならない」	 小学科上級

〈ねらい〉

　第八戒の大切さを学ぶ

〈展開例〉

○人にしてもらいたいことを人にもしよう

　十戒の第八番目の戒めは「あなたは盗んではな

らない」です。これも当たり前と言えばそのとお

り、全く当たり前のことです。

　それがどれほど当たり前のことかについては、

逆の立場に立ってみればすぐに分かるでしょう。

わたしたちが自分の大切なものを盗まれたときに

は、どんな気持ちになるでしょうか。たぶんとて

も腹が立つか悲しい気持ちになるでしょう。あな

たが誰かのものを盗んだときには、その人が、あ

なたが感じるのと同じかそれ以上の嫌な気持ちに

なるのです。イエスさまがわたしたちに教えてく

ださったことは「人にしてもらいたいと思うこと

は何でも、あなたがたも人にしなさい」（マタイ7・

12）ということですが、逆の言い方もできます。

人にしてもらいたくないと思うことはどんなこと

であれ、人にしてはならないのです。わたしたち

は他人のものを決して盗んではならないのです。

○見落とされがちな「時間どろぼう」

　でも、ひとことで「ぬすみ」と言いますが、そ

の意味はとても幅広いものです。いろいろな種類

の盗みがあります。その中でわたしたちがつい見

落としがちな盗みについて今日はお話ししたいと

思います。「え？	そんなことまで『盗み』　なの？」

とびっくりされるようなものです。

　それは「時間どろぼう」です（子どもカテキズ

ム問58）。それは他人の時間を奪うことです。よ

く考えてみればそれは、わたしたちが毎日のよう

にやってしまっていることです。

　たとえば、誰かと約束した待ち合わせの時刻を

忘れること、憶えていてもそれを守らないこと、

平気で遅刻してくる人は、その約束をした相手の

時間を盗んでいます。こんなふうに無意味に待っ

ている時間があれば別のことができたかもしれな

いのに、と相手をイライラさせてしまったとき、

あなたは時間どろぼうです。

　また、誰かと実際に会っているときや電話をし

ているときなどに、相手の話を聞かないで、あな

ただけが長々と一方的に話し続けること。相手の

ほうは本当は早く家に帰りたいと思っているかも

しれないし、早く電話を切りたがっているかもし

れません。でも、あなたの話がいつまで経っても

終わらず、息継ぎなしにしゃべり続けているとし

たら、これもまた時間どろぼうです。

　この点では教会の先生たちも気をつけなければ

ならないと思っています。いくら聖書のお話（説

教）だからといって、日曜日の礼拝の中で長々と

何時間も話し続けてはいけません。それも、れっ

きとした時間どろぼうです。もちろんなかにはそ

の先生のことが大好きで、その先生の話なら何時

間聞いても面白いし、飽きないという人がいるか

もしれませんが、そろそろ帰りたいなとイライラ、

ソワソワしている人もいるかもしれません。小学

校で授業（国語、算数、社会、理科など）の一時

限ごとに始まりの時刻と終わりの時刻が決まって

いるのと同じように、教会の集会（教会や日曜学

校の礼拝や分級など）にも終わりの時刻がなくて

はなりません。

　以上、「時間どろぼう」の例を挙げてきました。

皆さんにとにかく分かってもらいたいことは、わ

たしたちが盗んではならないものは、物とかお金

だけではないということです。その中には目に見

えるものだけではなく、目に見えないものもある

ということです（時計の針は目に見えますが、「時

間」は目に見えません）。あなたには悪気がなく

ても、悪いことをしているという自覚さえなくて

も、相手が嫌な気持ちになっているなら、あなた

のしていることは罪なのです。

〈お祈り〉

　神さま、わたしたちが気づかないうちにたくさ

ん犯している罪をどうかおゆるしください。イエ

スさまの御名によって、アーメン。



─ 55 ─

	 7月26日	 「第八戒	盗んではならない」	 中学科

〈ねらい〉

　私たちの所有物は全て神から委ねられているも

のであることを学ぶ。

それらを御心に従って正しく活用することを学

ぶ。

〈展開例〉

質問１　タラントンを主人から預かった僕たち

は、それぞれ何タラントンずつ儲けたか。

質問２　主人は、五タラントンと二タラントン儲

けた僕たちに何と言ったか。なぜこの僕た

ちは主人に褒められたのだろうか。

質問３　主人は、一タラントン預かった僕に何と

言ったか。なぜこの僕は主人に叱責された

のだろうか。

質問４　主人は、自分がいない間、僕たちに何を

するよう望んでいたと思うか。

質問５　タラントンとは、何を指すと思うか。

まとめ

　私たちは、神に全てのものを負うている。私た

ちの命も時間も力も能力も財も神のものである。

神は、短い地上生活の間、それを用いて神と人の

ために働くようにと私たちにそれを与えられた。

人間の目から見れば、与えられているものの多く

見える人も少なく見える人もいるが、神は、それ

ぞれの人に与えたものに応じて、それをどれほど

神と人のために活用したかを問われる。神がごら

んになるのは、どれだけ与えられたものを活用し

たかという度合いなのであって、成果の大きい小

さいは問題ではない。それゆえ、五タラントン儲

けた僕も二タラントン儲けた僕も同じ言葉で褒め

られている。一タラントンを隠していた僕の問題

点は、したがって、預かった金の額が小さかった

ということではなく、それを主人の望みにそうよ

う活用しようとはしなかったということにある。

その僕は、主人の信頼に背き、従おうとしなかっ

たのである。私たちも小さいなりといえども、そ

れぞれに神から能力や財や時間を与えられてい

る。それらを自分には力がないからとか、自分に

は暇がないからなどと言って、一タラントン預

かった僕のように神と人のために使わずにいては

ならない。盗んではならないとは、隣人の所有物

を盗んではならないということのみならず、自分

に与えられたものを神と人のために有効に活用す

るということも含まれる。それを怠るということ

は、消極的な意味で神から委ねられているものを

盗むということになるのだ。

〈祈り〉

　神様、私たちに命、時間、能力、財などを与え

てくださってありがとうございます。私たちがそ

れらを御心にかなうよう大切に使って、神と人の

ために役立てることができるようお助けくださ

い。自分たちの勝手な理屈で、一タラントン預かっ

た僕のようにそれらを役立てずに怠けることのな

いようどうぞ私たちを助けてください。イエス様

の御名によってお祈りいたします。アーメン。
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【エリコ占領】

　ヨシュア記7章にある「アカンの罪」は、6章「エ

リコ占領」の出来事に端を発している。難攻不落

の町エリコが神の指定した方法によって陥落す

る。その際、神がイスラエルに命じたことが「聖

絶」である。

　「……町とその中にあるものは、ことごとく滅

ぼし尽くして主にささげよ。……あなたたちはた

だ滅ぼし尽くすべきものを欲しがらないように気

をつけ、滅ぼし尽くすべきものの一部でもかすめ

取ってイスラエルの宿営全体を滅ぼすような不幸

を招かないようにせよ。金、銀、銅器、鉄器はす

べて主にささげる聖なるものであるから、主の宝

物倉に納めよ。」（ヨシュア記6:17-19）

【聖絶】

　ここで言われているのは「聖絶」の命令である。

聖絶の目的は、申命記20章17～18節では、こう

説明されている。「……あなたの神、主が命じら

れたように必ず滅ぼし尽くさねばならない。それ

は、彼らがその神々に行ってきた、あらゆるいと

うべき行為をあなたたちに教えてそれを行わせ、

あなたたちがあなたたちの神、主に罪を犯すこと

のないためである。」

【アカンの罪】

　アカンは、神が命じられた「滅ぼしすくべきも

のを欲しがらないように……」という命令に背き、

「滅ぼし尽くしてささげるべきものの一部を盗み

取り（ヨシュア記7:1）、……ごまかして自分の

ものにした（7:11）」のである。ここにアカンの

罪があり、主はそのことで「イスラエルの人々に

対して激しく憤られた。」（1:1）アカンの罪は、

盗みとごまかしであった。

【罪の処罰によって神の怒りはやむ】

　アカンのこの罪に対する神の怒りは、アカン一

人にではなく、その共同体全体に向けられた。敵

からの敗走を余儀なくされたのである（7:4-6）。

　そこで、イスラエル共同体は、神の導きのもと、

アカンの罪をあばき（ヨシュア7:16-23）、その

罪に対して処罰を与えた（7:25）。このことの故

に神の怒りはおさまった（7:26）。

　神の怒りは、罪の刑罰が執行されることによっ

て、なだめられる。イエス・キリストが「罪を償

う供え物＝宥めの供え物（ローマ3:25）」とされ

たのもこのためである。生ける神の「罪に対する

怒り」は、「罪を償う供え物＝宥めの供え物」によっ

てなだめられるのである。

【今日的適用　その一】

　「全イスラエルはアカンに石を激しく投げつけ、

彼のものを火に焼き、家族を石で打ち殺した。

……主の怒りはこうしてやんだ。」（ヨシュア

7:25-26）それほどまでに神は罪を忌み嫌われる。

この厳かな事実を伝えつつ、イエス・キリストが

今やすべての人の罪を償って、神の怒りをなだめ

るために十字架で罰を受けてくださった事実を想

起する。

【今日的適用　その二】

　アカンは聖絶の品をひそかに欲しがり、その一

部を盗み、ごまかした。このことによって、全イ

スラエルが神の怒りを買うほどに罪の結果は恐ろ

しい。

　しかし、アカンが共同体の前で自らの罪を言い

表し、自らの罪の刑罰を潔く身に受けたことは、

評価されるべきことである。私たちもアカン同様、

むさぼり、盗み、ごまかし偽る罪を持っている。

その事実を知らされ、神と人の前で自らの罪を言

い表すことは神の目に評価されることである。

【今日的適用　その三】

　「自分に罪がないと言うなら、自らを欺いてお

り、真理はわたしたちの内にありません。自分の

罪を公に言い表すなら、神は真実で正しい方です

から、罪を赦し、あらゆる不義からわたしたちを

清めてくださいます（一ヨハネ1:8-9）」と言わ

れているように、罪を告白する者は、必ずイエス・

キリストの十字架の贖いによって罪の赦しが与え

られることに信仰の目を向けさせたい。

	 （芦田高之）

	 8月2日	 「第九戒	偽証してはならない」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨシュア記　7章1～26節
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	 8月2日　「第九戒	偽証してはならない」	カテキズム研究

	 カテキズム	 子どもカテキズム　問59、60

　　子どもカテキズム

　問59　第九戒は何ですか。

　　答	「隣人に関して偽証してはならない」、です。

　問60	 第九戒で神さまが願っておられることは、何ですか。

　　答	 神さまは、真実な愛をもって私たちを愛してくださいました。

	 ですから、私たちも、うそをついたり、うわさ話をして、人をさばいてはいけない、

	 	 ということです。

	 私たちは隣人に誠実を尽くします。

参考教理問答　ウ小教理76-78、ウ大教理143-145、ハイデルベルグ112

〈人と人との間の真実〉

　第九戒は、直接的には、隣人をおとしめるよう

な偽りの証言、また陰口、中傷、軽率な断罪など

を禁ずるものです。「うそをついたり、うわさ話

をして人をさばいてはいけない」とある通りです。

それは、正義と公正・真実の神の御前における、

「人と人との間の真実（ウ小教理問77）」な関係

の構築の要求です。「隣人に誠実を尽くす」とい

うありかたです。聖書の言葉遣いにおいて「誠実」

とは、「ひたむきに、一途に、まっすぐに」とい

う意味領域を持ちます。あらゆる雑音に耳を貸さ

ず、隣人に対してまっすぐ向き合い、心をささげ、

最大限の想像力と配慮、関心をもって接する態度

を指しています。それは場合によっては、彼の罪

を大胆に糾弾することさえ覚悟した、どこまでも

責任ある関わりを志向する態度です。

〈神の真実な愛ゆえに〉

　そのような隣人への姿勢こそ、「隣人を自分の

ように愛しなさい」という、主イエスが示してく

ださった律法の要約の後半（子どもカテキズム問

40）の実践的展開です。このような隣人愛を私た

ちが持ちうるとすれば、神の無限の愛を源泉とす

る時だけです。その意味で、このカテキズムが「神

さまは、真実な愛をもって私たちを愛してくださ

いました」との想起に導こうとしているのは、素

晴らしいことです。神は私たちと結んだ命の契約

に、どこまでも誠実を尽くしてくださって、救い

主イエスを与えてくださいました。この神の愛に

満たされた十全な心でなければ、隣人に誠実を尽

くすことなど絶対に不可能です。

〈神のまなざしへの畏れ（恐れ）〉

　以上が問59、60の直接的解説ですが、今日の

説教テキスト（ヨシュア7章）においては、その

ような水平的な対人関係の次元のみならず、神と

の垂直な関係における真実を思い返すことが教え

られています。ここに示されるアカンの姿は、神

への信頼と畏れ（恐れ）を欠き、侮り騙そうとす

る神への不誠実そのものですが、第九戒のメッ

セージはこの次元をも含みます。第九戒を受け止

めようとする者には、「あらゆる嘘やごまかしを、

悪魔の業そのものとして、神の激しい御怒りのゆ

えに遠ざける」ことが要求されます（ハイデルベ

ルク問112）。そこでは、狭義の偽証のみならず、

すべてを見通される神の厳しいまなざしの前で、

「あらゆる嘘やごまかし」は裁きにさらされてい

るという事実に目を向けることが求められていま

す。この事実の認識の欠けたところに、人と人と

の間の真実など望むべくもありません。そこには

嘘で塗り固めた偽りの平和しか実現しない。そん

なものは、私たちの周りに吐き捨てるほどあるで

しょう。そしていつの時代にも子どもたちは、そ

ういう大人の世界にうんざりしているものです。

	 （坂井孝宏）
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　モーセをリーダーとして40年の荒れ野の旅を

歩みとおしたイスラエルの民に、神さまは約束の

とおりに、乳と蜜の流れるすばらしい土地、カナ

ンの地を与えてくださいました。新しいリーダー

のヨシュアのもとで、民はヨルダン川を渡ってカ

ナンに入りました。それまでは旅人で、住む場所

のなかったイスラエルの人々にとって、それはど

れほどすばらしい恵み、喜ばしい出来事であった

ことでしょうか。

　けれども約束の地に入ったならもうそれで安心

ということではありませんでした。イスラエルに

は大きな仕事がありました。それはこのカナンの

地を神さまからいただいた地としてふさわしくき

よめ、ととのえることです。イスラエルが入る前

から、カナンには神さまにそむいて偶像の神々を

礼拝していた民たちがありました。それでイスラ

エルはこれらの民と戦い、勝利して、カナンを聖

なる地とすることが求められたのです。この戦い

は信仰の戦いでしたから、神さまはいつもイスラ

エルとともにおられて、勝利へと導いてくださっ

たのです。

　エリコという町での勝利は、すばらしい勝利で

した。エリコを占領したイスラエルは、続いてア

イという町を攻める準備をしましたが、アイは小

さな町でしたから、かんたんに攻め落とすことが

できると思われました。それであまり多くの兵隊

を送りませんでしたが、イスラエルは戦う前から

自信満々、もう勝ったような気分でした。

　けれどもイスラエルは、この戦いに負けてし

まったのです。予想外のことにイスラエルは気落

ちし、水のように静かになってしまいました。リー

ダーのヨシュアも悲しみ嘆き、着ていたものを引

き裂き、頭に塵をかぶって、このようなことにな

るとわかっていたなら、なぜあなたはわたしたち

をカナンの地まで導いてこられたのですか、と神

さまに問いかけました。

　神さまはヨシュアにお答えになりました。あな

たがたがアイの人々に負けたのは、あなたがたの

中に罪を犯した者があるからです。その罪はあな

たがたから除き去らなければなりません。

　次の朝、ヨシュアはイスラエルの人々を集めま

した。神さまは民のひとりであるアカンの罪をお

示しになりました。実はイスラエルはカナンの地

に住んでいた民たちと戦い、勝利して彼らを追い

出すだけではなく、彼らから得た分捕り物をすべ

て神さまにささげ尽くすことをも命じられていま

した。ところがアカンは敵からの分捕り物の中に

美しい着物や銀や、金の延べ板があるのを見て欲

しくなり、自分のものにしてしまったのです。神

さまのものであるはずのものを盗んでしまったの

です。そして、そのことを誰にも言わずに黙って

	 8月2日　「第九戒	偽証してはならない」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨシュア記　7章1～26節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問59、60

〔単元のねらい〕

　今回は十戒の第九戒、「偽証してはならない」について学ぶ。この戒めは偽証を禁じるのみならず、

神の民が神と隣人の前で神の真実に生きることをも求めている。義とされてなお罪人であるわたしたち、

偽りの罪の誘惑になびきやすいわたしたちにとって、この戒めに生き抜くことはたたかいをともなわず

にはおかないであろう。しかしアカンの出来事は、わたしたちが厳然としてこの戦いを担うべきこと、

それによって神の栄光をあらわすべきことを教える。このたたかいがイエス・キリストのみ霊の、わた

したちにおける働きと導きにより頼んで担われるべきものであることは言うまでもない。

「神さまの前での真実」
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いたのです。盗んだものは土を掘って、その中に

埋めていたのです。

　ヨシュアにうながされて、アカンははじめてそ

の罪を告白しました。しかし、アカンは自分の命

をもってその罪を償わなければならなかったので

す。

　今朝は十戒の第九戒を学びます。第九戒は「偽

証してはならない」です。うそを言ってはならな

い、神さまと隣人の前に自分を偽ってはならない

ということです。神さまはまったく正しいお方で

すから、偽りをお嫌いになります。正しい神さま

はほんのわずかなうそや偽りも水が油をはじくよ

うにはじかれます。

　そして、人間の前では隠しておけるだろうと思

われることも、神さまの前では隠しておくことは

できません。神さまは人の心の奥底までもさぐり、

明るみに出されるお方だからです。アカンが偽り

の罪によって命を絶たれなければならなかったこ

とは厳しいことですが、それは神さまがどれほど

正しいお方か、どれほど偽りをお嫌いになるのか

を証明してもいるのです。

　第九戒はうそを言わないということだけではな

く、わたしたちが神さまと隣人との前で真実の言

葉を語り、真実に生きることをも求めています。

真実に生きること。そのことによってわたしたち

は本当の命を生きることができます。本当の幸い

に生きることができます。けれどもそれはイエス

さまを信じつつ、なお救いの途上にあるわたした

ちにとっては、戦いです。わたしたちは自分の中

の罪と戦い、真実をかちとらなければなりません。

　この戦いにおいてこそイエスさまを見上げ、イ

エスさまの力に信頼し、ゆだねましょう。イエス

さまはかならずわたしたちを助け、勝利に導いて

くださることを信じましょう。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記20章16節

隣人に関して偽証してはならない。
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	 8月2日	 「第九戒	偽証してはならない」	 幼稚科

〈ねらい〉

　嘘という罪を禁じ嫌われる神様が、私たちを真

実に愛してくださることを知る。

〈お話〉

　みんなの中に、嘘をついたことのない子はいま

すか？	私たちは、何か隠したいことがあるとき

や何か悪いことをしたときに、嘘をついてしまう

ことがあります。でもこれは、悪いことです。嘘

をつくことは罪なのです。

　みんなは、自分が嘘をついても誰にも分からな

いと思いますか？	誰にも気づかれないで、嘘を

つくことができるでしょうか？	きっと誰にも分

からないだろうと思って嘘をついても、何でも

知っていらっしゃる神様には、すぐに分かってし

まいます。神様は、何でもご存知だからです。誰

も、何も、神様から隠すことはできません。私た

ちが隠れてしたことも、気づかれないようについ

た嘘も、神様には何でも分かってしまうのです。

　罪が大嫌いな神様は、嘘も大嫌いです。私たち

が嘘をつくたびに、神様はとても悲しい気持ちに

なります。では、もう神様は、嘘つきの私たちの

ことを嫌いになってしまったでしょうか？	いい

え。神様は、嘘をついたことをちゃんと謝る人た

ちのことを赦してくださると、約束してください

ました。イエス様が十字架にかかって死んでくだ

さったのは、嘘や罪がいっぱいある私たちのため

でした。

　私たちの口は嘘をつくためではなく、優しい言

葉を言うためにあります。私たちの心は、誰かを

傷つけるためではなく、誰かを心配したり大事に

思ったりするために神様がくださいました。神様

は、私たちに嘘をつきません。私たちのことを愛

し、私たちのことを本当に大事に思ってくださる

からです。同じように、私たちも神様やお友だち

のことを大事に思っていかれると良いですね。

〈お祈り〉

　神様、私たちのことを本当に愛してくださって

ありがとうございます。私たちも嘘をつかないで、

神様やお友だちのことを大事にしていくことがで

きるようにしてください。イエス様のお名前に

よってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

神様の木

■用意するもの

　・緑色・黄緑色の折り紙　数枚

　・鉛筆

　・模造紙　一枚

　・のり

■作り方

　折り紙を葉っぱの形に切り抜く。

　神様について知っていることを一つずつ、葉っぱに書き出す。神様がされたことや言われたこと、

好きなことや嫌いなことなどを、短い言葉で書く（「うそがきらい」「せかいをつくった」「イエスさま

をくださった」など、「神様」と聞いて連想する事柄ならば何でも良い）。

　模造紙には、大きな木の幹と枝のみを描いておく。

　書き終えた葉っぱの紙を、模造紙に描いた枝に貼っていく。できるだけたくさんの葉っぱがついた、

大きな木になると良い。
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	 8月2日　「第九戒	偽証してはならない」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様は、真実な方で嘘を憎まれます。嘘は、神

様と人との正しい関係、人と人との真実な関係を

壊します。

〈展開例〉

１．えりちゃんの嘘

　２年生のえりちゃんは、お家でお友だちのあい

ちゃんと遊んでいるとき、テーブルの上に置いて

あった花瓶を落として割ってしまいました。あい

ちゃんが帰ったあと、えりちゃんはお母さんに「誰

がこの花瓶を割ったの？」と聞かれました。えり

ちゃんは、「あいちゃんが割ったの」と嘘をつい

てしまいました。

　どうしてえりちゃんは嘘をついたのでしょう。

叱られるのが嫌で、あいちゃんのせいにしてし

まったのです。

２．嘘をつくとどうなる？

　お母さんは、すぐにあいちゃんの家に電話をか

けて確かめました。割ったのはえりちゃんだとい

うことがわかりました。えりちゃんは、花瓶を割っ

たこと以上に、嘘をついたことを叱られてしまい

ました。

　嘘をついたときはうまくやったと思っても、嘘

はやがてばれてしまいます。たとえ人をだますこ

とができたとしても、神様はすべてを見ておられ

ます。

　嘘をついた人は、本当のことを言わない、信じ

られない人だと思われます。それだけでなく、他

の人をも傷つけるのです。あいちゃんはえりちゃ

んが嘘をついたことを聞いて、とても悲しくなり

ました。

　嘘は人を傷つけ、人と人との関係を壊します。

３．神様は嘘を嫌われる

　どのようなときに、人は嘘をつくのでしょう。

自分のした悪いことを隠したり、人をだまして得

をしようとするときに人は嘘をつきます。自分勝

手な思いから嘘をつくのです。

　神様は、嘘をつかない真実なお方です。嘘を嫌

われる清いお方です。神様が嘘を嫌われるように、

私たちも、たとえ小さな嘘であっても、嘘を憎み、

本当のことを言う勇気が与えられるように、神様

に助けを祈り求めましょう。

４．愛をもって真実を語ろう

　人のことを話すときに、本当のことを語るのは

大切なことです。でも、私たちは、本当のことを

話しながら、その人の悪口や陰口を言ってしまっ

ていることが多くあります。神様は、私たちにた

だ本当のことを語るだけではなく、その人への愛

をもって語ることを求めておられます。人を傷つ

ける言葉ではなく、愛をもって真実を語りましょ

う。

５．クイズ　うそ？	ほんと？

　次の中で、うそはどれとどれでしょう。

　①ヤギは紙が大好き。

　②シマウマは毛をそってもやっぱり、白黒に

なっている。

　③みかんを食べすぎると、手が黄色くなる。

　④イヌやネコも風邪をひく。

　⑤風邪は人にうつすと早くなおる。

　⑥さかなは目をあけたまま寝る。

　⑦くじらにはおへそがある。

　⑧赤い金魚は生まれたときは黒い。

　⑨パンダの赤ちゃんは生まれたときは白黒では

ない。

　⑩食べてすぐに寝ると牛になる。

　⑪カミナリがなっているときはおへそをかくさ

ないと取られる。

　⑫イヌも虫歯になる。

　⑬だれかがうわさをするとくしゃみが出る。

　答え	→	うそは①、②、⑤、⑩、⑪、⑬
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	 8月2日　「第九戒	偽証してはならない」	 小学科上級

〈ねらい〉

　第九戒の大切さを学ぶ

〈展開例〉

○でたらめな情報を流すことは罪

　十戒の第九番目の戒めは「隣人に関して偽証し

てはならない」です。この戒めをみなさんにとっ

て分かりやすい言葉で言い直すとしたら、「友達

についてでたらめなことを言ってはいけません」

とか「他の人についての間違った情報をわざと流

すようなことをしてはいけません」というふうに

なるでしょう。

　これは皆さんにもよく考えてほしいことです。

私にとって最近どうしても気になってしまうこと

は、パソコンや携帯電話が子どもたちにどんなふ

うに使われているかです。とても便利なものです

から、これを全く使わないという人は、そのうち

ほとんどいなくなるでしょう。

　でも、しっかり考えてほしいことは、それの使

い方です。便利なものは危険なものでもあるので

す。よく切れるナイフのようなものです。

　メールや掲示板やブログやチャットに、他のだ

れかのことを書く。しかも事実ではないことを書

く。でたらめなこと、間違ったことを書く。もし

みなさんがそういうことをするとどうなるかはよ

く知っていることでしょう。でたらめな情報を流

されてしまった人たちの中には完全に絶望してし

まう人もいます。その人が絶望してしまった原因

はあなたがそれを書いたことです。それはあなた

の責任です。そのように言われても仕方がありま

せん。

○事実ならば何を伝えてもよいわけではない

　「え？	じゃあ、でたらめなことではなくて、事

実ならば何を書いてもいいのですか」と思われる

でしょうか。たとえば、「私と同じクラスの○○

君は、学校の帰り道に、○○というお店に寄り道

してソフトクリームを食べていました。私はそれ

を見たので間違いありません。○○君のしたこと

は校則違反です」（○○は実名で）という情報を、

事実だからといって不特定多数が見ているイン

ターネットの掲示板やブログなどに書いてもいい

でしょうか。そのようなやり方はいくらなんでも

おかしいということはすぐに分かると思います。

事実であればどんなことを書いてもいいわけでは

ありません。

　思い出してほしいことは先週の分級でお話しし

た「人にしてもらいたいことを人にもしよう」で

す。また、その反対の「人にしてもらいたくない

ことは人にもしないようにしましょう」も大切で

す。もしあなたが同じことをされたら、どう思い

ますか。「☆☆さんは、学校の帰り道、犬に触ろ

うとしたら噛みつかれそうになったので、『バッ

キャロー』と怒鳴りつけていました。ぼくはそれ

を見たので間違いありません。☆☆さんは、学校

のみんなからはおとなしい人だと思われています

が、実はけっこうコワい人です」。こんなことを

あなたが知らないところにいつの間にか書かれて

いたとしたらすごく嫌ですよね。相手が嫌がると

分かっていることをわざとするのは悪いことで

す。とくに、仲の良い友達だと思っている人に対

してそんなふうなひどいことをするとしたら、そ

の人とはもう二度と仲直りできないと思うほうが

いいでしょう。

○「ことば」を大事にしましょう

　今日皆さんに覚えてもらいたいことは、人と人

をつなぐのは「ことば」ですということです。こ

とばで人は傷つくのです。でも、だれかから励ま

されて元気になったというときも、大切な要素は

「ことば」です。ですから皆さんはぜひ誰に対し

ても「よいことば」を用いてください。それこそ

が、世界のみんなを幸せにするためのいちばん良

い方法です。よろしくお願いします。

〈お祈り〉

　神さま、多くの人々といつも仲良くできますよ

うに、そのためにわたしたちが「ことば」を正し

く用いることができるようにしてください。イエ

スさまの御名によって、アーメン。
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	 8月2日	 「第九戒	偽証してはならない」	 中学科

〈ねらい〉

　偽証してはならないという戒めが、嘘をつかな

いという狭義の戒めだけではなく、隣人に対して

誠実を尽くすという広義の規範まで含むものであ

ることを学ぶ。

隣人に対する誠実は、私たちの、神に対する誠実

が土台となって生まれるものであることを理解す

る。

〈展開例〉

質問１　アイとイスラエルの戦いはどういう結果

になったか。

質問２　神は、敗北の理由は何であると告げられ

たか。

質問３　アカンと彼に属するものは、どういう刑

罰を受けたか。

質問４　なぜアカンは、そこまで厳しい刑罰を受

けなければならなかったのか。

質問５　あなたの心の中には、神に対して隠して

おきたいと思う事が何かあるか。

まとめ

　エリコとの戦いに神の奇跡によって勝利したイ

スラエルは、目の前で神の驚くべき力を見せつけ

られ、今後のカナン征服に対する自信を深めてい

た。余勢を駆って小さな町アイをも攻め取ろうと

したところ、予想に反して簡単に反撃され、戦死

者も出してしまった。落胆するイスラエルが神に

尋ねたところ、神は、聖絶すべき物を盗んだ罪の

ため、イスラエルを罰したと告げられた。くじに

より、その罪を犯した者がアカンであることが判

明する。アカンは、盗んだ物と家族、財産もろと

もに石打ちの刑に処せられ、ようやく神の怒りは

収まった。アカンの罪は、神の御心に反してささ

げなければならない物を自分のためにこっそり取

り置いたのみならず、それを黙って隠していた事

にある。嘘は、積極的に間違った情報を相手に信

じこませることのみならず、消極的には言うべき

ことをあえて伏せて相手が誤解するに任せること

も含まれる。アカンはそうした意味で、神に対し

イスラエルの共同体に対し嘘をついたことにな

る。人間同士の間の誠実には、まず、神と人との

間の誠実が先立つ。神に示された罪を告白し、悔

い改めて生きていく人は、隣人との関係において

も誠実を貫くことができるであろう。私たちの心

の中に、アカンの盗んだ品々のような、神の目か

ら隠しておきたいことがないかどうかいつも吟味

し、罪が示されたならば、いつもすぐに告白し悔

い改めるよう心がけて生きていきたい。隣人につ

いて偽証するようなことをせず、誠実を尽くす生

き方は、その延長線上に生まれるのだ。

〈祈り〉

　神様、私たちに隣人を与えてくださって、あり

がとうございます。しかし、ともすれば、私たち

は、隣人に誠実を尽くすことを怠り、無用な噂話

をしたり、時には嘘をつくことすらあることを懺

悔いたします。どうか私たちがあなたの前で真実

に生き、罪が示されたならば、すぐに告白し悔い

改め、そうした真実さ、誠実さをもって隣人にも

接することができるようどうかお助けください。

イエス様の御名によってお祈りいたします。アー

メン。
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　ローマ12章は、キリスト者として実際にどう

生きたらいいのかという実践的手ほどきをパウロ

が与えているところである。

【偽りなき愛、兄弟愛】

　まず、見せかけではない、偽りなき愛について

のすすめがなされている。そして、兄弟愛と謙遜

とのすすめである。神の家の一員として真実の同

情といたわりをもって、互いに愛し合い尊敬し合

うことが勧められている。

　「互いに相手を優れた者と思いなさい」は、キ

リスト者が基本的に求められる事柄で、フィリピ

2章3節でもパウロが勧めていることである。

　旅人をもてなすことも、キリスト者にとって重

要な事柄であった（一テモテ3:2、ヘブライ

13:2）。とりわけ旅行事情の整っていない時代に

あっては、客をもてなすことは、その客の「生き

死に」に関わる事柄であった。

　自分自身も困難な状況に陥ったら、心身の痛み

苦しみを味わうものである。だから、今、その様

な辛苦を味わっている者たちに、真実の兄弟愛を

もっていたわり助けるように、との勧めである。

　迫害する者のために呪うのではなく祝福を祈る

ように、との勧めも、現代社会に生きる私たちは

心に留めておきたい。十字架にかけられた主イエ

スは、御自身を十字架に追いやった者たちのため

にも祈られた。その主イエスに私たちは結び合わ

されているのである。そのイエスとの結合の事実

を想起することが大事である。

【できれば、せめてあなたがたは、すべての人と

平和に暮らしなさい】

　「できれば、せめてあなたがたは」は、「できれ

ば、力の限りを尽くして、あなたがたは」という

意味である。私たちは、完全聖化された人々と共

に生きるのではない。今なお罪の支配の中にある

罪の現実の中を生きるのである。平和よりもいさ

かいや分裂を求める傾向にある、罪人の世界の中

に私たちは生かされているのである。平和が妨げ

られる中を生きることを余儀なくされている。し

かし、あなたがたは、平和を乱す諸々の力がはび

こるこの地上において、力の及ぶ限り平和をつく

りながら生きなさい、との勧めである。

　クリスチャンは平和をつくるために、平和の君

であるキリストに結び合わされて、一体にされた

のである。平和をつくり、実現することができる

ように造り変えられているのである。だから、平

和をつくることに全力を尽くすようにと、パウロ

は勧めているのである。

【『復讐するのはわたしのすること』】

　平和をつくるためには、第一に、復讐心を処理

しなければならない。そして、仕返しをしたくな

る思いからの解放は、「神の怒りにまかせること

（ローマ12:19）」にある。そこでパウロは「復讐

はわたしのすること、わたしが報復する」と、旧

約聖書の神の言葉を引用する（申命記32:35）。

　我々の復讐心は留まるところを知らない。また、

復讐にはそれに対する復讐がまた引き起こされ、

その復讐に対してさらに復讐の応酬が続く。こう

して復讐の連鎖はいつまでも続く。この連鎖をど

こかで断たなければ、平和は実現されない。

　クリスチャンが復讐心を乗り越えて平和を実現

する道は、神の正しい完璧な公平な怒りにまかせ

ることである。

【燃える炭火を】

　「燃える炭火を……」については、確定的な解

釈はない。神の怒りがその者の上に積み重なって

いくというのか、あるいは、復讐心で凝り固まっ

た固く冷たい心を炭火が溶かし、怒りと復讐心を

溶かし解消していくというのか。いずれの解釈も

可能である。ともあれ、悪に対して悪で応酬する

のでなく、善をもって悪の根や復讐の連鎖を断ち

切る。平和を創り出すクリスチャンが全力を尽く

して努め続ける道はここにある。	 （芦田高之）

	 8月9日	 「平和を創り出す」	 聖書研究

	 テキスト	 ローマの信徒への手紙　12章9～21節
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　毎年、夏に、「平和」ということを考える日を

設けています。今から70年ほど前のことになり

ますが、わたしたちの国、日本は、外国と戦争を

しました。自分たちの国の領土を広げようとして、

アジアの国々に軍隊を送り、戦争をしたのです。

戦闘機を飛ばし、軍艦を送り出して、アメリカと

も戦争をしました。その戦争で、多くの人が命を

失いました。日本の人も、外国の人も、多くの人

が死にました。戦争は、本当に悲しい、悲惨なも

のです。ですから、二度と戦争をしてはいけない

ということで、日本が負けて戦争が終わったのが

夏なので、その夏の時期に、戦争の悲惨さを知り、

平和の大切さを学ぶときを設けています。

　今年も、その夏が来ました。今年は、使徒パウ

ロのローマ書の御言葉をとおして、平和というこ

とについて考えたいと思います。

　戦争って、いったい何なのでしょう。国と国と

がけんかすることです。民族と民族がけんかする

ことです。武器を持って、軍隊で、戦闘機や軍艦、

ミサイルとかでもって、けんかするのです。

　みんなは、けんかをしたことがありますか。先

生は、けんかをしたことがあります。兄弟げんか

をしたことがあるし、学校のお友だちとけんかし

たこともあります。何でけんかをしたのか。あと

から考えてみると、たいした理由でないことがほ

とんどです。テレビのチャンネルのことで兄弟げ

んかをしてしまいました。文房具の貸し借りのこ

とで、お友だちとけんかをしてしまいました。そ

のときは、「絶対にゆずれるもんか」「絶対にゆる

せるもんか」と思ったのですけれども、あとから

考えると、どうしてけんかになったのか、笑って

しまうようなことばかりでした。

　みんなも、けんかをしたときのことを思い出し

てごらん。きっと、いま思うと、そんなにたいし

た理由ではないのだと思いますよ。

　でもね、そのときは、「自分のほうが絶対正し

い！」「自分のほうが絶対先だ！」と思って、ゆ

ずることができなかったのです。「自分が、自分

が」っていう気持ちが強かったのです。何でけん

かするのかって言うと、この「自分が、自分が」っ

ていう気持ちですね。「自分が自分が病」と名付

けましょう。この「自分が自分が病」が問題なの

です。

　国と国のけんか、戦争っていうことも、この「自

分が自分が病」が問題なのです。「自分の国のほ

うが正しい！」「自分の国のほうが大切だ！」と

思って、ゆずることができないのです。考えてみ

ると、どちらも「自分の国のほうが大切だ！」と

思う気持ちは一緒なんですよね。だから、どちら

も「自分が、自分が」と言ってゆずらないならば、

確かにけんかになってしまいますよね。それを、

武器を持って、軍隊と軍隊でけんかすると、戦争

になってしまいます。そんな、つまらない「自分

が自分が病」のために、たくさんの人の命が失わ

れることになったら、そのほうがたいへんなこと

です。本当に、本当に、悲しいことです。

〔単元のねらい〕

　この単元では、「平和」について取り扱う。ローマ書は、生けるまことの神こそ「平和の源」であると語っ

ている（ローマ15:33）。「平和」とは、罪から解き放たれて新しく生きることにほかならない。平和は、

罪の赦しに基づいて、神のもとから来る。とりわけ、贖い主イエス・キリストにこそ、平和がある。主

イエス・キリストに目を注いで、平和を創り出す歩みを始めたい。

「平和はイエスさまから来る」

	 8月9日	 「平和を創り出す」	 説教展開例

	 テキスト　　　ローマの信徒への手紙　12章9～21節
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　戦争をしてはいけない。平和を大切にしたい。

それは、ですから、わたしたちの「自分が自分が

病」の問題です。わたしたちの心、自己中心で、

自分のことばかりが大切な心、罪の心が問題なの

です。いったいわたしたちはどうすれば、この罪

の心を取り除くことができるのでしょうか。はた

して、自分で、この「自分が自分が病」をなおす

ことができるのでしょうか。自分で、もう二度と

「自分が自分がと思わない」と決心して、それで、

自分を変えることができるのでしょうか。

　いいえ。そうではありません。自分で自分を変

えようとしても、うまくいかないでしょう。「自

分で自分を」と思っているところにも、「自分が

自分が病」があるのです。この「自分で自分を」

ということも、捨てなければなりません。

　パウロさんは、わたしたちがイエスさまを信じ

て、イエスさまに結び合わされることだと教えて

います。イエスさまが十字架につけられて、わた

したちの罪を滅ぼしてくださいました。イエスさ

まの十字架の死において、罪に支配された体は滅

ぼされ、罪は葬り去られたのです。そして、イエ

スさまに結ばれて、新しい命に生きることができ

ます。イエスさまの霊、聖霊を注いでいただいて、

神さまと人を愛して生きる者とされるのです。そ

こに、わたしたちの新しい歩みがあります。「自

分で自分を」ではなく、このイエスさまを見つめ

て、イエスさまに変えていただくということ、イ

エスさまを愛して、イエスさまに結び合わせられ

ることが大切なのです。

　「自分が自分が」「自分で自分を」と考えている

限り、わたしたちの目は自分を見ています。その

ことは変わりません。ところが、イエスさまを見

ていると、自分のことから目が離れていきます。

そして、イエスさまは、人を愛して、人に仕えて

くださったお方です。自分のために生きるのでは

なく、神さまと人を愛して、神さまと人に仕えて

生きてくださいました。そのイエスさまを見てい

ると、いつの間にか、わたしたちも、自分のこと

を忘れて、「自分が自分が病」がなおっていくの

です。イエスさまの御霊によって、造りかえられ

るのです。

　パウロさんは、今日の御言葉で言いました。「兄

弟愛をもって互いに愛し、尊敬をもって互いに相

手を優れた者と思いなさい。怠らず励み、霊に燃

えて、主に仕えなさい……あなたがたを迫害する

者のために祝福を祈りなさい……喜ぶ人と共に喜

び、泣く人と共に泣きなさい。互いに思いを一つ

にし、高ぶらず、身分の低い人々と交わりなさい。

自分を賢い者とうぬぼれてはなりません。だれに

対しても悪に悪を返さず、すべての人の前で善を

行うように心がけなさい」。これは、すべてイエ

スさまのことです。イエスさまが、こういうお方

だったのです。イエスさまは、人を愛して、尊敬

をもって、すべての人に接してくださいました。

だれに対しても悪を行わず、善いことを行われま

した。自分に悪いことをする人に対しても、神さ

まの祝福を祈られました。そうして、十字架につ

けられて、死んでくださったのです。わたしたち

の罪を背負ってくださったのです。

　そのイエスさまを見つめていると、わたしたち

の罪の心はきよめられますし、「自分が自分が病」

もどこかにとんで行ってしまいます。イエスさま

と同じように、悪に負けることなく、善をもって

悪に勝つことへと導かれるのです。本当に、神さ

まのみわざによって、造りかえられるのです。平

和は、こうして神さまから来ます、イエスさまか

ら来ます。イエスさまからいただく平和こそ、本

当の平和、平和を創り出す平和なのです。

　この平和をいただいて、神さまと人に仕える平

和のうちに歩みましょう。へりくだり、相手のこ

とを尊んで生きるのです。わたしたちから、この

平和を始めて参りましょう。この平和を創り出し

て生きる者のことを、神さまは「神の子」と呼ん

でくださるのです。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙12章18節

できれば、せめてあなたがたは、すべての人と平和に暮らしなさい。
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	 8月9日	 「平和を創り出す」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちが争うことを止め、平和を作り出すよう

になることを、神様が望まれていることを知る。

〈お話〉

　みんなは、「戦争」って知っていますか？	テレ

ビで見たことがあるかも知れませんね。みんなは

お友だちと喧嘩してしまうことがあると思います

が、国と国でする喧嘩のことを「戦争」と呼びま

す。

　戦争では、たくさんの大人や子どもが殺されて、

食べ物や着るものや家がなくなってしまいます。

お父さん・お母さんを殺されて、一人ぼっちに

なってしまう子どもたちもたくさんいます。

　日本でも、70年位前に大きな戦争がありまし

た。みんなのお祖父さん・お祖母さんが、小さな

子どもだった頃のことです。戦争のせいで、日本

や世界のいろんな国でたくさんの人たちが殺され

ました。家族やお友だちが死んでしまったので、

たくさんの人たちが悲しみました。食べ物や家が

なくなってしまい、たくさんの人たちが苦しみま

した。戦争はみんなを悲しく、苦しくさせるので

す。

　戦争の反対が「平和」です。「平和」は、すべ

ての人たちが仲良く、楽しくいられることです。

みんなは、戦争と平和のどちらの方が好きです

か？	神様は、どちらの方が良いと言われると思

いますか？　神様は、私たちに、平和を作りなさ

いと言われました。誰かに嫌なことをされても、

仕返ししようとはしないで赦してあげなさい、そ

して仲良くしなさい、と言われました。

　神様の言われた通りに、イエス様はすべての人

を大事にしてくださいました。イエス様は、自分

を殺そうとした人たちのためにも、お祈りしてく

ださいました。そして、罪でいっぱいの私たちの

ために死んでくださいました。

　イエス様のようにすべての人を愛することで、

本当の平和がやってきます。私たちは、自分たち

だけで平和を作ることはできません。私たちはす

ぐに誰かと喧嘩をしたり、仕返しをしたりしてし

まうからです。だから、イエス様に助けていただ

きながら、イエス様のような平和を作る人になっ

ていきましょう。

〈お祈り〉

　神様、すべての人を愛してくださってありがと

うございます。私たちが兄弟やお友だちと喧嘩を

したり仕返しをしたりしないで、みんなと仲良く

することができるようにしてください。イエス様

のように、平和を作ることができるようにしてく

ださい。イエス様のお名前によってお祈りします。

アーメン。

〈やってみよう〉

ハとハトとハートのしおり

■用意するもの

　・色画用紙　数枚　・カバーフィルム　・はさみ　・穴あけパンチ　・4～5mm 幅のリボン

■作り方

　色画用紙に葉っぱ・鳩・ハートの絵を描き、切り抜く。

　聖句やイラストなどを、自由に書く。

　型紙の両面にカバーフィルムを貼り、型紙の2～3mm 外側を切り抜く。

　葉っぱ・鳩・ハート型の紙の上部に、穴あけパンチで一つずつ穴を開ける（穴が端になり過ぎない

ように気をつける）。

　一枚ずつ、穴にリボンを通して結ぶ。



─ 68 ─

	 8月9日	 「平和を創り出す」	 小学科下級

〈ねらい〉

　人間の中にある自分勝手な思い、憎しみが戦争

を引き起こす。本当の平和は、その罪を打ち砕い

てくださった主イエスが与えてくださる。

〈展開例〉

１．戦争って？

　テレビで戦争のニュースを見たことがあります

か。戦争とは、武器を持って国と国がケンカをし

て殺し合うことです。戦争になると、どうなるの

でしょう。

　爆弾や鉄砲などで、兵士だけでなく、赤ちゃん

やお年寄りまで、多くの人が怪我をしたり、殺さ

れます。家が焼かれ、住むところもなくなります。

２．どうして戦争をするの？

　今も世界中で戦争が起こっています。戦争をし

て得なことは一つもありません。それなのに、ど

うして人は戦争をするのでしょう。

　お友だちや兄弟とケンカをしたとき、どんな気

持ちだったか思い出してみてください。ケンカの

原因は何でしたか。自分の大事なものを壊された

から？	ひどいことを言われたから？	そのとき、

心の中でどんなことを考えましたか。悪いのは相

手の方だ。そんな思いがケンカを生み出すのです。

憎しみ、怒り、恨み、むさぼり、これらはすべて

私たちの中にある罪から出てきます。自分の国の

方が正しい、偉いんだ、大事なんだ、という自分

勝手な罪が戦争を生み出すのです。

３．平和を創り出すために

　罪を持ったままの私たちには、平和を創り出す

ことはできません。やられたらやり返したくなる

のが罪ある人間の性質だからです

　この罪を打ち砕くために、イエス様は来てくだ

さいました。このイエス様に憎しみの心を取り除

いていただくことです。イエス様が、憎しみの心

を相手を許す心、相手を思いやる心に創り変えて

くださいます。そのとき初めて本当の意味で、平

和を創り出す人となることができるのです。

４．本を通して戦争を学ぶ

　子どもたちに戦争を伝えるための本

　『写真記録　日本の侵略：中国・朝鮮』

	 （ほるぷ出版）

　『ひろしまのピカ』（小峯書店）

　『アニメ版　火の雨がふる』（金の星社）

　『あの日をわたしは忘れない』（勉誠出版）

　『ぼくの見た戦争』（ポプラ社）

　『ネルソンさん、あなたは人をころしましたか』

	 （講談社）

　※戦争の悲惨さと同時に、日本の加害の事実も

教えよう。

５．さんびしよう

「平和はじめて知った」

	 （『リビングプレイズ』20番）　

♪　平和　はじめて知った

　　イエスに出会ってから

　　平和　それは湧き上がる

　　満たし　いかす　私たちの心を	♪

「平和、川のように」（『リビングプレイズ』149番）

♪　平和　川のように

　　平和　川のように

　　平和　川のように　心に　（ハレルヤ）

　　平和　川のように

　　平和　川のように

　　平和　川のように　心に　♪

（振り付けを考えてプレイズダンスに挑戦しよ

う！）

６．平和の木にメッセージを書こう

　まず、木の幹の絵を描く。（または茶色の紙を

幹の形に切って貼る）緑色の紙を葉っぱの形に切

り抜いたものを数枚用意する。その葉っぱに平和

のメッセージや絵本の感想を子供たちに書いても

らう。木の幹にその葉っぱを貼り付ける。できた

ら壁に貼りましょう。
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	 8月9日	 「平和を創り出す」	 小学科上級

〈ねらい〉

　教会で平和の大切さを覚える意味を学ぶ

〈展開例〉

　今日は「平和」とはいかに大切なことであるか

を皆さんと一緒に学びたいと思っています。とく

に今日お話ししたいことは、このようなことを、

なぜわたしたちは「教会で」勉強しなければなら

ないのかという点です。これについて私は二つの

答えを考えています。

　第一の答えは、単純明快です。教会でわたした

ちがいつも学んでいる聖書の中に「平和」につい

ての教えがたくさん記されているからです。わた

したちはこの聖書を「神さまのみことば」である

と信じています。つまり、神さま御自身がこの聖

書の中で「平和」についてお話しくださっている

のだと信じているのです。神さまがお話しになる

ことを教会のみんなが聞いて学ぶことは、当たり

前のことでもあり、しなければならないこと（義

務）でもあります。この言い方が正しいものだと

分かってくださる方々には「平和」について教会

で勉強することは当たり前のことであり、しなけ

ればならないことでもあるのだということを必ず

分かっていただけるでしょう。もしこの聖書の中

に「平和」のことなど全くどこにも書かれていな

かったとしたら、教会でそのことについて勉強す

る必要はないと言われることに反対する理由は、

見つけにくくなります。しかし安心してください。

「平和」のことなら、聖書にはたくさん書かれて

います。わたしたちは、遠慮なく大胆に「教会の

中で」平和について勉強することができるのです。

　第二の答えは、複雑怪奇です。短い時間では話

しきれないような難しい話です。それはどういう

話なのかと言いますと、今の世界のなかで「キリ

スト教が盛んな国」などと言われている国に大き

な軍隊があり、その国が他の国よりも率先して世

界中で戦争をしているということを、日本に住ん

でいる多くの人たちが知っているということです

（「キリスト教が盛んな国」と言われているのがど

の国のことであるかは日曜学校の先生から教えて

あげてください─筆者注）。

　そのことを知っている日本の大人たちの中には

「あの国は、キリスト教の盛んな国である。その

国が他の国よりも率先して世界中で戦争をしてい

る。キリスト教はあの国のやり方を応援している

のである。つまりキリスト教とは戦争の宗教なの

である」というふうなことをまことしやかに（＝

まるでそれが真実であるかのように）説明する人

たちがいるのです。

　そのことで、わたしたちは困っているのです。

「キリスト教は戦争の宗教である」というのは、

完全な誤解です。わたしたちの救い主イエス・キ

リストは、戦争をなさるどころか、武器一つさえ

もお持ちにならず、暴力を受けても暴力をもって

返されることなく、十字架のうえにはりつけにさ

れて死んだ方です。そのイエスさまを信じる宗教

がどうして「戦争の宗教」と言われなければなら

ないのでしょうか。そのような誤解は一日も早く

解かれることを願っています。

　しかし、だからこそとても困っていることは、

戦争を世界中で行っているあの国が「キリスト教

が盛んな国」と言われていることです。私はあの

国の行き方のすべてを否定したいわけではありま

せん。しかし、あの国の行き方が原因で「キリス

ト教は戦争の宗教である」と言われているとした

ら、あの国の戦争に対する考え方が根本的に変え

られていくことを願っています。

　キリスト教は「戦争に反対する宗教」です。そ

のことをわたしたちは、できるだけ多くの人たち

に分かってもらいたいのです。そしてそのこと―

―「キリスト教は戦争に反対する宗教である」と

いうこと！――を世界中の多くの人々の前で証し

するために、わたしたちは「教会の中で」平和に

ついて勉強する必要があるのです。

〈お祈り〉

　神さま、どうかわたしたちがこれからも教会で

平和について勉強することができますように、イ

エスさまの御名によって、アーメン。
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	 8月9日	 「平和を創り出す」	 中学科

〈ねらい〉

　平和を創り出すとは何をすることを指している

のか理解する。

　イエスの生涯から、平和を創り出すことについ

ての模範を学ぶ。

〈展開例〉

質問１　パウロは、何を心がけよとクリスチャン

たちに命じているか。

質問２　平和に暮らすとは、どのように暮らすこ

とを指していると思うか。

質問３　自分に対して敵対する人に対しては、神

はどうせよと命じておられるか。

質問４　善をもって悪に勝つとは、具体的にどう

することか。

質問５　平和の君と言われたイエスは、どのよう

な模範を示されたか。

まとめ

　ここでパウロは、キリストによって贖われたク

リスチャンたちは、どのように生きなければなら

ないかを様々な勧めを通して教えている。その中

に、「できれば、せめてあなたがたは、すべての

人と平和に暮らしなさい」という勧めがある。こ

の「せめて」とは、「力の限りを尽くして」とい

う意味になる部分であるが、罪との戦いの中にあ

る地上生活においては、私たちが平和を求めよう、

創り出そうとしても、それに敵対し、妨害する人

が大勢いる。その結果平和がたとえ創り出せな

かったとしても、私たちはいつも最善を尽くして

平和を求め続けるべきである。敵対する人々は、

私たちが親切な行いを彼らに対してしても、それ

に対して悪をもって返すかもしれない。そのよう

な時であっても、復讐は公平な裁き手である神に

任せて、悪に対して悪ではなく善を返し、善をもっ

て悪に打ち勝つべきである。そうした行為が、平

和を愛そうとせず私たちに敵対する人々の心を真

に変革する原動力となっていくのだ。平和の君と

唱えられたイエスは、真にこの意味で私たちに模

範を示された。イエスは、御自分に敵対し、十字

架にかけた人間というもののために、御自分の命

を進んで投げ出し、その犠牲によって救いの道を

拓いてくださった。イエスに従う私たちもこの模

範に倣って、たとえ敵対する人々がいても、全力

を尽くして平和を求め、彼らに善を行い、地に平

和をもたらす者とならせていただきたい。

〈祈り〉

　神様、平和の君であるイエス様を私たちのため

に与えてくださって、ありがとうございます。イ

エス様は、御自分の生涯を通して私たちに真の平

和の意味を教えてくださいました。イエス様を信

じ従う私たちも、イエス様に倣って、たとえ敵対

する人々が大勢いても、それに負けることなく、

悪に対して善をもって打ち勝ち、私たちの周りに

平和を創り出すことができるようにお助けくださ

い。イエス様の御名によってお祈りいたします。

アーメン。
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〈聖霊の賜物としての愛〉

　13章の「愛の章」に自分の名前を当てはめて

読んでみると、自分がここからどれほど外れてい

るか考えさせられます。しかしまた、ここは、そ

れだけが一人歩きして語られがちですが、その置

かれた文脈と語られたコリント教会の歴史的状況

を踏まえて理解する必要があります。ここから

「愛」が理想的に語られがちですが、そもそも「愛」

とは、自分一人の中で成り立つものではなく、ど

こまでも相互的なものであり、相手との具体的な

関わりの中で形成されるものです。

　「霊的な賜物」は、一人ひとりに例外なく分け

与えられ、だれか特定の優秀なエリートだけに与

えられるものではないことが12章で確認されま

すが、そこで大切なことは、一人ひとりが相互に

仕えあって「全体の益」となるように奉仕しあう

ということでした。この相互奉仕と仕え合いに

よって、一つの体が建て上げられていくことに賜

物が与えられた目的があります。パウロは、「霊

的な賜物」をそのようには考えず、自分を誇り他

者を見下す道具としていたコリントの「霊の人」

に対して、この「霊的な賜物」の本質を語ります。

それは「体の中でほかよりも弱く見える部分が、

かえって必要」であって、この「見劣りする部分

をいっそう引き立たせ」ることで、体が組み立て

られていくということであり、また、「一つの部

分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つ

の部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶ」

ようにして、「各部分が互いに配慮しあう」とい

うことでした（12章12～26節）。

　この12章の教えを受けて、互いが仕えあい配

慮しあうという「賜物」の活用とはほど遠い状態

にあるコリント教会と、特にそこで指導している

「霊の人」たちに対して、彼らが誇る各種の多様

な「賜物」とは対照的に、「もっと大きな賜物」

（12:31）が何であるかを明らかにしたのが、この

13章です。そして、愛について語られているこ

の箇所を丁寧に読んでいくと、まさしくそれが、

霊的だと自負するコリント教会に欠けているもの

だということに気づかせられるのです。

　ここではまず、異言、預言する賜物、あらゆる

神秘に通じた霊的知識、強く完全な信仰、他者へ

の犠牲的精神といった優れた賜物が列挙されます

が、これこそコリントの「霊の人」たちの誇る「霊

的な賜物」でした。しかしパウロは、それらがど

れほど人目に優れたものに映ろうと、そこに「愛

がなければ、無に等しい」と断言します（2）。そ

して優れた様々な賜物と才能を自負し、それを

誇っていた「霊の人」たちに、もっとも欠けてい

たもの、それがここで語られる「愛」なのでした。

才能に長けた彼らは、ねたみと傲慢、いらだちと

うらみに満ちていました。忍耐なく、情けが浅く、

弱い隣人を受け入れることがありませんでした。

なぜなら彼らは「自分の利益を求めて」いたから

です。ここで取り上げられる「霊的賜物」は、「愛」

によってこそ有機的に結びつけられ、生きたもの

とされます。それらは相互の「愛」によって輝く

賜物として活用されるものなのです。しかしそれ

以上に、聖霊とは神御自身の「愛」そのものであ

り、「交わりの絆」としてわたしたちを相互に結

びつけてくださる方ですが、その聖霊が分け与え

てくださる賜物とは、究極的に「愛」なのです。

　コリント教会には、人目も驚くような超自然的

現象や奇跡も行われていたようですが、そういう

ことが本当の聖霊の賜物なのではなくて、むしろ

そうやって自分を誇り、他者を見下す罪深い自分

が砕かれて、互いに深く愛しあい、尊敬して仕え

あっていけるということこそ、愛の源である聖霊

の起こしてくださる奇跡なのです。

　ここで詠われる「愛の賛歌」は、一人悦に入っ

て達成する理想的な愛の状態というものではなく

て、具体的な隣人と造りあげ、建て上げていく「愛」

の形成が主眼です。愛は、自分一人で造りあげら

れるものではなく、共に造りあげていくものなの

です。	 （三川栄二）

	 8月16日	 「第十戒	むさぼりの禁止」	 聖書研究

	 テキスト	 コリントの信徒への手紙	一　13章1～13節
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	 8月16日	 「第十戒	むさぼりの禁止」	カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問61、62

　　子どもカテキズム

　問61	 第十戒は何ですか。

　　答	「隣人の家を欲してはならない」、です。

　問62	 第十戒で神さまが願っておられることは、何ですか。

　　答	 神さまは、私たちに必要なものを与えてくださいます。

	 しかし、人は、少しでも多くのものを自分のものにしようと欲しがります。

	 むさぼりの心こそ、偶像礼拝です。それを考え、実行してはいけない、ということです。

	 むしろ、神さまは、私たちの心を人の幸せを願うように造り変えてくださいました。

	 ですから、私たちは神さまから与えられたものに満足し、感謝し、

	 	 人に与えることを喜びとするのです。

　参考教理問答　ウ小教理79-81、ウ大教理146-148、ハイデルベルグ113

〈満足しなさい〉

　第十戒「むさぼるなかれ」とは、「満足しなさい」

と言い換えることが可能でしょう。「私たち自身

の状態」を今あるがままに満足して受け入れ、ま

た「隣人」と「その所有物」に対し不必要な不満

を抱かないということです（ウ小教理問80）。そ

れは現状の不平を呑み込んで、あらゆる不平等に

抗うことなく沈黙せよということではありませ

ん。他者との比較が無意味であるということです。

隣人の地位、名声、財産、才能、容姿、また家族

状況……etc、それらと自分を比べては、無意味

な劣等感にさいなまれて苦しむことを、神はお許

しになりません。神の愛は、どこまでも平等です。

隣人が私以上に愛されていることなどありえませ

ん。「神さまは、私たちに　必要なものを与えて

くださいます」という信頼に、私たちは開かれる

べきです。

〈「むさぼりの心」という偶像崇拝〉

　この神の愛への信頼にどこまでも立ち続けるこ

とができるかどうか、それこそがここでの問題の

本質です。私たちの信仰が問われています。その

意味で、このカテキズムが「むさぼりの心」をはっ

きり偶像として意識させようとしている点は優れ

ています（エフェソ5:5）。「少しでも多くのもの

を自分のものにしよう」と願う心は自然の道理の

ように思えます。しかしそのような世の常識を信

じ従うか、すべてを備えてくださる全能の神の愛

に信頼するか。「金銭への執着（ヘブライ13:5）」

ではなく、神の愛への執着こそが必要です。

〈愛はねたまない〉

　今日の説教テキスト（一コリント13章、特に4

節）との関連では、「ねたみ」の問題を考えるこ

とも大切です。ローマ12:15には「喜ぶ人と共に

喜び、泣く人と共に泣きなさい」という有名な勧

めがあります。しかし、泣く人と共に泣くことは

できても、喜ぶ人と共に喜ぶのは至難の業です。

挙げなくても具体的状況がすぐに浮かぶでしょ

う。私たちはそんなに大きな愛を持っていません。

共に喜ぶどころか嫉妬に狂ってしまう。これを乗

り越えるには、「人の知識をはるかに超える」「キ

リストの愛の広さ・長さ・高さ・深さ」を知り、

それに満たされるしかありません（フィリピ

3:17-19）。この圧倒的な愛に、まず自分自身が打

たれてこそ「隣人の幸せを願う」愛も開かれます。

聖霊は、愛の賜物を与え、必ずその道を開いてく

ださいます。	 （坂井孝宏）
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　長かった十戒の学びも今日で最後になります。

私たちは繰り返し十戒の言葉を告白しますが、「～

ねばならない」と繰り返して告白することにうん

ざりしている人たちもいるのではないでしょう

か。金持ちの青年の譬え（マタイ19:16-30）に

おいて、青年は「そういうことはみな守ってきま

した」（マタイ19:20）と語りましたが、そのよ

うに言いたい人も多いかと思います。「これを守

ることが神さまを信じることである」と語られれ

ば、「もう教会に行きたくない」と考えてしまう

人もいるかも知れません。先生も、その通りだと

思います。意味も分からずに「～ねばならない」

と言われるのは、律法主義だからです。

　しかし、神さまがなぜこの様な戒めを私たちに

求めておられるのかを、もう一度思い出していた

だきたいと思います。問41で語られていました

ので、もう一度確認いたします。

　問41　十戒の前書きは何ですか。

　　答　「わたしは主、あなたの神、あなたをエ

ジプトの国、奴隷の家から導き出した神

である」、です。

　私たちは、神さまが語られる戒めを守るから救

われるのではありません。イスラエルの人々が無

条件に神さまの御業により、奴隷から解放させら

れ、約束の地カナンにまで導かれたように、私た

ちはもうすでに神さまによって捕らえられ、罪が

赦され、救われているのです。そして戒めは、神

さまによって救われた私たちが、神さまがお与え

くださる救いの道を歩むとき、その道から逸れな

いようにするための指針です。

　さて、十戒は二つの部分に分けられるというこ

とをすでに学んできたかと思います。後半の部分

は、隣人を愛するということでした。そして、そ

の第五戒から第九戒の戒めは、神さまによって愛

されている者として、隣人をも愛するために、人

を傷つけてはいけないことが記されてきました。

直接的に相手の人と関わるので、神さまが語られ

る言葉も納得することができるでしょう。

　しかし、第十戒は異なります。隣人のものを欲

する心・むさぼりが問題となっています。「実際

には、他人のものを盗んでいるわけでもなく、心

で思うくらい良いではないか」と思われるかも知

〔単元のねらい〕

　今回で、十戒の学びも最後となります。十戒を学ぶこと全体に言えることですが、十戒の要約（問

40）を常に覚え、十戒の目指す方向を忘れてはなりません。そのため十戒の学びを行う時には、同時に

要約も繰り返し教えていただきたいと思います。またそのことにあわせて、十戒を学ぶ時には、消極的

服従「～ねばならない」を語ってしまうことがあるかと思いますが、そうすれば倫理的な学びに留まっ

てしまいます。それよりもむしろ、神の愛によってもたらされた律法としての積極的な服従（小教理問

80、大教理問147）の面を意識させ、子どもたちに教えていただきたいと思います。これらのことを通

して、子どもたちがキリスト者として積極的に律法に従った生活が形成されるように語っていただきた

い。

「心の中で思うこと」

	 8月16日	 「第十戒	むさぼりの禁止」	 説教展開例

	 テキスト	 	 コリントの信徒への手紙	一　13章1～13節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問61、62

	 参照カテキズム	ウェストミンスター小教理問79～81、同大教理問146～148

	 	 	 ジュネーブ信仰問答問213～215
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れません。しかし私たちは、こうしたことを心の

中で思ってしまう弱さがあることを、神さまの御

前に受け入れなければなりません。神さまは私た

ちを救ってくださると同時に、私たちが地上にお

いて生活するために必要なものをすべてお与えく

ださいます。しかし他人のものを欲することを心

の中で持つことは、私たちが暮らしていく中に

あって必要なものを神さまがすべて満たしてくだ

さるわけではないとの、神さまへの不平、不満の

表れです。神さまは、私たちのこうした心の弱さ・

罪をも、充分理解した上で、私たちをなおも愛し

てくださり、私たちをお救いくださったのです。

　神さまの愛は、主イエス・キリストの御業によ

り確認することができます。主イエスは、私たち

を救うために、人としてへりくだり、お生まれく

ださいました。主イエスは、私たちを救うために、

地上の生涯、律法の下で、律法に従われました。

そして主イエスは、私たちを救うために、私たち

に代わって十字架にお架かりくださいました。

　しかし主なる神さまは、私たちが救われるため

に、私たちに律法に従うようにとの、無理な条件

は出されません。私たちが律法を全うすることな

どできないことをご存じであるにも関わらず、私

たちを神の子どもとしてくださり、私たちを救っ

てくださったのです。これが愛することであると、

神さまは私たちにお教えくださっています。

　この愛とはどのようなことであるかを、コリン

トの信徒への手紙一13章4～7節では次のように

語ります。「愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねた

まない。愛は自慢せず、高ぶらない。礼を失せず、

自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱かな

い。不義を喜ばず、真実を喜ぶ。すべてを忍び、

すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。」

　先生を含めて、私たちは皆、他人のものを欲す

ることなく、むさぼらないことなどできません。

しかし、主はそれでもなお私たちを愛し、救って

くださっています。だからこそ、私たちは完全に

神さまの戒めに聞き従うことなど不可能ですが、

神さまによって真に愛されている者として、でき

る限り私たちも神さまを愛して礼拝すると同時

に、神さまが求めておられるように、周囲の人た

ちに愛をもって接していくことができるように、

求められているのです。	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 出エジプト記	20章17節前半

隣人の家を欲してはならない。
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	 8月16日	 「第十戒	むさぼりの禁止」	 幼稚科

〈ねらい〉

　他の人のものを欲しがることを止め、神様が自

分に必要なものをすべて与えてくださっているこ

とに感謝する。

〈お話〉

　みんなは、どんなおもちゃを持っていますか？	

お父さん・お母さんに大好きなおもちゃを買って

もらったときのことを覚えていますか？	自分が

欲しかったおもちゃを買ってもらったとき、きっ

とみんなはとっても嬉しかったと思います。でも、

今はどうでしょう？	今でも、そのおもちゃを大

切にしていますか？	それとも、今度はもっと新

しいものが欲しい、もっと大きいものが欲しい、

もっとたくさん欲しい、もっともっと……と欲し

がってばかりいないでしょうか？

　神様は、私たちが必要なものをすべてくださる

と約束してくださいました。「すべて」です！	素

晴らしいですね。もうすでに神様が私たち一人ひ

とりにたくさんくださっているので、私たちは

もっともっと……と欲しがる必要がないのです。

それなのに、私たちは他の人のものが欲しくなっ

てしまいます。自分よりも他の人の方がたくさん

持っているように思ったり、他の人の方が良いも

のを持っているように思ったりして、他の人のこ

とがうらやましくなってしまうのです。それは、

私たちの心の中に罪があるからです。

　そんな私たちを罪から救うために、神様はイエ

ス様をくださいました。イエス様が私たちのため

に、私たちの代わりに死んでくださったのです。

　神様は、私たちが必要なものをいつも用意して

くださっています。だから私たちは何も心配した

り、欲しがったりする必要がありません。他の人

たちと比べたり、うらやましく思ったりしなくて

良いのです。私たちが必要なものすべてをくだ

さっている神様に感謝しながら、神様がくださっ

たものを大切にしていきたいですね。

〈お祈り〉

　神様、いつもたくさんのものをくださってあり

がとうございます。私たちは、すぐに他の人のも

のをほしがったり、他の人をうらやましく思った

りしてしまいます。でも、もう神様が私たちに必

要なものをすべてくださってるから、感謝します。

イエス様のお名前によってお祈りします。アーメ

ン。

〈やってみよう〉

自分パズル

■用意するもの

　・厚紙

　・クレヨン・色鉛筆など

　・はさみ

■作り方

　厚紙に人の形を描き、切り抜く。顔や洋服を描いても良い。

　切り抜いた人の形をさらに8～10ピースに切り分ける。

　直線・曲線を織り交ぜて、色んな形のピースにする。

　一つひとつのピースの裏面に、神様がくださったものを書

　き出す。

　自分の家族やお友だちの名前、持ち物、賜物など、色んな

　ものが書けると良い。

　バラバラにして、パズルとして遊ぶ。
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	 8月16日	 「第十戒	むさぼりの禁止」	 小学科下級

〈ねらい〉

　むさぼりは、いろいろな罪を生み出す。神様が

与えてくださったもので満足することができる人

は幸いです。

〈展開例〉

１．むさぼるとは？

　むさぼるとは、自分の必要でないものをほしが

ることです。他の人が持っているものをうらやま

しく思うことです。

　お友だちの持っている新しいおもちゃや文房具

を見て、いいなあ、自分も欲しいなあと思ったこ

とはありませんか。今、使っているものが十分使

えるのに、人が持っているものと比べると、それ

が欲しくてたまらなくなることがあります。それ

を手に入れることができたら、もっと幸せになれ

るのに、と思ってしまうのです。これをむさぼり

といいます。

２．なぜ、むさぼることはいけないの？

　自分には今必要でないのに、人の持っているも

のや、もっといいものが欲しくなるのは、欲張り

な心があるからです。それを手に入れれば、本当

に幸せになれるのでしょうか。しばらくするとま

た、もっともっといいものが欲しくなります。

　むさぼる人は、絵に描いたごちそうを食べたが

る人のようです。食べても、決してお腹がいっぱ

いになったり、満足することはありません。

　むさぼりは、大きな罪を生み出す種のようなも

のです。自分中心の欲張る思いが、盗みや嘘や殺

人などの大きな罪を生み出します。

　物だけではありません。周りの人と比べて、自

分の顔やかっこうが嫌になったり、不幸でみじめ

だと思うことも同じです。

　神様は、私たちが本当に必要なものを与えてく

ださるお方です。それなのに、必要でないものを

欲しがり、他の人をうらやましく思うことは、神

様に文句をいうことです。

３．今、持っているもので満足しなさい

　ヘブライ人への手紙13章5節には「金銭に執着

しない生活をし、今持っているもので満足しなさ

い。神御自身、『わたしは、決してあなたから離

れず、決してあなたを置き去りにはしない。』と

言われました。」と書かれています。

　生まれたばかりの赤ちゃんは何も持ってはいま

せん。でも、お母さんの腕の中で安心して眠って

います。自分に何が必要なのかを知っているお母

さんが、側にいてくれるからです。たとえ自分が

持っていなくても、赤ちゃんの必要を満たし、愛

をもって見守ってくれるお母さんがいつも側にい

てくれることで十分なのです。

　私たちもすべてを持っておられる神様がいつも

共にいてくださることで満足すべきです。そうす

ればたとえ少ししか持っていなくても、持ってい

るものを感謝し、それを喜んで神様のために用い

ることができるようになります。

４．「よくばりな犬」（イソップ童話）の絵本を作

ろう　（p.77参照）
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「よくばりないぬ」の絵本の作り方

厚紙を左の図のような形に切り、

を内側に折る

絵と文をかいておく

(ここまでやっておく)
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	 8月16日	 「第十戒	むさぼりの禁止」	 小学科上級

〈ねらい〉

　第十戒の大切さを学ぶ

〈展開例〉

○おそらくこれが「いちばん難しい戒め」です

　十戒の最後、第十戒は「隣人の家を欲してはな

らない」です。「欲してはならない」の部分は「貪っ

てはならない」と言い換えることもできます。た

だし「欲する」（これは昔の言葉づかいです）と

か「貪る」とか言われても意味不明だなあと感じ

る人には、「欲しがる」とか「羨ましいと思う」

と言い直せば分かっていただけるでしょう。「隣

人の家」はあなたの家の隣に住んでいる人の家だ

けのことではありません。もっと広い意味です。

世界のすべての人を指しています。「家」は、わ

たしたち人間の持ち物の代表として挙げられてい

ます。その中には、物やお金だけではなく、その

人の知恵や力、才能や外見などのすべてが含まれ

ています。

　今言ったことをまとめていえば、「隣人の家を

欲してはならない」とは、自分以外のすべての人

が持っている物を見て「ああ、うらやましいなあ」

と思うだけで、いえ、そのようにほんのちょっと

感じるだけでもそれはあなたの罪ですという意味

なのですということです。

　「えーーーーーーーっ!?」とびっくりしたでしょ

うか。これはたいへんなことになったと。私もこ

の話をしながら胸がどきどきしています。だって、

こんなことを言われてしまえば、私が「罪人」で

あることは確定しますし、私以外のすべての人も

「罪人」であるということが当てはまってしまう

でしょう。

　わたしは今朝起きてから今までの間にも、人の

ものを見て「ああ、うらやましいなあ」と感じて

しまいました。自分よりスマートでスリムな人、

買いたくても買えないほど高い自動車や洋服やか

ばんや靴を持っている人、自分よりきれいな声で

賛美歌をうたえる人、自分よりも優しい顔で笑え

る人。「うらやましいなあ」という言葉は使いた

くないので（悔しいので）ぐっと我慢しても、「……

いいなあ」くらいは感じてしまいます。そういう

ことを言葉にしたくないので（恥ずかしいので）

黙っていても、心の中ではどうしても感じてしま

います。

　そのこと──他の人のものを見て「いいなあ。

うらやましいなあ」と感じること──だけでも罪

なのです。それが第十戒の意味なのです。

　皆さんはどうでしょうか。休みの日に友だちと

遊びに行くことになり、ある場所で待ち合わせを

していました。わたしはちょっと早く着いたので

待っていたら、友だちが来ました。その友だちの

手には、最新型の携帯電話と腕時計。それはつい

最近お母さんに「買ってください。お願いします」

と頼み込んだのに「ダメよ」と言われて、買って

もらえなかったものでした。それを、友だちは持っ

ていました。そのようなときに、「ああ、うらや

ましい」と感じない人がいるでしょうか。たぶん

少ない、いえ、ほとんどいないのではないかと思

います。

　ですからこの戒め（第十戒）は、わたしたちに

とっては十戒のなかでいちばん難しい戒めである

と言ってよいものです。そのように昔から言われ

てきました。「いちばん難しい」の意味は、これ

を誰も守ることができないということです。

　しかし、それでは神さまは、こんなに難しい、

誰も守ることができない戒めを、どうして人間に

与えられたのでしょうか。神さまは、難しすぎる

戒めをわたしたち人間に押し付けて「ほら、やっ

ぱり守れなかったよ」とお笑いになるような意地

悪な方なのでしょうか。もちろん決してそういう

方ではありません。

　この戒めのなかで神さまが願っておられること

は、わたしたち人間が「自分は罪人である」と認

めることです。わたしたちは、罪人だからこそ、

神さまの助けが必要な人間なのです。

〈お祈り〉

　神さま、わたしたちが毎日、知らず知らずのう

ちに犯している罪をどうかお許しください。イエ

スさまの御名によって、アーメン。
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	 8月16日	 「第十戒	むさぼりの禁止」	 中学科

〈ねらい〉

　むさぼりが罪の根になっていることを理解す

る。

　むさぼりとは正反対の愛の特性について理解す

る。

〈展開例〉

質問１　子どもカテキズム問６２の答えで、むさ

ぼりの心は何であると言われているか。

質問２　私たちが何かをむさぼる時、私たちと神

との関係はどうなるだろうか。

質問３　なぜむさぼりは偶像礼拝とされるのだろ

うか。なぜそれをしてはならないのだろう

か。

質問４　神は、私たちの心をどう変えてくださっ

たとあるか。

質問５　神は愛であると聖書には書いてあるが、

第一コリント13章によると、愛の特性は

どのようなものであると書いてあるか。

まとめ

　第十戒は、むさぼりの禁止であるが、こうした

行動ではなく心の問題が十戒の最後に置かれてい

ることは大変興味深い。第六戒の殺人、続く姦淫・

盗み・偽証は、全て人間の心の中にある自己中心

な欲望をその根として持っている。神から与えら

れた物、与えられた立場を満足して受け入れるこ

とができない人は、他の人の持ち物、立場などを

自分の本来所有すべきものとして欲することにな

る。正当な手段でそれを得ることができなければ、

不法な手段で得るということになり、その手段が

殺人・姦淫・盗み・偽証などになるわけである。

私たちに必要なものを与えてくださる神を信頼し

ようとせず、与えてくださるものに満足しようと

しない状態では、神は神として扱われてはおらず、

私たちの心の中では、私たち自身の欲望が神の座

を占めることになる。これこそが偶像礼拝である。

神ならぬものを神としている状態では、私たちは

神に従って人生を歩むことなどできようはずがな

い。だから、私たちは、偶像礼拝であるむさぼり

を捨てなければならないのである。私たちには自

分の心を変えることはできないが、神は私たちの

心をきよめ、自分自身の欲望を偶像とし自分の幸

せのみを願う心から他人の幸せを願う心へと変え

てくださる。そうしたきよい心を一言で言い表す

なら、それは愛であると言えるが、この神の愛が

姿を取って私たちの前に示されたのが、イエス・

キリストである。

〈祈り〉

　神様、私たちにいつも必要なものを与えてくだ

さってありがとうございます。私たちは貪欲で、

与えてくださったものに満足せず、すぐ他人のも

のを欲しがり、それが手に入らないと不法な手段

を使ってでも手に入れようとする汚れた者である

ことを懺悔いたします。私たちのこの汚れた心を

きよめてくださり、いつもあなたに信頼し、あな

たの与えてくださったものに満足し、それを感謝

して受ける者にならせてください。イエス様の御

名によってお祈りいたします。アーメン。
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〈御言葉を受け入れることへの励まし〉

　『テサロニケの信徒への手紙』は、パウロが第

2次伝道旅行の途中、コリントで天幕造りをしな

がら伝道していた時（使徒18:1以下）に書き送っ

たもので、新約聖書の中に現存するパウロの手紙

の中では、最初に書かれた手紙とされています。

コリントに来る前、パウロは「フィリピで苦しめ

られ、辱められ」（使徒16:16以下）、コリントで

も「激しい苦闘」（2:2、使徒18:5以下）に出会

いました。ユダヤ人と彼らにそそのかされた暴徒

によって襲われ、法廷に引立てられたこともあり

ました。しかしそのような中でも、主はパウロと

共にいて、「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。

わたしがあなたと共にいる」と励まされるのでし

た（使徒18:9,10）。パウロは危害にあい襲撃も

受けましたが、そのただ中で守られ、害を受ける

ことはなかったのです。主はパウロに対して真実

な方でした。その主に対する信頼の中で、この手

紙は執筆されています。

　この手紙が執筆された理由は、次第にユダヤ人

や周辺の人々からの迫害が厳しくなっていたこと

にありました。フィリピで鞭打たれ、投獄、釈放

された後に赴いたテサロニケで、パウロは三回の

安息日にわたって伝道をしましたが、多くの異邦

人が福音を聞く姿をねたんだユダヤ人たちが暴動

を起こし、そのためにパウロは夜のうちにテサロ

ニケを去らなければなりませんでした（使徒

17:1-10）。しかもパウロが次に行ったベレアにま

でテサロニケのユダヤ人がついてきてパウロの伝

道を妨害したほどですから（同13）、テサロニケ

に残って福音に生きようとした、生まれたばかり

のキリスト者にとっては非常に厳しい環境だった

ということができます。

　そのように次第にユダヤ人や周辺の人々からの

迫害が厳しくなる中で、主の再臨は近い、世の終

わりは間近かだとする信仰の中にテサロニケの

人々は生きていましたが、この終末への待望がい

ささか行き過ぎ、誤った待望の仕方をして無為に

日々を過ごす人々がでてきたので、パウロは正し

い主の待望の仕方を語ろうとしました。また主の

再臨の前に世を去り、死んでしまった信仰者は一

体どうなってしまうのか不安に駆られる人々もい

ました。パウロはそういった不安に答えるために、

この手紙を書き送ったのです。

　その問題に触れる前に、まずパウロは彼らを励

まし、感謝します。パウロにとって彼らは、祈る

度に感謝の心を起こさせ、喜びの中で想起させる

人々、他の信仰者の「模範」（7）だったのでした。

ここでもパウロは、「信仰と希望と愛」を語ります。

「あなたがたが信仰によって働き、愛のために労

苦し、主イエス・キリストに対する希望をもって

忍耐していることを、心に留めている」と（3）。

そのように彼らを激励することで、彼ら自身がど

こに立つべきかを示し、困難の中にあっても「希

望をもって忍耐している」ことを勧めるのでした。

　またかつてテサロニケで福音宣教をしたとき、

「ただ言葉だけによらず、力と、聖霊と、強い確

信とによった」ことをも明らかにします（5）。テ

サロニケの後に行ったアテネで、パウロはこの世

の知恵を尽くした言葉によって福音を語り、失敗

してしまいます。そこで深く傷つき、失望落胆の

うちにコリントにたどり着くのですが、そこでパ

ウロは「わたしの言葉も宣教も、知恵にあふれた

言葉によらず、霊と力の証明による」ことを決心

したのでした（一コリント2:4）。そのコリント

でこの手紙を書きながら、パウロは福音がまさし

く人間の知恵によらず、愚かと見える「十字架の

言葉」であることを深く理解したのでした。それ

は、人間の業や熱心に基づくものではなく、聖霊

の御業にほかなりません。テサロニケの人々も「ひ

どい苦しみの中で、聖霊による喜びをもって御言

葉を受け入れた」のであり、そこに彼らが立つよ

うにと勧めるのでした（6）。そのことこそ、苦難

に耐えていく秘訣だからでした。	 （三川栄二）

	 8月23日	 「神のおきてを喜ぶ生活」	 聖書研究

	 テキスト	 テサロニケの信徒への手紙	一　1章2～10節
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	 8月23日	 「神のおきてを喜ぶ生活」	カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問63

　　子どもカテキズム

　　問63	 あなたは、この十戒を喜んで生きるのですか。

　　　答	 はい。聖霊なる神さまの助けの中で、御言葉を喜んで守り、生きます。

　参考教理問答　ウ小教理35,87,89,90、ハイデルベルグ86-91

〈聖霊なる神さまの助けの中で〉

　聖霊の助けがなければ、私たちの救いはありま

せん。メジャーリーグの松坂投手がどれだけ剛速

球を投げても、それを受けることのできる同等の

キャッチャーがいなければ、野球にはなりません。

イエス・キリストの成し遂げてくださったあがな

いの御業は圧倒的恵みですが、それを受け取らせ

てくださる方がいなければ、私たちは恵みを無駄

にしてしまうのです。それが罪人の救いについて

の無能力です。「十戒を喜んで生きる」、これもま

た全く自明ではありません。聖霊の助けがなけれ

ば、まったく不可能です。聖霊が目を開いてくだ

さらない限り、「十戒」なんて古代オリエンタル

世界の一禁令に過ぎません。神の恵みのメッセー

ジとしては聞けません。

〈御言葉を喜んで守り、生きる〉

　この場合の「御言葉」とは直接的には十戒を指

しますが、そこに凝縮されているところの、神の

「教え（トーラー）」と道の全体を含んでいると言っ

ていいでしょう。それは旧新約聖書の全体から読

み取れるものであると同時に、主日礼拝における

説教を通して語りかけられる、神の愛の言葉です。

聖霊は、無秩序にではなく、「御言葉」を通して

お働きになるというのが改革派教会の伝統的理解

です。聖書を読み、説教に真摯に耳を傾ける私た

ちの心に働きかけ、「御言葉」の慰めと励まし、

時には奇跡としか思えないような喜びを与えてく

ださいます。そして私たちが、いっそう「御言葉」

を慕い、信頼し、服従し、「喜んで守り、生きる」

ことができるように絶対確実に導いてくださいま

す。それが聖霊の力強いお働きです。

〈主イエスに似る者となる〉

　そのような「御言葉」体験の繰り返しによって、

私たちは主イエスに似る者とされていきます（一

テサロニケ1:6）。私たちは堕落して、歪んだ神

のかたちしか持たない罪人ですが、人間本来の神

のかたち、いやさらに言えば、人間が本来そこに

たどり着くことを神から期待されていたところの

至高の命を体現された、主イエス・キリストに似

せられていくのです。完全聖化は地上の歩みにお

いては実現しませんが、その救いの完成に向かっ

て、そのような「キリストに似る＝聖化」の道を

歩ませていただくことは幸いです。聖霊は「十戒」

を通して、私たちをそのように整え導いてくださ

います。キリストに似せられること、クリスチャ

ンの人生において、これ以上に素晴らしいことは

ありません !!	 （坂井孝宏）
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　今朝の聖書の箇所で、パウロはテサロニケ教会

の人々に向けて、わたしはあなたがたのことでと

ても喜んでいます、そして神さまに感謝していま

す、そう語りかけています。テサロニケの人々の

ことで、パウロは大きな喜びに満たされていまし

た。なぜなら彼らがみ言葉を信じ、受け入れたか

らです。

　わたしたち人間は、なぜ神さまを知り、神さま

と出会い、神さまと交わることができるのでしょ

うか。それは神さまのほうからわたしたちにご自

分のことを知らせてくださるからです。また、わ

たしたちに近づいてくださるからです。

　そのおりに、神さまはみ言葉によってわたした

ちに自己紹介をされます。み言葉によってわたし

たちにご自分がどのようなお方であり、イエスさ

まをとおしてどのようにすばらしい救いのみわざ

をなしてくださったのかを教え示してくださいま

す。そしてみ言葉を信じ、受け入れるとき、わた

したちは救われるのです。

　テサロニケの人々もそのようにしてみ言葉を受

け入れ、救われました。彼らはかつては偶像、い

つわりの神々を拝んでいました。けれどもみ言葉

をとおしてただおひとりの生けるまことの神さま

を知り、信じるにいたったのです。

　そればかりか、そのときテサロニケの人々はひ

どい苦しみの中にあったにもかかわらず、み言葉

を受け入れたのです。この世には苦しみや悩みか

ら逃れるために何かの神々に頼る人々が数多くあ

ります。そのような人々は信じたのに苦しみや悩

みが取り去られないとわかると、そうした神々を

かんたんに捨ててしまいます。けれどもテサロニ

ケの人々は、神さまの救いの真理を知っていまし

た。それは神さまの恵みのすばらしさは苦しみや

悩みの中でこそ証しされるということです。イエ

スさまの命の力は、人間の弱さの中でこそじゅう

ぶんにあらわされるということです。このことを

知ることは、すばらしいことです。そして苦しみ

の中でもイエスさまをしっかりと仰いで、忍耐と

希望に生き抜いていたテサロニケの人々のこと

は、まわりの教会にも伝えられて、多くの人々を

慰め、励ましたのです。

　そのようにテサロニケの人々がイエスさまの証

人として歩んでいたことが、パウロの喜びでした。

けれども、これはテサロニケの人々自身の力でそ

うしていたというのではありません。神さまの恵

みの力によることだったのです。

　神さまはわたしたち人間にみ言葉をくださいま

すが、わたしたちがみ言葉を信じ、受け入れるこ

とができるのは、み霊の助けと導きによることで

す。み霊がみ言葉を教えてくださるのです。み霊

がわたしたちの心を開き、み言葉を受け入れるこ

とができるようにしてくださるのです。

　テサロニケの人々も、このみ霊の大きな、恵み

〔単元のねらい〕

　これまで十戒を学んできた。子どもカテキズム問63は、わたしたちが今や十戒を喜んで生きる者と

されていること、そしてそれが聖霊の助けによるのだということをあきらかにしている。義とされるこ

とが恵みによるように、聖とされること、すなわち（み言葉に従う）感謝の応答のいとなみも恵みによ

る。救いの恵みを喜び、キリストにある自由を生きることによって、信じる者たちは律法をまっとうす

る。そのことをもう一度確かめたい。

「み言葉を喜ぶ」

	 8月23日	 「神のおきてを喜ぶ生活」	 説教展開例

	 テキスト	 	 テサロニケの信徒への手紙	一　1章2～10節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問63
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の力をいただいたのです。そしてどのようなとき

にも、み霊によって守られ、支えられたのです。

それゆえ、パウロはテサロニケの人々のことを喜

んでいるだけではありません。彼らにみ言葉を信

じる信仰を与え、大いなる恵みのもとにとどまら

せてくださる神さまのみ名をほめたたえ、神さま

に感謝しているのです。

　もうひとつ、テサロニケの人々はみ言葉を受け

入れただけではなく、み言葉に従っていました。

それはイエスさまにある自由をいただいていたか

らです。

　自由とは、何でも勝手気ままにできるというこ

とではありません。イエスさまに従うことができ

る人こそ、ほんとうに自由な人です。イエスさま

のみ言葉を信じた人は、必ずイエスさまのみ言葉

に従います。イエスさまご自身にならう人になり

ます。

　これまで十戒を学んできました。十戒は神さま

のみ言葉です。イエスさまの十字架の贖いによっ

て罪ゆるされ、救われる以前は、わたしたちは十

戒を守り行うことができませんでした。罪人は神

さまのみ言葉にならうことはできないからです。

わたしたちがまだ罪人であったとき、わたしたち

は不自由でした。

　しかし今、救われたわたしたちは罪の支配から

ときはなたれ、イエスさまのみ霊に生きる新しい

人に生まれ変わりました。み霊がわたしたちを住

まいとしてくださり、わたしたちのうちに生きて

働いてくださっています。そのようなわたしたち

にとって、神さまのみ言葉に従うことは喜びです。

イエスさまにならう生活をすることは喜びです。

わたしたちはみ言葉を喜び、み言葉に従って生き

ることができるのです。なぜならわたしたちはみ

霊の恵みの支配の中にあるからです。

	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 詩編	119編105節

あなたの御言葉は、わたしの道の光

わたしの歩みを照らす灯。
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	 8月23日	 「神のおきてを喜ぶ生活」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちが御言葉を理解し、十戒を守って生きる

ためには、聖霊の助けが必要なことを知る。

〈お話〉

　みんなは聖書を持っていますか？	聖書には、

神様のことがたくさん書いてあります。聖書を読

むと、神様のことがもっともっとよく分かるよう

になります。そのために、神様が私たちに聖書を

くださいました。

　先週まで、「十戒」についてのお話を聞いてき

ました。十戒は、神様が私たちにくださった10

個のご命令でした。私たちのことを愛する神様が、

私たちを守るために教えてくださったことでし

た。

　でも私たちは、自分たちだけでは、聖書を読ん

で神様のことを理解したり、神様のご命令を守っ

たりすることができません。私たちの中にある罪

が邪魔をするからです。

　罪をいっぱい持っている私たちは、せっかく神

様がくださった恵みを受け取ることができませ

ん。せっかくおいしいおやつが目の前にあるのに、

私たちは罪で目が見えなくなっているので、おや

つに気づかず、食べることができないのです。神

様が私たちのために用意してくださった、本当に

おいしいものを食べることができないのです。

　そんな私たちが聖書に書いてあることを理解し

て、信じて、従っていくためには、聖霊に助けて

いただくことが必要です。聖霊が私たちを助けて

くださるので、私たちは聖書の言葉が分かります。

聖霊が助けてくださるので、私たちは神様を信じ

ることができます。聖霊が助けてくださるので、

私たちは神様に従っていくことができます。聖霊

が助けてくださるので、私たちは神様の恵みを受

け取ることができるのです。

〈お祈り〉

　神様、私たちに聖書や十戒をくださってありが

とうございます。神様のことをもっとよく知って、

神様に従う子になりたいです。だから、聖霊の神

様が助けてください。イエス様のお名前によって

お祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

礼拝カード

■用意するもの

　・B5あるいは A4の色画用紙

　・「十戒」「主の祈り」「使徒信条」を書いた紙（子どもが読みやすいように、平仮名あるいは振り仮

名付きで書いておくと良い）

　・クレヨン・色鉛筆など

　・リボン・シールなど

■作り方

　画用紙を半分に折り、カードにする。

　カードに「十戒」「主の祈り」「使徒信条」の紙を貼る。

　カードの余白に、絵を描いたりリボン・シールなどを貼っ

て、カードを飾る。

　「十戒」「主の祈り」「使徒信条」を覚えられるまで、礼拝

で使うように励ます。
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	 8月23日	 「神のおきてを喜ぶ生活」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神のおきてが、なぜ私たちにとって喜びなのか

を考える。

〈展開例〉

１．導入

　大きな紙かホワイトボードに、下のような絵を

描きながら話しを進めていく。

　この道をふみはずさずに、安全に、また迷わず

に進むためには、何があったらいいと思いますか。

（子どもたちに考えてもらう）

２．十戒は私たちを守り導くガードレール

　この道にガードレールがついていたら？

　崖から落ちる心配をしたり、道に迷ったりせず

に進んでいくことができると思いませんか。

　十戒は、私たちが天の都、永遠の命に至るため

に神様がつけてくださったガードレールです。

　「○○をしてはいけない」とおきてによって、

神様の道からはずれないように導いてくださらな

ければ、道を踏みはずしてしまいます。道からは

ずれそうになったとき、「それは、神様のお嫌い

になることだよ」と十戒が教えてくれます。神様

が十戒をお与えになったのは、私たちを愛をもっ

て導いてくださるためです。

３．私たちを導かれる聖霊

　でも、十戒を完全に守ることは、罪ある私たち

にはできません。道をそれてばかりの私たちです。

そんな私たちを、聖霊なる神様が、手を取って導

いてくださいます。ですから私たちは、安心して

喜びを持って神様の道を歩むことができるので

す。

４．「ゴールをめざせ」ゲーム

①空き缶を数個、用意して、ジグザグに置く

②落とし穴、底なし沼、へびの穴、わななどを紙

で作って道の途中に置いておく。

③一人が目隠しをして空き缶にふれないように進

み、ゴールを目指す。

④周りの人は缶や穴などにふれないように、声で

教えてあげる。（ふれたら次の人と交代）

    

８月 23 日             「神のおきてを喜ぶ生活」         小学科下級   

２．十戒は私たちを守り導くガードレール  〈ねらい〉 

  神のおきてが、なぜ私たちにとって喜びなのかを考え

る。   

 〈展開例〉 

 １．導入 

  大きな紙かホワイトボードに、下のような絵を描きな

がら話しを進めていく。  この道にガードレールがついていたら？ 

 

         細い道が一本続い 

ています。 

どこに行く道でしょうか。 

崖から落ちる心配をしたり、道に迷ったりせずに進んで

いくことができると思いませんか。 

 十戒は、私たちが天の都、永遠の命に至るために神様

がつけてくださったガードレールです。 

 「○○をしてはいけない」とおきてによって、神様の

道からはずれないように導いてくださらなければ、道を

踏みはずしてしまいます。道からはずれそうになったと

き、「それは、神様のお嫌いになることだよ」と十戒が

教えてくれます。神様が十戒をお与えになったのは、私

たちを愛をもって導いてくださるためです。 

道案内の看板があります。 

この道は天の都へ続く道 

です。 

 

天の都 

 

見ると道の両側は急な 

崖です。道は狭いので、 

落ちてしまうかもしれま 

せん。 

 

３．私たちを導かれる聖霊 

 でも、十戒を完全に守ることは、罪ある私たちにはで

きません。道をそれてばかりの私たちです。そんな私た

ちを、聖霊なる神様が、手を取って導いてくださいます。

ですから私たちは、安心して喜びを持って神様の道を歩

むことができるのです。 

この道をふみはずさずに、安全に、また迷わずに進む

ためには、何があったらいいと思いますか。（子どもた

ちに考えてもらう） 

 

  

 

 

 

この道には広い道が何本もつながっています。 

広くて歩きやすそうな道です。でも、広い道は 

天の都へはつながってはいません。迷わずに天 

の都に着くためには、どうしたらよいでしょう。 

 

４．「ゴールをめざせ」ゲーム 

①空き缶を数個、用意して、ジグザグに置く 

②落とし穴、底なし沼、へびの穴、わななどを紙で作っ

て道の途中に置いておく。 

③一人が目隠しをして空き缶にふれないように進み、ゴ

ールを目指す。 

④周りの人は缶や穴などにふれないように、声で教えて

あげる。（ふれたら次の人と交代） 

    

８月 23 日             「神のおきてを喜ぶ生活」         小学科下級   

２．十戒は私たちを守り導くガードレール  〈ねらい〉 

  神のおきてが、なぜ私たちにとって喜びなのかを考え

る。   

 〈展開例〉 

 １．導入 

  大きな紙かホワイトボードに、下のような絵を描きな

がら話しを進めていく。  この道にガードレールがついていたら？ 

 

         細い道が一本続い 

ています。 

どこに行く道でしょうか。 

崖から落ちる心配をしたり、道に迷ったりせずに進んで

いくことができると思いませんか。 

 十戒は、私たちが天の都、永遠の命に至るために神様

がつけてくださったガードレールです。 

 「○○をしてはいけない」とおきてによって、神様の

道からはずれないように導いてくださらなければ、道を

踏みはずしてしまいます。道からはずれそうになったと

き、「それは、神様のお嫌いになることだよ」と十戒が

教えてくれます。神様が十戒をお与えになったのは、私

たちを愛をもって導いてくださるためです。 

道案内の看板があります。 

この道は天の都へ続く道 

です。 

 

天の都 

 

見ると道の両側は急な 

崖です。道は狭いので、 

落ちてしまうかもしれま 

せん。 

 

３．私たちを導かれる聖霊 

 でも、十戒を完全に守ることは、罪ある私たちにはで

きません。道をそれてばかりの私たちです。そんな私た

ちを、聖霊なる神様が、手を取って導いてくださいます。

ですから私たちは、安心して喜びを持って神様の道を歩

むことができるのです。 

この道をふみはずさずに、安全に、また迷わずに進む

ためには、何があったらいいと思いますか。（子どもた

ちに考えてもらう） 

 

  

 

 

 

この道には広い道が何本もつながっています。 

広くて歩きやすそうな道です。でも、広い道は 

天の都へはつながってはいません。迷わずに天 

の都に着くためには、どうしたらよいでしょう。 

 

４．「ゴールをめざせ」ゲーム 

①空き缶を数個、用意して、ジグザグに置く 

②落とし穴、底なし沼、へびの穴、わななどを紙で作っ

て道の途中に置いておく。 

③一人が目隠しをして空き缶にふれないように進み、ゴ

ールを目指す。 

④周りの人は缶や穴などにふれないように、声で教えて

あげる。（ふれたら次の人と交代） 

    

８月 23 日             「神のおきてを喜ぶ生活」         小学科下級   

２．十戒は私たちを守り導くガードレール  〈ねらい〉 

  神のおきてが、なぜ私たちにとって喜びなのかを考え

る。   

 〈展開例〉 

 １．導入 

  大きな紙かホワイトボードに、下のような絵を描きな

がら話しを進めていく。  この道にガードレールがついていたら？ 

 

         細い道が一本続い 

ています。 

どこに行く道でしょうか。 

崖から落ちる心配をしたり、道に迷ったりせずに進んで

いくことができると思いませんか。 

 十戒は、私たちが天の都、永遠の命に至るために神様

がつけてくださったガードレールです。 

 「○○をしてはいけない」とおきてによって、神様の

道からはずれないように導いてくださらなければ、道を

踏みはずしてしまいます。道からはずれそうになったと

き、「それは、神様のお嫌いになることだよ」と十戒が

教えてくれます。神様が十戒をお与えになったのは、私

たちを愛をもって導いてくださるためです。 

道案内の看板があります。 

この道は天の都へ続く道 

です。 

 

天の都 

 

見ると道の両側は急な 

崖です。道は狭いので、 

落ちてしまうかもしれま 

せん。 

 

３．私たちを導かれる聖霊 

 でも、十戒を完全に守ることは、罪ある私たちにはで

きません。道をそれてばかりの私たちです。そんな私た

ちを、聖霊なる神様が、手を取って導いてくださいます。

ですから私たちは、安心して喜びを持って神様の道を歩

むことができるのです。 

この道をふみはずさずに、安全に、また迷わずに進む

ためには、何があったらいいと思いますか。（子どもた

ちに考えてもらう） 

 

  

 

 

 

この道には広い道が何本もつながっています。 

広くて歩きやすそうな道です。でも、広い道は 

天の都へはつながってはいません。迷わずに天 

の都に着くためには、どうしたらよいでしょう。 

 

４．「ゴールをめざせ」ゲーム 

①空き缶を数個、用意して、ジグザグに置く 

②落とし穴、底なし沼、へびの穴、わななどを紙で作っ

て道の途中に置いておく。 

③一人が目隠しをして空き缶にふれないように進み、ゴ

ールを目指す。 

④周りの人は缶や穴などにふれないように、声で教えて

あげる。（ふれたら次の人と交代） 
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	 8月23日	 「神のおきてを喜ぶ生活」	 小学科上級

〈ねらい〉

　聖書を学ぶ人には生ける神の教えに従うことが

求められていることを学ぶ

〈展開例〉

○勉強するだけで終わりでしょうか

　先週までにモーセの十戒を学んできました。さ

て、今日みんなで考えてみたいことは、十戒を勉

強したわたしたちは、これからどうすればよいの

でしょうかということです。

　「え？『これからどうすればよいのでしょうか』

と聞かれても、どういう意味か分からない」と思

われるでしょう。わたしが言いたいのは、こうい

うことです。わたしたちは、教会に来て、聖書を

通して神さまの教えを勉強しています。しかし、

ただ勉強するだけで終わってよいのでしょうか。

聖書という教科書を読んで、その中に書かれてい

ることを頭の中に記憶して。それだけで、わたし

たちのすることは終わりでしょうか。そんなふう

に皆さんは、まさか考えておられませんよね（？）

ということです。これが皆さんへのわたしの質問

の趣旨です。

　その答えは、聖書はこれを「勉強する」という

だけで終わりにしてよいものではありませんとい

うことです。聖書を勉強することは、とても大切

です（「大切でない」と言ってはなりません）。し

かし、勉強すること以上に大切なことは、わたし

たちが聖書の教え（とくにモーセの十戒の教え）

に従って生きることです。

　もちろん、わたしたちは、聖書の教えを完璧に

守ることはできません。しかし、たとえ完璧でな

くても、それを守ろうと努力することはできます

（「努力する必要はない」と言ってはなりません）。

それが大切なのです。

　ですから、たとえば、「父母を敬いなさい」と

いう教えが聖書の中にあることを勉強した人は、

これから父母を敬わなければなりません。「安息

日を心に留め、これを聖別せよ」という教えを知っ

ている人は（キリスト教安息日と呼ばれる）日曜

日の礼拝に出席することを重んじなければなりま

せん。「殺してはならない」、「姦淫してはならな

い」、「盗んではならない」、「偽証してはならない」、

「隣人の家を欲してはならない」という戒めを知っ

ている人は、それを守るように努力しなければな

りません。

　「こんな難しいことは守れません。うるさいこ

とを言ってワタシを困らせないほしいです。神さ

ま、どうかあっちに行ってください」とか言って

開き直ってはいけません。神さまの戒めを破るこ

とは、本当に悪い罪なのです。

○あなたの犯した罪の「被害者」がいます

　そして、ぜひ考えてほしいことは、あなたが犯

した罪の結果です。あなたが罪を犯すとき、あな

たの罪の被害者（ひがいしゃ）が、どこかに必ず

います。そのことを忘れないでほしいのです。ほ

かの人もいる前で大きな声で「バカ！」と言われ

て傷つかない人はいません。信頼していた人に裏

切られたのにショックを受けない人はいません。

でたらめな情報を流されて、暴力を受けて、大切

なものを盗まれて、悲しい思いにならない人は一

人もいません。

　わたしたちの救い主イエスさまはわたしたちの

罪をゆるしてくださる方です。しかしそれは、わ

たしたちが神さまの御心に反することを何の反省

もなしに繰り返してもよい（イエスさまはわたし

たちの罪を何度でもゆるしてくださるのだから）

という意味ではありません。

　もしあなたが、自分が犯した罪の被害者たちが

悲しんだり苦しんだりしていることを知りなが

ら、それでもわざと罪を犯し続けようとするなら、

あなたは本当に悪い人です。

　神さまはあなたが自分の罪を認めて深く悔い改

めることを、強く望んでおられます。

〈お祈り〉

　神さま、どうか、わたしたちが毎週の教会で勉

強していることを無駄にせず、神さまの教えのと

おりに生きていけるようにしてください。イエス

さまの御名によって、アーメン。
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	 8月23日	 「神のおきてを喜ぶ生活」	 中学科

〈ねらい〉

　私たち自身には神のおきてを喜んで守る力はな

いことを理解する。

聖霊が私たちに働いてくださる時に、神のおきて

を喜んで守る力が与えられることを理解する。

〈展開例〉

質問１　パウロは、なぜテサロニケの信徒たちの

ことをいつも神に感謝しているのか。

質問２　テサロニケの信徒たちはどのようにして

クリスチャンたちの模範となるに至ったと

あるか。

質問３　「わたしたちに倣う」「主に倣う」とは、

どういう行動を指すか。

質問４　子どもカテキズム問63の答えで、「御言

葉を喜んで守り」とあるが、どうすれば喜

んで守ることができるか。

質問５　あなたは、御言葉を喜んで守っているか。

もしそうできないとしたら、それはなぜだ

と思うか。

まとめ

　第一テサロニケで、パウロは、テサロニケ教会

の信徒たちに、信者の模範という最大級の賛辞を

送っている。パウロの宣教によって誕生したこの

教会は、同胞から激しい迫害に遭うが、それに屈

することなく、キリストに倣う者として、御言葉

を宣べ伝え、堅く信仰に立っていた。彼らの特長

は、パウロたちに倣う者、キリストに倣う者であ

ることであった。彼らは、神の御言葉を喜びをもっ

て受け入れ、それに従う者であった。順境にあっ

て神の御言葉に従うことは容易であるかもしれな

いが、同胞からの激しい迫害という逆境の中に

あっても彼らは揺るがずに神の御言葉に従って生

きていた。生まれつきの人間は、逆境の中にあっ

て神の御言葉を喜んで守る力など持っていない

が、聖霊が働いて下さる時、私たちの心は変えら

れ、キリストの再臨を待ち望みつつ、忍耐と喜び

を以って神の御言葉に従い続けることができるよ

うになる。ただし、それは人間の力では出来ない

ことゆえ、私たちがいつも聖霊の導きを求めつつ、

毎日の小さな事柄において主に従う訓練を積み重

ねて初めて可能となることである。私たちもテサ

ロニケ教会の信徒たちのようにそうした歩みを

日々積み重ねる者でありたい。

〈祈り〉

　神様、私たちに尊い戒めを与えてくださって、

ありがとうございます。私たちは、自分自身の力

では到底そうした戒めを喜んで守ることなどでき

ません。ただ聖霊が力を与えて私たちの心を変え

てくださる時にのみ、それは可能になるのです。

どうか聖霊がいつも私たちの心を支配してくださ

り、御言葉を正しく理解し、喜んでそれを守る力

を与えてくださいますようお願いいたします。イ

エス様の御名によってお祈りいたします。アーメ

ン。



─ 88 ─

1.	廃止するためではなく、完成するため

　主イエスの地上の歩みに、繰り返し向けられた

非難。それは、キリストが旧約聖書の律法を無視

し、それを廃棄しようとしている、という誤解に

基づく批判でした。代表的なものは、安息日の生

活でしょう。当時の律法学者やファリサイ派の

人々とは全く違って、自由で解放された安息日を

キリストは生きておられました。安息日律法の破

壊者と映ったのもやむを得なかったのです。その

ような批判に対して、キリストはここで、実にはっ

きりと反駁しておられます。廃止するどころか、

完成するために、わたしは来た。

　律法や預言者。これは旧約聖書の全体を指して

います。旧約聖書は、その基礎になる部分に、十

戒を中心とした律法があり、その律法への種々の

応答として、イスラエルの歴史があり、預言者の

言葉があり、また知恵の言葉、賛美の言葉があり

ました。そうした意味で、旧約聖書の全体は「律

法」に帰着すると言って間違いないのです。

　キリストはここで、律法の廃棄者でなく、律法

の擁護者として語っておられます。この事実を、

とくに日本人キリスト者は、真剣に、重く、受け

止める必要があるのではないでしょうか。ともす

れば私たちは、イエス・キリストの到来が、律法

すなわち旧約聖書を、不要なもの、過去に属する

ものとして既に廃棄したという理解に傾く傾向が

強いからです。福音の時代は、律法を不要とする。

こうした浅薄な旧約聖書の軽視が、私たちの福音

理解そのものに致命的な欠損を生じさせているこ

とがないとは言えません。

　「律法学者やファリサイ派の人々の義」。それは、

旧約の律法を人間の努力で成し遂げ、神の前に自

分の義を証明するために、渾身の力を注いだ人々

が主張した義です。神の義ではなく人間の義を押

し立ててゆく「律法主義」です。しかし、パウロ

が明言したように、「律法の実行によっては、だ

れ一人として義とされない」のです（ガラテヤ

2:16）。

　主イエスは、地上の生涯のすべてを、父である

神の御心に従い、神の律法の全体を「一点一画」

もおろそかにしない歩みをささげてくださいまし

た。さらに十字架の苦難と死によって、私たちの

一切の罪を贖い、神の前に完全な「義」を獲得し

てくださいました。キリストの十字架を信じ、キ

リストに全存在を託する決意をする人は、一人の

例外もなくキリストによる義の衣を着せられて、

神の前に一人の義人として立つことが許されるの

です。

2.	ファリサイ派の人々の義にまさる義

　主イエス・キリストは、ご自身の地上生涯と十

字架の死において、神の律法の全体を完成してく

ださり、その「功績」を、信仰により、無代価で、

信じる民に分かち与えてくださいます。使徒パウ

ロが「イエス・キリストを信じることにより、信

じる者すべてに与えられる神の義」と述べている

通りです（ローマ3:22）。律法を行なうことによっ

て、自力で義を勝ち取る一切の労役から、キリス

ト者はまったく解放されました。キリストにある

恵みの自由です。信仰による義を無償で受けたキ

リスト者にとって、十戒に集約される神の律法は、

改めてどのような意味を持つのでしょうか。恵み

によって救われたからには、もはやキリスト者は、

どのような律法とも無縁な、「無律法者」として

生きるべきなのでしょうか。

　そうではありません。主イエスは「ファリサイ

派の義のまさる義」を生きるよう、キリスト者を

招いておられます。ファリサイ派以上に、豊かに、

自由に、喜びに満ちて、まことの義の追求に生き

る生活を、キリストは指差しておられます。それ

が、「山上の説教」への道です。恵みによって救

われ、神の愛の守りの中に置かれた感謝のゆえに、

感謝と頌栄の心をもってキリストに従う献身の

道。「山上の説教」が招くキリスト信従の道です。

	 （小野静雄）

	 8月30日	 「十戒の完成者キリスト」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書　5章17～20節
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	 8月30日	 「十戒の完成者キリスト」	カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問64

　　子どもカテキズム

　問64	 神さまの戒めを完全に守れる人はいますか。

　　答	 真の人であられるイエスさまのほか、だれもいません。

	 私たちは、毎日、思いと言葉と行いとによって破っています。

	 私たちは、完全に神さまに背いている罪人なのです。

　参考教理問答　ウ小教理82-87、ハイデルベルグ3-5,8,18,62-64,86-91,114,115

〈だれもいない〉

　「正しい者はいない。一人もいない」（ローマ

3:10）。イエス様以外の「ただの人」（ウ小教理問

82）にとって、堕落以来、神の御前で義とされる

ような律法遵守は不可能、それが聖書の示す真理

です。戒律主義は、厳重に戒めの柵を張り巡らす

ことで、少しでも神の御旨に沿う「行い」の実現

を願う、人間としての精一杯の生の模索の表れで

す。自らの中にある同様の傾向を省みることもな

く、そのような真剣さをただあざ笑うことは、す

べきではないと私は考えます。しかし、「行い」

のみならず、「言葉」さえ、隠された「思い」ま

でも問題とされるイエスの次元においては（山上

の説教を参照）、上記のような切ないまでの模索

の一切が無意味です。すべての人が「罪人」であ

るとは、それほどに厳粛な事実です。たとえばあ

のマザー・テレサであっても、心のうちに抱える

どす黒さを、神は見通しておられるのです。

〈律法の完成者イエス〉

　しかし、今日の説教テキストにあるように、イ

エス様は、「だから律法・十戒など無意味で必要

ない」とはおっしゃいません。救いに入れられた

者たちが「真剣な決意をもって」、大小を問わな

い「神の戒めのすべてに従って」、この地上にお

いて「現に生き始める」ことを、イエス様は望ん

でおられます（ハイデルベルク問114）。「ひたす

らキリストの福音にふさわしい生活を送る」（フィ

リピ1:27）ための道しるべとして、十戒は必要

です。キリストの福音は、私たちをそのような「新

しい服従」へと駆り立てずにはいません（ウ小教

理問87、ハイデルベルク問64）。聖霊は、「ただ

の人」に普通ではない力を与え、自由な服従を支

え導いてくださいます。

〈古い人の死滅と、新しい人の復活

	 （ハイデルベルク問88）〉

　完全聖化は、信者の死の時までありません。そ

れゆえ「新しい服従」を目指す者たちは、地上の

歩みにおいて数々の挫折を味わうでしょう。肉の

誘惑に負け、悪の力に屈し、醜い感情のままに軽

率な言動に走ってしまう……、そんな自分に嫌気

が差すこともしばしばです。でも信仰者とは、罪

に破れるたびに、それを赦してくださるという神

の赦しの大きさとキリストの愛に、目を開かれて

いく者です。そうしていよいよ聖霊によりたのむ

ことへと目覚めさせられ、「神の御旨に従ったあ

らゆる善い行いに心を打ち込んで生きる」（ハイ

デルベルク問90）熱心を呼び覚まされながら、

救いの完成に向けて、一歩一歩進んでいく、それ

が新しい命に生かされている信仰者です。神の御

前で、自らの罪の深さに躓きうなだれている者に、

聖霊はそのような「命に至る悔い改め」を必ず与

えてくださるのです（ウ小教理問87、ハイデル

ベルク問88）。	 （坂井孝宏）
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　今日のこの箇所を読んで、「とっても厳しいこ

とが教えられているなぁ」と思った人は少なくな

いのではないでしょうか。「ちゃんと律法を守ら

ないと、天国に行けませんよ！」と言われている

ようにも見えます。でも、本当にそうなのでしょ

うか。もしそうなら、私たちの信仰生活は、とっ

ても苦しいものになってしまいます。

　まず17節を見て見ましょう。ここで「律法と

預言者」と言われているのは、旧約聖書全体のこ

とです。そして、その旧約聖書には、罪人を救う

神様の救いのご計画が記されています。神様に

よって神様に似た者として特別に造っていただい

たにもかかわらず、神様に逆らって歩み始めた人

間を、神様はそれでも愛してくださって、救い主

によって救うためのご計画を立ててくださったの

です。「救い主が来ますよ」という約束と、その

ことを信じる神様の民の生き方が、旧約聖書には

書かれているのです。

　そして、イエス様は、その旧約聖書に書かれて

いる約束をなしとげるために、ついに来てくだ

さった救い主です。けれども、「救い主のイエス

様が来てくださったなら、もう旧約聖書なんて要

らないや」ということにはなりません。イエス様

は旧約聖書を要らないものにするためではなく

て、完成するために来てくださいました。イエス

様を知ることによって、むしろ私たちは、旧約聖

書に書かれてあることがよりはっきりと分かるの

です。私たちはイエス様という光に照らされて、

旧約聖書を読みます。

　ですから、十戒で教えられていることを行うこ

とも、とても大切なことなのです。「はっきり言っ

ておく。すべてのことが実現し、天地が消えうせ

るまで、律法の文字から一点一画も消え去ること

はない」とイエス様はおっしゃいました。また、

「言っておくが、あなたがたの義が律法学者やファ

リサイ派の人々の義にまさっていなければ、あな

たがたは決して天の国に入ることができない」と

もおっしゃいました。

　では私たちは、十戒をちゃんと全部守らなけれ

ば天国に行けないのでしょうか。そうではありま

せん。そもそも十戒は、「これを守らないと救わ

れませんよ！」というものではないのです。エジ

プトの奴隷になっていたイスラエルの人々を神様

はモーセを通して救い出してくださいました。そ

して、その後に、「あなたたちはわたしの民として、

このように生きなさい」と十戒を与えてくださっ

たのです。十戒は、神様の恵みによって救われた

人達が、神様に喜ばれる神様の子どもとして歩め

るように、道を外れて迷子にならないように、神

様が与えてくださった、道しるべのようなものな

のです。

　けれども、イエス様の時代の律法学者やファリ

〔単元のねらい〕

　この単元では、キリストは旧約聖書を成就するお方としてこの世に来てくださった救い主であること

の意味を知り、このキリストを信じることによってファリサイ派の人々の義に勝る、信仰による義を与

えられることを伝え、さらに信仰による義を与えられ救われた人は、喜んでキリストに従う者となるこ

とを子どもたちに伝えたいと思います。私たちは行いによってではなくイエス様を信じる信仰によって

救われますが、イエス様を信じるということとイエス様に従うということは、別々のことではなく一つ

のことなのだということを伝えたいと願っています。

「イエス様を信じて、イエス様に従おう！」

	 8月30日	 「十戒の完成者キリスト」	 説教展開例

	 テキスト	 マタイによる福音書　5章17～20節

	 カテキズム　子どもカテキズム　問64
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サイ派の人々は、律法をさらに細かい戒めに分け

て、細かい規則を作って、それをちゃんと守って

いる自分たちこそ神様に喜ばれる者たちだと自信

を持っていました。自分たちの力で神様に認めて

いただける、正しい者になれると考えていたので

す。けれども、十戒を本当に神様の求めておられ

るとおり全部守れる人なんていないのです。それ

ができるお方、それはイエス様ただお一人なので

す。

　イエス様は、旧約聖書が約束していた救い主と

して、神様の独り子なのに本当の人間になってこ

の世に来てくださいました。そして、私たちが守

ることのできない十戒を全部神様のお心の通りに

守り通されました。そして、神様のお心の通りに

従って、私たちの罪の罰を、私たちの代わりに十

字架の上で全部受けてくださって、私たちの身代

わりとなって死んでくださいました。そして、死

の力に打ち勝たれて、私たちのために、私たちが

後に続くことができるようによみがえってくださ

いました。

　「あなたがたの義が律法学者やファリサイ派の

人々の義にまさっていなければ、あなたがたは決

して天の国に入ることができない」とは、「律法

学者やファリサイ派の人たちよりももっと細か

く、律法の戒めを全部守らないと天国に行けませ

んよ！」ということではありません。私たちに代

わって律法を全部守ってくださって、私たちのた

めに死んでよみがえってくださったイエス様を信

じる人に与えられる「信仰による義」をいただき

ましょう、ということなのです。イエス様が私た

ちの身代わりとなって全部律法を守ってくださっ

て、私たちの罪のために死んでよみがえってくだ

さいましたから、イエス様を信じる人はイエス様

のおかげで全部律法を守った人として認めていた

だいて、罪の無い正しい人と認めていただいて、

天国に行くことができるのです。私たちはこのイ

エス様が与えてくださった恵みを心から喜び、感

謝したいと思います。

　安心しましたか？　でもね、「律法を全部守ら

ないと救われませんよ！」ということではないの

ですが、「イエス様を信じるだけで天国に行ける

から、行いなんてどうでもいいや」と考えること

もまた、間違いなのです。この私のためにイエス

様が命を捨ててくださった。それほどまでにイエ

ス様は、この私のことを愛してくださっている。

このことを本当に知った人は、心からイエス様に

感謝して、イエス様を愛して、愛するイエス様に

喜ばれるものになりたいと願うようになるはずで

す。そして、イエス様に従おうと努力するように

なるはずです。イエス様を信じるということと、

イエス様に従うということは別々のことではなく

て、一つのことなのです。十戒は、そのようにイ

エス様を信じた私たちが喜んでイエス様に従って

いくための道しるべなのです。もちろんイエス様

を信じてすべての罪を赦されても、私たちには罪

がありますから、十戒をちゃんと全部守ることは

やっぱりできません。でも、どうせ無理だとあき

らめるのではなく、自分の力で得点稼ぎをしよう

とするのでもなく、イエス様の十字架の恵みに

よって赦されながら、毎日、新しい気持ちでイエ

ス様に従っていきましょう。	 （吉田　実）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書	5章17節

わたしが来たのは律法や預言者を廃止するためだ、と思ってはならない。

廃止するためではなく、完成するためである。
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	 8月30日	 「十戒の完成者キリスト」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちは、自分の行いによって救われるのでは

なく、イエス様を信じる心によって救われること

を知る。

〈お話〉

　みんなの中に、罪を一つも持っていない人はい

ますか？	私たちは、みんな罪を持っています。

みんなのように小さな子どもも、先生たちのよう

に大きな大人の人も、みんな罪を持っています。

だからイエス様は、そんな私たちみんなのために、

私たちの代わりに十字架で死んでくださいまし

た。

　神様は、私たちがいろんな悪から守られるため

の道しるべとして、十戒をくださいました。でも

残念ながら、私たちは誰も十戒をすべてきっちり

守ることができません。私たちみんなに、罪があ

るからです。たった一人だけ、すべての律法を守

ることのできる人がいました。罪が一つもなかっ

た、イエス様です。イエス様だけは、神様がくだ

さった十戒をすべて守ることができました。

　では、十戒を守ることのできない私たちのこと

を、神様はどうされるでしょうか？	十戒を守る

ことができない私たちのことを、もうダメだ！	

と言って見捨ててしまわれるでしょうか？	いい

え。イエス様を信じてイエス様に従う人は、イエ

ス様と同じように、罪がなく、律法をすべて守っ

た人として、神様に認めていただけます。イエス

様が私たちの代わりにすべての律法を守り、私た

ちの罪のために代わりに死んでよみがえってくだ

さったからです。

　私たちは、自分の力で十戒を守ることはできま

せん。でも、イエス様を信じて従っていくのなら

ば、イエス様と同じように神様の子どもとしてい

ただけるのです。

〈お祈り〉

　神様、私たちは自分の力だけで十戒を守ること

はできません。私たちが、私たちの罪のために代

わりに死んでよみがえってくださったイエス様を

信じて、従っていくことができるようにしてくだ

さい。イエス様のお名前によってお祈りします。

アーメン。

〈やってみよう〉

夏休みの思い出絵日記

■用意するもの

　・画用紙

　・クレヨン・色鉛筆など

　・折り紙

■作り方

　画用紙に夏休みの思い出の絵を描く。

　好みに応じて、文章を書き足したり、折り紙を貼って

立体的にしたりしても良い。

　最後に、楽しい思い出をくださった神様に感謝のお祈

りをして終える。
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	 8月30日	 「十戒の完成者キリスト」	 小学科下級

〈ねらい〉

　十戒の全部を完全に守りとおしてくださったキ

リストによって、十戒を守ることのできない私た

ちが正しいものとされている恵みを教える。

〈展開例〉

１．考えよう

①十
じっ

戒
かい

はきびしすぎるので、完
かん

全
ぜん

に守
まも

れなくても、

少し守
まも

れればそれでよい。

　　（はい・いいえ）

②私
わたし

たちは十
じっ

戒
かい

を完
かん

全
ぜん

に守
まも

ることが、

　　（できる・できない）

③どうして私
わたし

たちは十
じっ

戒
かい

を完
かん

全
ぜん

に守
まも

ることができ

ないのかな？

　	 　

　	 　

④十
じっ

戒
かい

を完
かん

全
ぜん

に守
まも

ることができない私
わたし

たちが神
かみ

様
さま

に正
ただ

しいものと認
みと

めていただく方
ほう

法
ほう

が一
ひと

つだけ

あります。それは十
じっ

戒
かい

を完
かん

全
ぜん

に守
まも

ることができ

た方
かた

を信
しん

じることによってです。その方
かた

とは誰
だれ

ですか。

⑤十
じっ

戒
かい

を守
まも

ろうとしても、なかなか守
まも

ることがで

きないとき、どうしたらいいと思
おも

いますか。

　（　	）できるはずがないとあきらめる。

　（　	）イエス様
さま

によりたのむ。

　（　	）もっともっと自
じ

分
ぶん

の力
ちから

でがんばる。

３．イエス様のように

　私たちが十戒を完全に守ることができないの

は、心が罪で汚れているからです。（真っ白い布

を油性の黒いマジックでぬっておく）これは、私

たちの心です。この汚れを落としてみましょう。

（水や石けんで洗ってみる）少しは汚れが落ちま

すが、元のような白さに戻すことはできません。

　私たちの心は、この布のようです。今までして

きた悪いこと、嘘をついたこと、お友だちにいじ

わるしたこと、その一つひとつが汚れとなって

残っています。なかったことにしようと思って隠

そうとしたり、良いことをしたとしても、しみつ

いた汚れは取れません。

　でも、私たちがイエス様を信じるとき、イエス

様の心のようなきれいな真っ白い心を着せていた

だけるのです。（真っ白な布を上からかぶせる）

　イエス様によって、神様は、十戒を完全に守る

ことができた人、今まで一度も悪いことをしたこ

とのない人のように、私たちを見てくださいます。

イエス様が、私たちの代わりに十戒を完全に守っ

てくださったからです。

　この素晴らしいイエス様を見つめながら、感謝

をもって信仰の道を歩いていきましょう。

４．「じのないほんのうた」の工作

　『ふくいんこどもさんびか』61番の「じのない

ほんのうた」の工作を作って、くるくる回しなが

ら歌おう。（p.91参照）
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「じのないほんのうた」の工作

８月 30 日  「じのないほんのうた」の工作  小学科下級 分級展開例 

 

〈材料〉画用紙か色紙（黒・赤・金）、緑と白の画用紙、カッター、ハサミ、のり、 

めうち、わりピン 

〈作り方〉 

① 緑の画用紙を図１のように切り、カッターでハート型の穴をあける。 

  

 

 

     図１ 

                    

 

 

 

② 白い画用紙を図２の形に切る（図１より少し小さめの円にする）。 

（ここまでを教師がやっておく） 

 

③黒・赤・金の画用紙（色紙）を貼る。（白の部分は貼らなくてよい） 

 

 

黒

赤

白

金

 

 

図２ 

 

 

 

 

④ 図１と図２のまん中に穴をあけ、図１を図２の上に重ねてわりピンでとめる。 

 ⑤ 図１の飛び出ている部分を左手で持ち、右手で図２の飛び出ている部分を持ち、 

くるくる回しながら、『ふくいんこどもさんびか』61 番の「じのないほんのうた」

を歌う。 

 

（黒）つみによごれ くらいこころも 

（赤）しゅイエスさまの ちであらえば 

（白）しろいゆきのように きれいになり 

（金）かがやくてんの くにへゆける 
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	 8月30日	 「十戒の完成者キリスト」	 小学科上級

〈ねらい〉

　律法を完全に守れる人は一人もいないのに、な

ぜ律法を学ばなければならないかを教える

〈展開例〉

○完璧な人間はどこにもいません

　先週みんなで考えたことは、聖書に記されてい

る神さまの教え（とくにモーセの十戒）は、わた

したちがそれを勉強しましたというだけで終わり

にしてよいものではなく、教えられたことをきち

んと守ることが大切ですということでした。

　「無理。こんなこと私は守れっこない」とか言っ

てあきらめないでください。わたしたちの神さま

は、あなたが聖書の教えを100％完璧に守れない

ことを厳しく責めるような冷たい怖い方ではあり

ません。ですから、「自分は神さまの前で完璧な

生き方ができていない」ということを苦にする必

要はありません。

　また（ちょっとややこしいことを言いますが）

「完璧に守れないことが初めから分かっているよ

うなことは最初から守らない」と開き直ることも

間違っています。

　学校の成績が良い人たちのなかに「100点を取

れなければ0点と同じだ」と言い出す人が時々い

ますが、これはおそろしい考え方です。もし皆さ

んの学校の先生が生徒に向かってそんなことを言

い出したら、その学校には行きたくないですよね。

いつも100点をとれる人たちには楽しいかもしれ

ませんが、そうでない人たちにとっては毎日地獄

の苦しみです。また100点の人たちも、今回は全

問正解だったかもしれませんが、次回は一つ間違

えるかもしれません。一つ間違えることが0点と

同じなら、100点の人たちも、明日は地獄の苦し

みです。

　どうか皆さんは「わたしは完璧（100点人間）

ではないからダメ人間（０点人間）である」とい

う誤った考え方を持って自分を責めるようなこと

はしないでください。これは真面目な人生を送り

たいと願う人たちが陥る危険な落とし穴です。完

璧な人間はどこにもいません（わたしたちの救い

主イエス・キリストは完璧な人間でしたが完璧な

神さまでもあられましたので例外です）。人類の

歴史上いまだかつて存在したことがありません。

「わたしは完璧です」とか「あの人は完璧です」

とか言い出す人が実際にいるので困りますが、そ

のこと自体が罪（うそをつくこと）なのですから、

そういうことを大きな声で言い張る人たちに惑わ

されてはなりません。

○大切なのは「次第次第に」成長することです

　今お話ししたことはキリスト教だけの話ではあ

りませんが、これと同じことが、わたしたちが聖

書の教えを守って生きていかなければならないと

いう話の場合にも当てはまります。

　モーセの十戒のような、だれもそれを完璧に守

ることができない教えなのに、そのようなものを

なぜ神さまは人間に（教会の説教を通して）お命

じになるのかという誰でも当然感じる疑問の答え

が、ハイデルベルク信仰問答の中に記されていま

す（問115の答え）。

　長いので全部を引用することはできませんが、

注目していただきたいのは、二回繰り返されてい

る「次第次第に」（吉田隆先生の訳）という言葉

です。「次第次第に」とは「だんだん」です。わ

たしたちは、今は完璧ではないし、これからも決

して完璧になることはできません。「完璧である

こと」は神さまがわたしたち人間に求めておられ

ることではないからです。

　しかしその一方で、わたしたちはそれぞれの人

生の中で、毎日の努力や苦労を通して「次第次第

に」神さまの御心に適う生き方を貫く人間へと成

長していくことができます。そのことが大事なの

です。

〈お祈り〉

神さま、わたしたちはたびたびあやまちや罪を犯

す不完全な者ですが、あなたの御心に適う者へと

日々成長させてください。イエスさまの御名に

よって、アーメン。



─ 96 ─

	 8月30日	 「十戒の完成者キリスト」	 中学科

〈ねらい〉

　イエスが完全に律法を守って私たちのために完

璧な義を獲得してくださったことを理解する。

私たちが律法を守る、あるべき態度について学ぶ。

〈展開例〉

質問１　イエスは何のために来られたと言ってお

られるか。

質問２　天の国で大いなる者と呼ばれるのは、何

をする者か。

質問３　律法学者やファリサイ派の義とは、どん

な義か。

質問４　イエスの弟子たちの義は、どんな義か。

それはどういう点で律法学者たちの義にま

さっているか。

質問５　イエスは、罪人であり律法を守る力のな

い私たちになぜ律法学者たちにまさる義を

求められるのか。

まとめ

　イエスは、地上生涯の間、安息日の遵守、病人

の癒し、罪人たちとの交わりなど様々な点で律法

学者、ファリサイ派から非難を受け続けられた。

一見、自由に律法から離れて生きておられるよう

に思われたイエスであるが、それは、律法をお与

えになった父なる神の御心を完璧に理解して、そ

れに全く従順に従われた結果であった。イエスは、

ここではっきりと律法が廃止されることはない、

むしろ、それを完成するために来られたと言って

おられる。新約の恵みの時代にあっても、律法は

依然有効であり、それを守り、人にもそのように

教える者が天の国では大いなる者と呼ばれるとも

語られた。では、律法学者やファリサイ派に代表

される旧約の義と新約のイエスの弟子たちの義と

はどう違うのであろうか。旧約の義は、行いによ

る義、人間自らの力で救いを獲得するための義、

罰と滅びの影に付きまとわれる義、そしてそれだ

けでは決して救いを獲得できない不完全な義で

あった。それに対し、新約の義は、心の底からの

きよめに満ちた義、神から着せられる義、すでに

赦された者たちの喜びにつつまれた義、キリスト

の贖いによる完璧な義である。新約の救いの恵み

に与っている者たちは、キリストの優った義をい

ただいて、喜びと自由に満ちて自発的に心から神

の律法に従うべきであり、また聖霊はそうできる

ように私たちを変えてくださる。イエスは、律法

を完全に守って完璧な義を獲得してくださった。

その完璧な義に与る私たちがイエスに倣って地上

生涯を歩むのは当然のことなのである。

〈祈り〉

　神様、私たちのためにイエス様をくださって、

ありがとうございます。イエス様は、地上生涯の

間、あなたに完全に従って、私たちのために完全

な義を獲得してくださいました。私たちが無償で

その義をあなたから着せていただけることを感謝

します。その感謝と喜びに満ちて、私たちが心か

らあなたの戒めに従って歩めるよう力をお与えく

ださい。イエス様の御名によってお祈りいたしま

す。アーメン。
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1.	神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして

　主イエス・キリストによって、罪と死の中から

贖われたキリスト者には、キリストとその御霊に

よる新たな生活が始まります。信仰による救いは、

具体的な日常生活の中に、生き生きと適用されな

ければなりません。信仰生活は、「体」を用いて

生きる極めて現実性を帯びた歩みだからです。

　キリスト者の生活は、体を用いてなされる「日

常生活」と「礼拝生活」です。体に属し、体を用

い、体を通して神と隣人に出会う生活です。言い

換えれば、信仰がそのまま生活となるような、徹

底した献身の生活を、神は私たちに求めておられ

ます。もとより、信仰と生活の分離やズレに悩ま

ないキリスト者はいません。聖化の恵みは、地上

で「体」に属しつつ生きる限り、たえず途上にあ

る恵みです。すでに開始された恵みの生活は、同

時に、いまだ完成に至らないゆえの苦難と行き詰

まりを抱える生活でもあります。

　そこで、自分の体を神に献げる生活は、常に祈

りと戦いを包み込んでいます。「この世に倣って

はなりません」という切なる警告をたえず受けて

いるのです。この世は、信仰に生きるキリスト者

に襲いかかり、世と調子を合わせキリストから離

れるよう日々誘惑するからです。

　そこで「自分を変えていただく」ことが不可欠

の課題となります。キリストに属する私たちは、

もはや「自分」という砦を死守する古い生活から

解かれました。自己追及、自己実現という縄目か

ら解かれ、キリストを主とする新たな人生の意味

と目当てが生まれました。キリストの主権が、日

常生活と礼拝生活の隅々に及ぶよう、聖霊の恵み

に自分を明け渡せばよいのです。

2.	キリストに結ばれて一つの体を形作り

　キリストにある新たな生活は、個人としての献

身と共に、共同の献身という側面をもっています。

共同の献身、つまり教会を形作り教会に生きる生

活です。贖いを受け、聖霊に導かれるキリスト者

は、例外なく「キリストの体」である教会に結ば

れます。イエス・キリストは復活して天に挙げら

れましたが、地上に、ご自身の体として教会を形

成しておられます。教会は、復活昇天されたキリ

ストの恵みを映す器であり、キリストの現実を指

差し担う共同体です。すべてのキリスト者は、こ

の共同体の成員として、復活されたキリストの体

の「部分」とされています。

　キリストという体の部分として生きる私たち

は、豊かな多様性と同時に、他の共同体には見ら

れない一致へと招かれています。多様性と一致と

いう、この共同体の本質を確実なものにするには、

この共同体独自の「生の習慣」を身につけること

が必要です。その一つが、「自分を過大に評価し

ない」ことです。自分を正しく評価することは、

とても難しいことです。過大評価は、優越感と他

者への裁きとなり、過小評価は劣等感となって、

健やかな奉仕の芽を摘み取ることになるでしょ

う。この迷路に迷い込まないためには、「互いに

愛し、尊敬をもって」（10）歩む以外に確かな道

はありません。

　キリストという一つの体の「部分」として歩む

ことは、地上の信仰生活を確かで実り多いものに

する唯一の道です。教会という集いによって、励

ましと慰めを受け、何よりも御言葉と礼典の祝福

に与ります。神の栄光を現し、永遠に神を喜ぶ人

生の、もっとも確かな基礎、崩れない囲い。それ

がキリストの教会です。

　もちろん、共同体の形成には、体の他の部分を

思いやり労わる、すぐれた感覚が求められます。

礼拝と教育、伝道と相互の牧会など、キリストの

体は種々の奉仕と献身によって支えられているか

らです。この共同体に生きるには、「各自は互い

に部分なのです」という相互性を、深く学ぶこと

が大切です。一つの体を生き抜く霊的な修練を積

みましょう。互いの賜物と奉仕への愛と尊敬を育

て合うのが、教会に生きる心です。	（小野静雄）

	 9月6日	 「教会に生きる（一）」	 聖書研究

	 テキスト	 ローマの信徒への手紙　12章1～8節
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	 9月6日	 「教会に生きる（一）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問65

　　子どもカテキズム

　問65	 神さまの戒めを守ることができない罪人が、

	 	 どうして十戒を喜んで生きることができるのですか。

　　答	 聖霊なる神さまが、私たちを造り変えて主イエス・キリストと一つに結び合わせ、

	 	 	キリストの体なる教会として建て上げてくださいます。

	 私たちには、教会において、罪から救い出され、十戒を喜んで生きる道が与えられています。

　参考教理問答　ウ小教理85、ハイデルベルグ54

　かつて宗教改革者カルヴァンは、「聖化」や「敬

虔」という事柄を、決して共同体から切り離され

た個人において考えることなく、それをキリスト

の体としての教会と、その教会の肢体をかたちづ

くる者としての個々人という枠組みで考え、それ

をジュネーヴ市全体としての「共同体的聖化」と

いう形で具現化すべく改革に取り組んだ。

　この問65が指し示す十戒の戒めに従って歩む

信仰者の歩みとは、個人プレーの如き孤独なそし

て独力による歩みではなく、正しくカルヴァンが

目指したような、主の民がチームプレーを為すこ

とによって、具体的にはかしらなるキリストに結

び合わされた肢体として、その姿を具体的な地上

における教会というかたちで現してゆく歩みであ

る。

　この問答が問うている、十戒が罪人にとっての

喜びの道となるような文脈は、その罪人が教会に

こそあるキリストによる罪の赦しの福音の只中に

場所を持っていない限り、決して成立しない。問

65の答えが語っているように、罪人は教会にお

いてこそキリストによって新しく生きる者に根本

から造り変えられ、神の掟に背く者から、それに

積極的に従い行く者へと変えられて、また神様と

の交わりを失った罪人は、しかしこの教会におい

てこそ、キリストの体を織りなす大切な一部分に

組み入れられることでキリストと結合し、キリス

トから教会に注がれ、教会を建て上げる聖霊を受

け取るのである。

　教会において罪から解放され、神の御意志に

従って生きることこそ自分が真の生き方であると

知るに至った者にとっては、十戒はもはや自らを

責め立て、罪を突きつけ、喜びよりも自らの悲惨

を認識させ、悲痛に追い込むものではなくなる。

十戒は神様の御意志に従って歩むことの、その喜

びと祝福に満ちた歩みへの道を、非常に明確かつ

的確、簡潔に私たちに示してくれる故に、教会に

結ばれた者にとっては、十戒は他にはない喜びの

使信となるのである。	 （吉岡契典）



─ 99 ─

　今日の箇所には、「イエス様を信じた人たちが

どういうふうに生きるべきか」ということが教え

られています。イエス様を信じている私たちは、

どういうふうに毎日を過ごせばよいのでしょう。

　最初に教えられていることは、「自分の体を神

に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げなさ

い」ということです。これはどういう意味でしょ

うか。「体を献げなさい」ということは、心も体

もひっくるめた自分自身の全部を神様に献げなさ

いということです。イエス様の十字架によってわ

たしの罪は全部赦されたということを知ってイエ

ス様を信じた人は、イエス様に心から感謝して、

イエス様に喜ばれる人になりたいと思うようにな

ります。自分中心に自分の好きなように生きるの

ではなくて、イエス様のために、イエス様の素晴

らしさを表したいと願うようになります。そのよ

うに生きることが、自分の体を神様に献げるとい

うことなのです。そのようにして自分の全部を感

謝して献げることが神様を礼拝するということな

のです。

　それは、自分の力でできることではありません。

「神の憐れみによって」と書かれています。聖霊

なる神様が私たちの心をそのように造り変えてく

ださるのです。そして、そのようにして新しく造

りかえられた人は、毎日の生活の中で何が善いこ

とか、何が神様に喜ばれることなのかが分かるよ

うになってくるのです。私たちは毎日の生活の中

で、「どうしようかなぁ、どちらを選ぼうかなぁ」

と迷うことがありますね。そういう時は、心の中

で祈って見ましょう。「イエス様、私を正しく導

いてください」。そしてどちらがイエス様に喜ば

れることだろうかと考えて見ましょう。きっとイ

エス様は善い方にあなたを導いてくださいます。

　そして、そのようにして自分を神様にささげて

生きる人は、何よりもまず教会の中でそれぞれの

仕方で仕えあいなさい、ということが教えられて

います。イエス様を信じた人たちは、イエス様に

しっかりとつながった人たちです。でも、それは

ばらばらに一人ひとりがイエス様につながってい

るのではありません。ちょうど体には頭が一つ

あって、手や足や目や口など色んな部分がつな

がっているように、私たちはイエス様を頭として

お互いにつながっている体のようなものなので

す。みんなが学校に行って勉強するというときも、

足がさぼって歩かないと学校に行けません。手が

ノートに大切なことを書こうとしても、耳や目が

サボったら書くこともできませんね。同じように

私たちは神様からそれぞれ違った役割が与えられ

ています。私たちはそれぞれがその役割を果たし

ながら、誰かのお世話をしたり、反対に誰かにお

世話をしていただいたりして、イエス様を中心に

一緒に生きていくのです。人は一人ぼっちでは生

〔単元のねらい〕

　この単元では、クリスチャンの生活の基本は、自分なりの仕方で神様に自分自身をささげる献身であ

り、そのことを通して聖霊なる神様によって新しく造り変えていただくときに、日々の生活の中で神様

のみ心がどこにあるのかを判断することができるようになるということ。そして、何よりも、そのよう

な者として教会の中で互いにキリストの体の一部として仕えあって生きることがクリスチャンには求め

られているということを伝えたいと願います。小さな私にも、キリストの体の一部としての果たすべき

役割があることをぜひ覚えて欲しいと願っています。

「イエス様の体の一部分として」

	 9月6日	 「教会に生きる（一）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ローマの信徒への手紙　12章1～8節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問65
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きていくことはできません。イエス様を中心に、

お互いがお互いのために仕えあうときに、教会は、

イエス様の体として、イエス様に喜ばれることの

ために働くことができるようになるのです。

　そのために、小さな私たち一人ひとりも、とっ

ても大切な役目が与えられているのです。「自分

を過大評価してはなりません」というのは、「私

は何もできません」と言って遠慮しなさいという

ことではありません。お互いが体の一部分のよう

にお互いを必要としているということを忘れて、

「僕は別に人に助けてもらわなくても大丈夫だも

んね。自分で何でもできるさ」と思うようなこと

が「過大評価」なのです。

　教会の牧師先生が小さな赤ちゃんの微笑みに

とっても励まされることもあります。障がいを

持った方のお世話をすることで、逆にお世話をし

てる人のほうが沢山の恵みをいただくということ

もあります。どんなに大きく強く見える人も、誰

かの助けが必要ですし、どんなに小さく弱く見え

る人も、誰かを助けることができます。イエス様

が一人ひとりにちゃんと役割を与えてくださって

いるからです。

　「神が各自に分け与えてくださった信仰の度合

いに応じて慎み深く評価すべきです」という言葉

は、言い換えれば「信仰というはかりで計って、

自分の役割を本気で一生懸命考えなさい」という

ことです。自分というはかりで自分を計ったら、

「僕はだめだ」と思ってしまうかもしれません。

でも、イエス様を信じる信仰というはかりで自分

を計るなら、違う自分が見えてきます。自分の大

切さが分かってきます。そして僕にも、私にも、

イエス様が与えてくださった大切な役割があると

いうことを信じて、教会の中でその役割がどこに

あるのか、真剣に考えることが大切なのです。

　「誰かがやってくれる」ではなくて、「僕の役割

は何だろう」「私には何ができるだろう」と真剣

に考えて見ましょう。「イエス様に喜ばれること

のために、今僕にできること私にできることは何

だろう」といつも考えて、そのことのために一生

懸命努力できる人になりたいですね。それが自分

自身を神様に献げるということなのです。そして

教会は、そのようにしてイエス様を中心にお互い

に仕えあいながら一緒に生きていくことを学ぶと

ころ。その喜びを実際に味わうことができるとこ

ろなのです。	 （吉田　実）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙	12章1節（後半）

自分の体を神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げなさい。

これこそ、あなたがたのなすべき礼拝です。
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	 9月6日	 「教会に生きる（一）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちはイエス様を頭とする教会の一員であ

り、一人ひとりが体の大切な一部であることを知

る。

〈お話〉

　みんなは、サッカーや野球の試合を見たことが

ありますか？	サッカーや野球ではたくさんの選

手が一緒に戦っていますが、みんなが好き勝手に

プレーしているわけではありません。監督やキャ

プテンがチームのリーダーとなって、ちゃんと選

手に指示を出しているのです。チームのリーダー

は、選手のみんなのことをよく知っています。こ

の人はこれが得意だな、あの人はあれが上手に

なってきたな、というように、選手一人ひとりの

ことをよく見てよく知っているので、みんなに指

示を出すことができます。そうやってリーダーを

中心にみんなで協力していくと、良いチーム、強

いチームになっていくことができます。

　教会にもリーダーがいます。誰だと思います

か？	イエス様です。私たちの救い主となってく

ださったイエス様が、私たちの教会のリーダーで

す。イエス様も、私たちのことをとてもよく知っ

ていらっしゃいます。

　聖書には、教会は人の体のようです、と書いて

あります。リーダーのイエス様が頭で、私たち一

人ひとりが体の一部になっているのです。○○

ちゃんは右耳、○○くんは左手……というように、

みんなが集まって一つの体になっています。目・

耳・鼻・口・手・足など、体の部分はそれぞれが

違う形、違う役割をしていますが、その一つひと

つがとても大切です。私たちも、一人ひとりが違

う人間ですが、みんなが大切な一人です。誰も、

他の人の代わりにはなれません。

　サッカーや野球のチームが、みんなで力を合わ

せることで大きな力を出すことができるように、

体の部分がみんなで協力すると、体全部でめい

いっぱい動くことができます。私たちの教会も同

じです。私たち一人ひとりが力を合わせることで、

神様のためにもっともっと良い働きをしていくこ

とができます。

〈お祈り〉

　神様、私たち一人ひとりのことをよく知ってい

てくださって、ありがとうございます。私たちが

イエス様を信じて、イエス様につながっているこ

とができるように、そして、リーダーのイエス様

についていくことができるようにしてください。

イエス様のお名前によってお祈りします。アーメ

ン。

〈やってみよう〉

教会パズル

■用意するもの

　・厚紙

　・クレヨン・色鉛筆など

　・はさみ

■作り方

　厚紙に教会の建物の形を描き、切り抜く。窓やドアを描いても良い。

　切り抜いた教会の形をさらに10～15ピースに切り分ける。直線・曲線を織り交ぜて、色んな形のピー

スにする。

　一つひとつのピースの裏面に、教会に来ている人たちの名前を書き出す。子ども本人にとって身近

な　人の名前から書いていくと良い（イエス様の名前も忘れずに！）。

　バラバラにして、パズルとして遊ぶ。
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	 9月6日	 「教会に生きる（一）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　教会の一人ひとりはキリストの体の一部である

ことを、体の働きをとおして学ぶ。

〈展開例〉

１．どこがおかしい？

　孝くんは、レストランへ行きました。さっそく

注文した料理が運ばれてきました。

　孝くんのお鼻がくんくん。「おいしそうないい

匂い！」すると、孝くんのお腹がグーっとなりま

した。「お腹がすいたよ」と言っています。孝く

んの目はお料理がとってもきれいなので見とれて

います。「なんてステキなかざりつけ！」お祈り

をしてから、手でフォークを持ち、お料理を口に

もっていきました。

　でもそのとき、孝くんの口が言いました。「ぼく、

めんどくさいから、料理をかむのがいやなんだ」

孝くんは、結局、おいしそうなお料理を食べるこ

とができませんでした。

　さて、このお話は、どこがおかしいでしょう。

そうですね、私たちの体は、それぞれの働きが違っ

ていても、いつも協力し合っています。口が「今

日は疲れたからかむのはいやだ」などとは言いま

せん。手も足も鼻も目も口もそれぞれがバラバラ

ではなく、一つの体として助け合っています。

２．教会はキリストの体

　聖書には、教会はイエス様の体ですと書いてあ

ります。教会にはいろいろな人がいます。牧師先

生や教会学校の先生、オルガンをひく人、受付を

する人、お食事を作る人、お掃除をする人など、

教会にはいろいろな働きをする人がいます。働き

は違っていても、みんな神様から力をいただいて

イエス様のために働くのです。

　自分の持っている力や得意なことは、自分を喜

ばせるために与えられているのではありません。

神様が教会というイエス様の体を形づくるために

与えてくださったものです。

　教会はキリストの体なのですから、私たち一人

ひとりは、イエス様の手や足として、みんなと力

を合わせて働きます。

　小さな子どもたちも、イエス様の体の一部です。

それぞれがイエス様のために何ができるか、考え

てみましょう。

　たとえば……

　　・教会学校の礼拝で献金のお祈りをする

　　・献金の袋をまわす係

　　・食事の配膳のお手伝い

　　・掃除の手伝い

　　・おもちゃの整理整頓

　　・赤ちゃんと遊ぶ

３．「合わせ絵」をして遊ぼう！

　三人一組になって、体を完成させよう。

	 （p.103参照）
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「合わせ絵」の遊び方

3人ずつのグループに分かれる。

①紙に三つに分ける線をひく O

②最初の人がみんなに隠れて顔を描き、別の紙で隠す(次の部分が描きやすい

ようにつなぎ目の線を出して描く)

一一令

③次の人が隠れて胴体を描き、また紙で隠す

一一砂

④次の人が隠れて足を描き、できたら紙を広げてみんなで見る O

一一砂

(体の部分ではなく、眉と目、鼻、口の部分を描いて遊ぶこともできます)
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	 9月6日	 「教会に生きる（一）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　聖霊の恵みに信頼することを学ぶ

〈展開例〉

○神様の栄光をあらわすために

　主イエス・キリストは、私たちを罪と死の中か

ら贖いだしてくださり、ご自身の聖霊を与えてく

ださいました。聖霊の恵みと働きによって、私た

ちの言葉や行いをとおして、神様の栄光をあらわ

してくださるのです。

　それは、毎週の主の日の礼拝をとおしてだけで

なく、学校や家庭での日々の生活をとおして、生

活の全てのことをとおして働いてくださる聖霊の

働きです。

　そのことは、心や言葉だけでのことではなく、

「体」をとおしても、生活の隅々まで、人生のす

べての日々に働いてくださるのです。

○聖霊の恵みに信頼する

　私たちは、神様の栄光をあらわそうと、自分の

知恵や力で頑張るのではありません。すでに私た

ちのうちに生きて働いてくださっている聖霊の恵

みに謙虚に信頼することが大切なのです。

　聖霊の恵みこそ、教会に生きる私たちの力の源

です。聖霊の恵みと働きなしに、礼拝や奉仕を生

き生きと献げることはできません。

　聖霊の恵みと働きがあるので、教会の活動も、

学びや伝道も、力強く進めていくことができるの

です。

　教会に生きる私たちは、このすばらしい聖霊の

恵みに謙虚に信頼して、生活のすべてのことにお

いて、神様の御心に従っていくことができるので

す。

　教会の働きや奉仕は、自分の力や頑張りでおこ

なうものではなく、私たちのうちに生きて働いて

くださっている聖霊の恵みに助けられておこなう

のです。

　また、自分の知恵や経験よりも、私たちのうち

に生きて働いてくださっている聖霊の恵みに導か

れておこなうのです。

　ですから、自分には他の人のような力がないと

か、経験がないということで、悲しんだり悩んだ

りしなくても良いのです。まだ一度も人を乗せた

人のないロバの子でさえ、主イエス・キリストは、

エルサレム入城という大切なできごとのために用

いてくださいました。

　み言葉と聖霊をとおして働かれる主イエス・キ

リストは、私たち一人一人を用いて、ご自身の教

会を建てあげてくださるのです。

○十戒を喜んで生きる道

　神様の御心は、聖書において、特に十戒におい

て、はっきりとあらわされました。聖霊の恵みに

信頼することによって、この十戒を喜びつつ生き

ることができるのです。

　聖霊は、私たちの心の板に十戒を記してくださ

り、何が神様を愛することであるか、どれが人を

愛することであるかを、み言葉と共に示してくだ

さるからです。

　聖霊の恵みに信頼することによって、私たちの

心も体も、十戒を喜んで生きるようにされるので

す。

このことは、もともと神様に創られたときから人

間に意図されていた、人間本来の生き方、もっと

も人間として輝く、人間らしい生き方をはじめら

れるのです。

　十戒を喜んで生きることは、人が人として、い

ちばん自然で、人として活き活きと生きることな

のです。

　聖霊の恵みに謙虚に信頼して、教会につながり、

礼拝の生活を送ること、神様の御心を喜んで生き

ることこそ、神様の栄光をあらわす生き方なので

す。

〈お祈り〉

　神さま、どうかわたしたちがこれからも教会に

生きることができますように、そして十戒を喜ん

で生きるようにしてください。イエスさまの御名

によって、アーメン。
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	 9月6日	 「教会に生きる（一）」	 中学科

〈ねらい〉

　キリストにある新しい歩みとは、自分自身のた

めに生きるのではなく、神の御心を求めて生きる

歩みであるということを理解する。

教会は体に例えられているが、その類似点を理解

し、教会の中で他の兄弟姉妹と共に主に仕える上

での心構えを理解する。

〈展開例〉

質問１　自分の体を聖なる生けるいけにえとして

献げるとはどういう意味か。

質問２　この世に倣うとはどういう意味か。神の

御心をわきまえるとはどういう意味か。

質問３　自分を過大に評価するとはどういう意味

か。信仰の度合いに応じて慎み深く評価す

るとはどういう意味か。

質問４　パウロは、教会を体に例えているが、教

会の信徒と体の各部分の働きの似ている点

はどのようなところか。

質問５　あなたは、神からどんな賜物を与えられ

ているか。それをどのように教会で活かし

ているか。

まとめ

　パウロは、ここでキリストにおける新しい生活

の指針をローマの信徒たちに与えている。それは、

ひとり孤独な歩みではなく、キリストの体なる教

会に連なって神に仕える生活である。救われた者

は、もはや自分自身のために生きることなく、そ

の人生は神のために生きるものへと変えられる。

この世と歩調を合わせて、この世の人々や自分自

身を喜ばせるものを求める生活から神が喜ばれる

ものを求める生活へと変わるのである。ただし、

地上生活は、罪との戦いの中にある生活であり、

ひとりでそれに立ち向かいつつ歩むのは至難の業

である。神は、そのために、共に歩み共に支え合

う信仰の共同体を私たちのために備えられた。そ

れが教会である。教会において、信徒一人ひとり

は、体の部分のように互いに助け合い支え合う。

もし、特定の部分だけが突出し他の部分を無視す

るようなことがあれば、体は機能しなくなる。互

いに相手を認め合い、尊敬し合い、愛し合うこと

なくして、キリストの体なる教会は機能しないの

だ。そこでは、自分自身と他者の過大・過小な評

価は体の機能を損なうことにつながる。それぞれ

賜物は違えど、各人の賜物は全て神からいただい

たものであり、それらは教会で神のために働くた

めに与えられたものである。各人が、自分の賜物

も他者の賜物もありのままに評価し、認め合い、

互いに互いを必要としていることを確認しながら

互いに感謝して奉仕する時、キリストの体なる教

会は、成長していくのである。

〈祈り〉

　神様、私たちに教会を与えてくださってありが

とうございます。私たちは、それぞれ違った賜物

をあなたから与えられていますが、それは教会で

兄弟姉妹と共にあなたに仕えるために与えられた

ものです。私たちは、ともすれば高ぶって一人で

何でもできると錯覚したり、他の兄弟姉妹の働き

を軽んじたりする愚かな者ですが、互いに謙遜に

なって、認め合い、尊敬し合いながら、共にあな

たに仕えて、共に成長していくことができますよ

うどうかお助けください。イエス様の御名によっ

てお祈りいたします。アーメン。
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１	「山に登った」

　山上の説教で、イエスは「山に登られた」（5:1）

のでした。その山上の説教を皮切りに、イエスは

五つの大きな説教をしています。そしてその五つ

の大説教の結びはいつも同じ言葉で統一されてい

ます。まず、7章28節「イエスがこれらの言葉を

語り終えられると」、そして11章1節「イエスは

指図を与え終わると」、3回目が13章53節「イエ

スはこれらのたとえを語り終えると」、4回目が

19章1節「イエスはこれらの言葉を語り終える

と」、最後の5回目が26章1節「イエスはこれら

の言葉をすべて語り終えると」です。このことが

強く暗示するように、マタイ福音書はイエスの教

えを新しいモーセ五書・モーセ律法として捉えて

います。モーセがシナイ山に登ったように、イエ

スは「山に登って」新しい律法を授与するのです。

　さらに、マタイ福音書は、復活を伝えるさいに

もモーセのイメージをだぶらせています。「三日

目の朝」を描く出エジプト記19章16節以下は、「三

日目の朝になると、雷鳴と稲妻と厚い雲が山に臨

み、角笛の音が鋭く鳴り響いたので、宿営にいた

民は皆、震えた。しかし、モーセが民を神に会わ

せるために宿営から連れ出したので、彼らは山の

ふもとに立った。シナイ山は全山煙に包まれた。

主が火の中を山の上に降られたからである。煙は

炉の煙のように立ち上り、山全体が激しく震えた」

と語ります。マタイ福音書は、この「激しい地震」

と「稲妻」と「民の震え」に重ねるようにして、「三

日目の朝」の出来事を次のように語ります。「す

ると、大きな地震が起こった。主の天使が天から

降って近寄り、石をわきへ転がし、その上に座っ

たのである。その姿は稲妻のように輝き、衣は雪

のように白かった。番兵たちは、恐ろしさのあま

り震え上がり……」（28:2以下）。マタイによれば、

復活は新しい律法授与なのです。モーセ律法はイ

スラエルに「命と幸い」（申命記30:15）を与え

るためのものでした。今のわたしたちにとっては

復活を信じることこそが「命と幸い」にほかなり

ません。この復活の主イエスが、最後にもう一度

「山に登って」、わたしたちの「命と幸い」のため

に、新しいモーセとして命じてくださっているお

言葉が今日の御言葉です。

２	「天と地の一切の権能」

　「権能」と訳されている言葉は「権威」と訳さ

れている言葉と同じ言葉です。イザヤ書9章5節

に「ひとりのみどりごがわたしたちのために生ま

れた。ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。

権威が彼の肩にある」と言われていた、救い主の

「権威」です。マタイ福音書は7章29節で「権威

ある者としてお教えになった」と書いた後、一貫

して「罪を赦す権威」（9:6）、「これほどの権威」

（9:8）、「何の権威でこのようなことをしているの

か」（21:23,24,27）と、この「権威」を強調し続

けています。旧約の時代に「一切の権威」はモー

セ律法にあったように、新約の時代には「一切の

権威」は復活の主イエス・キリストにあります。

３	「世の終わりまで」

　「世の終わりまで」は、5章18節で「天地が消

え失せるまで、律法の文字から一点一画も消え去

ることはない」と言われたときの「天地が消え失

せるまで」と呼応しています。そこで「それを守

り、そうするように教える」（5:19）ことが命じ

られていたように、福音書末尾でも「命じておい

たことをすべて守るように教えなさい」と、同じ

ことが言われます。モーセが「あなたの神、主は

あなたの中から、あなたの同胞の中から、わたし

のような預言者を立てられる。あなたたちは彼に

聞き従わねばならない」（申命記18:15）と予告

していたとおり、わたしたちが「聞き従わねばな

らない」言葉です。イエス・キリストの言葉を人々

に「教える」使命がわたしたちに委ねられたので

す。	 （赤石純也）

	 9月13日	 「教会に生きる（二）」	 聖書研究

	 テキスト	 マタイによる福音書　28章16～20節
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	 9月13日	 「教会に生きる（二）」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問66

　　子どもカテキズム

　問66	 罪から救い出されるために、神さまが私たちに求めておられることは何ですか。

　　答	 イエスさまが勝ち取ってくださった祝福を与えていただくために、

	 	 教会に与えられた恵みの手段を用いて、

	 	 	イエスさまを信じ、いのちに至る悔い改めをすることです。

　参考教理問答　ウ小教理85,86、ハイデルベルグ65

　まず目が留められるべきは、問66が「神様が

私たちに求めておられることは何ですか」と問う

ていることである。ここに、神様がこの私たち人

間について求め願っておられることが示される。

これまでの問答において、人間は十戒の前に全く

の罪人であり、人間自らがその力によって救いを

勝ち取ることのできる余地はないということが確

認されてきた。よって私たちの救いについての望

みの一切は、私たちそのものの中からは発生せず、

ただ神様からのみ期待され、上からの力によって

のみ、私たちについての希望は切り開かれるもの

である。そこで神様は、問66の答えに見られる

ように、人間に主イエスが勝ち取られた救いを与

え、教会を恵みに生かし、人間に主イエスへの信

仰を与え、悔い改めへと導き、即ち命の救いに至

らしめることを、御自分の方から私たちに対して

求めてくださっている。私たち罪人たる人間を、

しかし命へと救うこと、これこそが問66によっ

て明示されている神様の御心なのである。

　人をその命の救いへと至らせるために、まず主

イエス・キリストによって打ち立てられた贖いの

御業を、そして神様は次に、キリストの救いを私

たちに当てはめるために、教会に与えてくださっ

た恵みの手段を用いてくださる。人は如何にすれ

ば命に至る信仰を与えられることができるのか、

その問いへの答えが、まさにここに語られている。

信仰が何であるのかは、教会にそれを尋ねれば、

その内容、その賜物の在りかが解るのである。命

に至る信仰を私たちに与えるという、神様の求め

を実現すべく、そこでは教会が用いられ、教会に

与えられた恵みの手段が用いられるのである。教

会には恵みの手段としての御言葉の説教と礼典が

与えられている。そして命に至る信仰は、教会に

おいて語られ、礼典を通して示される主イエス・

キリストの救いについての御言葉を聞くことで、

アーメンと言ってそれを受け入れる時に生まれる

のである。	 （吉岡契典）
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　よみがえられたイエス様は、イエス様が十字架

につけられる様子を最後まで見届けていた女性た

ちに、真っ先に現れてくださいました。そして、「ガ

リラヤに行くように。そこでわたしに会うことに

なる」とお弟子さんたちに言いなさいとおっしゃ

いました。それで、お弟子さんたちは、イエス様

のお言葉どおりにガリラヤに行ったのです。本当

なら、「イエス様は死んでしまった」とがっかり

して、とぼとぼと帰る場所であった彼らの故郷ガ

リラヤに、イエス様が先回りしてお弟子さんたち

を迎えてくださったのです。お弟子さんたちはよ

みがえられたイエス様と、ガリラヤの山の上でお

会いすることができました。それは、どれほど嬉

しかったことでしょう。

　でも、今日の箇所には意外なことが書かれてい

ます。それは、「しかし、疑う者もいた」という

言葉です。この言葉は、「しかし、彼らは疑った」

とも読める言葉です。よみがえられたイエス様を

目の前に見ながら、それでもお弟子さんたちの心

の中には疑う心があったのです。不思議ですね。

このことは、イエス様を知るということは、この

肉の目で見たり、びっくりするような奇跡を見た

りすることじゃないということを教えてくれま

す。では、イエス様を知るためにはどうすればよ

いのでしょう。

　よみがえられたイエス様は、「わたしは天と地

の一切の権能を授かっている」とおっしゃいまし

た。神様が全ての権利や力をお持ちであるという

ことは当たり前のことですね。でもイエス様はそ

れらを「授かっている」とおっしゃいました。そ

れは、一時そういう権利や力を失っておられたと

いうことです。イエス様は神様の独り子、つまり

神様でいらっしゃったのに、その神様としての力

も素晴らしさも捨てて、本当の人間となってこの

世に来てくださいました。そして、私たちの苦し

みや悲しみも全部味わわれて、そして、最後には

私たちの罪の責任を全部背負われて、私たちの身

代わりとなって十字架の上で死んでくださいまし

た。そして、私たちが後に続くことができるよう

に、死の力に打ち勝って、よみがえってください

ました。そんなイエス様が、この世界の本当の王

様として、この世界を守り導いていてくださるの

です。このことを知るだけで私たちは勇気が出て

きますね。

　そして、そのようなイエス様がお弟子さんたち

に命令をなさいました。それは、「あなたがたは

行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。

彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あ

なたがたに命じておいたことをすべて守るように

教えなさい」という命令でした。イエス様が本当

〔単元のねらい〕

　この単元では、この地上に真の人間としてこられ、人間の苦しみも悲しみも全て味わわれた後に、父

のみ心に従って十字架に死なれ、三日目によみがえられ、天に昇られ、天と地の一切の権能を授けられ

た主イエス・キリストが私たちと共にいてくださることを伝え、そして主御自身が勝ち取られた祝福を

豊かに注いでくださることを信じて、勇気を持ってイエス様に従い、子どもたちなりの仕方でイエス様

を証していく毎日の生活へと励まし送り出したいと思います。またイエス様を知るということは肉の目

で見ることではなくて、御言葉に聴き従う生活へと踏み出していくときに、いよいよ豊かにされるのだ

ということを伝えたいと願っています。

「いつも共にいてくださるイエス様」

	 9月13日	 「教会に生きる（二）」	 説教展開例

	 テキスト	 	 マタイによる福音書　28章16～20節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問66
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の救い主だということを世界中に伝えて、イエス

様を信じる人たちを起こし、教えなさいというこ

とです。

　この命令を聞いたお弟子さんたちは、一瞬頭が

くらくらして目が回るような思いがしたかもしれ

ません。お弟子さんたちはガリラヤの漁師とか、

徴税人とか、ごく普通の人たちだったからです。

そんなお弟子さんたちが世界中の人たちをイエス

様の弟子にするということは、めまいがするよう

な大きな話です。でも、イエス様は彼らにできな

いような無理な重荷を背負わされたのではありま

せん。続いてイエス様はこう言われたからです。

「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと

共にいる」。この「いつも」とは「全ての日」と

いう意味です。一日もイエス様が一緒にいてくだ

さらない日はないということです。イエス様を信

じて、イエス様に従って歩む私たちと、イエス様

はいつも、全ての日に、一緒にいてくださいます。

そして小さな私たちを通してイエス様は働いてく

ださるのです。

　やがてお弟子さんたちは分かりました。イエス

様の霊に満たされて、イエス様のお言葉に従って、

イエス様を信じて歩み始めたときに、この肉の目

で見る以上の確かさで、イエス様が一緒にいてく

ださって、守り導いてくださって、自分たちの働

きを通してイエス様を信じる人たちを起こしてく

ださるということを。ローマ帝国という強い外国

に征服されて、どこを見ても小さな弱い自分たち

には希望が見えないような中で、じつはイエス様

が本当の王様なのだということを。

　イエス様を知るということは、この肉の目で見

ることではありません。びっくりするような奇跡

を体験することでもありません。イエス様の御言

葉を信じて従っていくときに、「あぁ、イエス様

は本当に私と一緒にいてくださって、私を守って

くださるんだ。そして小さな私でも、イエス様の

ご用のために用いてくださるんだ」と分かるので

す。どんなにつらいときも、どんなに苦しく悲し

い日でも、イエス様が一緒にいてくださらない日

は一日もありません。私たちはそのことを信じて、

勇気を出して、今日もイエス様に従って行きたい

と思います。そんな私たちをイエス様は豊かに祝

福してくださって、すべての人にイエス様のこと

をお伝えするという、とっても大切な素晴らしい

ご用のために、私たちを用いてくださるのです。

	 （吉田　実）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書	28章20節（後半）

わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。
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	 9月13日	 「教会に生きる（二）」	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエス様が、私たちを伝道の働きに召している

こと、また、そのためにいつも一緒にいて助けて

くださることを知る。

〈お話〉

	みんなには、幼稚園や保育園で決められた係や

役割がありますか？	お花に水をあげたり、動物

にえさをあげたりしている人はいるでしょうか？	

みんなが交代で先生たちのお手伝いしたりするこ

とも、あるかも知れませんね。

　では、みんなが神様からいただいている役割は

何だと思いますか？	よみがえられたイエス様は、

天に戻られる前に、私たちに大切な役割をくださ

いました。それは、イエス様のことをたくさんの

人に伝える役割です。私たちのお友だちを、日曜

学校や教会に来るように誘う役割です。

　私たちは自分たちの力だけでは、神様との約束

を守ったり、神様がくださった役割を果たしたり

することができません。でも神様は、いつも私た

ちと一緒にいて、私たちを助けてくださると約束

してくださいました。

　私たちと同じ人間になってくださったイエス様

は、私たちの気持ちをとてもよく分かってくださ

います。そして、神様の子どもであるイエス様に

は、できないことは何もありません。私たちがイ

エス様のことをお友だちに話す時は、イエス様が

私たちのそばにいて助けてくださることを思い出

しましょう。

　神様は、神様のためにがんばる私たちのことを、

必ず助けてくださいます。罪でいっぱいの私たち

の心を変えてくださったのは、神様でした。同じ

ように、神様は私たちのお友だちの心も変えてく

ださるのです。

〈お祈り〉

　神様、イエス様のことをたくさんの人たちに伝

えるという大切な役割を、私たちにくださってあ

りがとうございます。私たちは自分たちだけでは

できませんが、イエス様がいつも一緒にいて助け

てくださるから、大丈夫です。イエス様のお名前

によってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

おじいちゃん・おばあちゃんへのお手紙カード

■用意するもの

　・B5あるいは A4の色画用紙

　・クレヨン・色鉛筆など

　・リボン・シール・折り紙など

■作り方

　画用紙を半分に折り、カードにする。

　カードの内側に、おじいちゃん・おばあちゃん宛の手紙を書く。日曜学校や自分のことなどについて、

　子どもたちの言葉で書けると良い。

　教会で敬老の日に関連した集会を予定していれば、案内やお誘いの言葉も書き添える。

　絵やリボン・シール・折り紙などを使って、カードを飾る。日曜学校での様子が写っている写真な

どを添えても良い。

　おじいちゃん・おばあちゃんに手渡し、あるいは、郵送する。
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	 9月13日	 「教会に生きる（二）」	 小学科下級

〈ねらい〉

　この世界の中で最も力ある方が、世の終わりま

で共にいてくださることを伝えたい。

〈展開例〉

１．共におられるという約束

　よみがえられたイエス様
さま

が天
てん

に昇
のぼ

られるとき、

素
す

晴
ば

らしい約
やく

束
そく

をしてくださいました。それはど

んな約
やく

束
そく

でしたか。

　「わたしは世
よ

の終
お

わりまで、	 　

　　

　	 　　	」

２．イエス様は本当に共にいてくださるの？

　しょうたくんはお父さんに聞きました。

　「イエス様は目には見えないんだよね。なのに

どうして僕たちといっしょにいてくださるってわ

かるの？」

　すると、お父さんは答えました。「しょうた、

電気は目にみえないよね。でも、電気製品のスイッ

チを入れるとどうなるかな。部屋に灯りがつき、

テレビが映り、電子レンジはごはんを温めてくれ

る。目には見えないけれど、電気が確かにそこに

流れていることがわかるだろう。

　イエス様の働きがその人にあらわれるとき、信

じる人と共にいてくださることがわかるんだよ。」

３．イエス様が共におられることは、どのように

してわかりますか？

①イエス様のことを考えると喜びがあふれてく

る。

②自分の中に罪があることがわかる。

③聖書のみことばが本当だと信じることができ

る。

④困ったときに、お祈りするように導かれる

⑤聖書のみことばによって力づけられる。

⑥天国（神様のいらっしゃるところ）へ行く希望

が与えられる。

⑦罪から離れる力が与えられる。

⑧正しいことができる力が与えられる。

４．あしあとの詩

　ある夜、わたしは夢を見た。わたしは、主とと

もに、なぎさを歩いていた。暗い夜空に、これま

でのわたしの人生が映し出された。どの光景にも、

砂の上にふたりのあしあとが残されていた。一つ

はわたしのあしあと、もう一つは主のあしあと

だった。これまでの人生の最後の光景が映し出さ

れたとき、わたしは、砂の上のあしあとに目を留

めた。そこには一つのあしあとしかなかった。わ

たしの人生でいちばんつらく、悲しい時だった。

このことがいつもわたしの心を乱していたのでわ

たしはその悩みについて主にお尋ねした。「主よ。

わたしがあなたに従うと決心したとき、あなたは、

すべての道において、わたしとともに歩み、わた

しと語り合ってくださると約束されました。それ

なのに、わたしの人生のいちばんつらい時、あな

たが、なぜ、わたしを捨てられたのか、わたしに

はわかりません。」主は、ささやかれた。「わたし

の大切な子よ。わたしは、あなたを愛している。

あなたを決して捨てたりはしない。ましてや、苦

しみや試みの時に。あしあとが一つだったとき、

わたしはあなたを

背負って歩いていた。」

　マーガレット・Ｆ・パワーズ作　松代恵美訳

	 太平洋放送協会発行『あしあと』より

５．「主イエスとともに」のイス取りゲーム

　『ふくいんこどもさんびか』90番「主イエスと

ともに」の歌を歌いながらイスの周りを歩き、教

師が笛をふいたら、みんな一斉にイスに座る。（イ

スは人数分より一つ少なくしておく）座れなかっ

た人はぬける。
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	 9月13日	 「教会に生きる（二）」	 小学科上級

〈ねらい〉

　いつも共にいてくださるイエス様を覚える

〈展開例〉

○主イエス・キリストと結ばれる

　教会に生きることは、主イエス・キリストにつ

ながり続けることです。自分の力で離れないよう

に、何とか頑張って、しがみつくのではありませ

ん。

　そうではなくて、主イエス・キリストのほうか

ら、私たちを招いてくださって、ご自身と結びつ

けてくださるのです。

ヨハネによる福音書15章1節から5節で、イエス

さまは、このように言われました。

　「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は

農夫である。わたしにつながっていながら、実を

結ばない枝はみな、父が取り除かれる。しかし、

実を結ぶものはみな、いよいよ豊かに実を結ぶよ

うに手入れをなさる。わたしの話した言葉によっ

て、あなたがたは既に清くなっている。わたしに

つながっていなさい。わたしもあなたがたにつな

がっている。ぶどうの枝が、木につながっていな

ければ、自分では実を結ぶことができないように、

あなたがたも、わたしにつながっていなければ、

実を結ぶことができない。

　わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝であ

る。人がわたしにつながっており、わたしもその

人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。

わたしを離れては、あなたがたは何もできないか

らである。」

　どんなに細く、短く、枯れそうな枝であっても、

幹である主イエス・キリストに接ぎ木されるな

ら、幹からの力によって、豊かに葉を繁らせ、実

を結ぶようにしていただけるのです。

　大切なことは、主イエス・キリストに繋がって

いることなのです。

　教会に生きるとは、教会の頭なる主イエス・キ

リストに結ばれて、キリストによって生かされる

ことなのです。

○教会に与えられた恵みの手段

　キリストに結ばれていることは、どのようにし

て確認することができるでしょうか。自分の信仰

の確信でしょうか。それとも、信仰的な体験でしょ

うか。そうではなく、それは、洗礼によって確か

なものとして保証されています。

　洗礼を受けるとき、その感覚をとおして、私た

ちは、自分が主イエス・キリストに結ばれている

こと、永遠の愛で愛されていることを実感するこ

とが出来るのです。

　洗礼は、一回限りのものですが、聖餐によって、

何度も何度も、いつもイエス様が共にいてくださ

ること、罪が完全に赦され、永遠の命が与えられ、

神の子とされていることを実感することができる

のです。

　さらに、教会に生きる私たちには、恵みの手段

として、み言葉が与えられています。聖霊は、み

言葉と共に働かれます。折々にかなった、み言葉

を思い起こさせてくださり、時には慰め、時には

戒め、時には励ましてくださるのです。

　そして、祈りもまた、教会に生きる私たちに与

えられた恵みの手段です。神様に祈ることによっ

て、自分の心を神様に分かっていただくだけでな

く、自分の心が変えられて、神様の御心に従って

いくことができるようにされるのです。

いつも共にいてくださるイエス様は、み言葉と祈

りと礼典をとおして、豊かに聖霊の恵みを注いで

くださいます。

○キリストの体としての教会

　私たちがキリストに結ばれるとき、私たちは

様々な違いを越えて、一つにされていきます。男

性も女性も、どの国の人も、どの世代の人も、キ

リストの体の一部です。こうして、時代と言葉を

超える神の家族の一員とされるのです。

〈お祈り〉

　神さま、どうか私たちがこれからも教会に生き

るようにしてください。イエスさまの御名によっ

て、アーメン。
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	 9月13日	 「教会に生きる（二）」	 中学科

〈ねらい〉

　イエスの大宣教命令の内容について学ぶ。

全ての権威を持つイエスの臨在と助けによって伝

道する力をいただいて私たちは伝道するのだとい

うことを学ぶ。

〈展開例〉

質問１　イエスが天と地の権能を一切授かってい

るとはどういうことを意味しているか。

質問２　イエスは、弟子たちに何をするように命

じられたか。

質問３　全ての民をイエスの弟子にするとはどう

いう意味だろうか。

質問４　イエスは昇天されて、今は肉体を取って

私たちと一緒にはおられないのに、なぜ世

の終わりまでいつも共にいると言われるの

だろうか。

質問５　あなたは、イエスのこの宣教命令に従っ

て、周りの人々に伝道しているか。できて

いないとしたら、それはなぜか。どうした

ら、できるようになるのだろうか。

まとめ

　復活されたイエスは、ここで旧約を代表する人

物であるモーセのように山に登り、弟子たちに新

しい宣教命令を与えられる。それは、全ての民を

イエスの弟子にするようにとの命令であった。具

体的には、彼らに洗礼を授け、イエスが弟子たち

に守るよう命じておいた事柄を守るように教えよ

ということであった。イエスは、全ての民が神の

福音を信じて、イエスの足跡に倣って歩むことを

望まれた。弟子たちにとって、それは簡単な命令

ではなかったが、イエスが地上の全ての権威を

持っておられること、そしてそのイエスが聖霊の

臨在という形でいつまでも彼らと共にいてくださ

ること、この約束によって彼らは奮い立ち、全世

界にキリストの福音を伝える者となった。全世界

の権威を持つお方が私たちといつも共にいてくだ

さるということは、何物も私たちを負かすことは

できないということを意味する。私たちは、必ず

勝利する。周りの人々に対する伝道は難しいかも

しれない。しかし、イエスが共にいてくださるな

ら、必ず伝道する力が与えられ、人々は救われて

いく。私たちも目に見える状況に意気消沈するこ

となく、イエスに目を注いで、弟子たちのように

大胆に伝道する者とならせていただきたい。

〈祈り〉

　神様、聖霊様のご臨在をありがとうございます。

私たちは、いつも一人ではなく、全ての権威を持っ

たイエス様と一緒にいます。たとえ目に見える状

況は、不可能のように思えても、イエス様が共に

いてくださるならば、必ず、人々の心は開かれ、

福音を受け入れるようになっていきます。どうか

私たちが目に見える状況に失望することなく、イ

エス様の臨在と助けに信頼して、周りの人々に大

胆に福音を伝える者とならせてください。イエス

様の御名によってお祈りいたします。アーメン。
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１	背景と語釈

　サマリア教においてはモーセ五書だけが正典で

すから、ダビデが「神なる主の神殿はここにこそ

あるべきだ」と言って、エルサレムに神殿建築の

場所を選んだことを記す、歴代誌上22章1節は問

題になりません。そこで、「あなたが入って得よ

うとしている土地に、あなたの神、主が導き入れ

られるとき、ゲリジム山に祝福を［……］置きな

さい」（申命記11:29）、あるいは「あなたたちが

ヨルダン川を渡ったならば、民を祝福するために、

シメオン、レビ、ユダ、イサカル、ヨセフ、ベニ

ヤミンはゲリジム山に立ち」なさい（申命記

27:12）というモーセ五書内の個所に即して、ゲ

リジム山で礼拝をしました。サマリアの女が「わ

たしどもの先祖はこの山で礼拝しました」（4:20）

と言っているのはゲリジム山のことです。それに

対して主イエスは「あなたがたが、この山でもエ

ルサレムでもない所で、父を礼拝する時が来る」

（21）と言い、その時を「まことの礼拝をする者

たちが霊と真理をもって父を礼拝する時」（23）

と言い、「今がその時である」と言われたのでした。

　「生きた水」（10）とはヘブライ語では「流水」

のことです。第二神殿時代には礼拝前の沐浴は

「生きた水」でなければならなかったことが、真

の礼拝の始まりへと話題が進む土台になってい

るようです。井戸の水は流れていませんから「生

きた水」ではありません。ですから「あなたの

方からその人に頼み、その人はあなたに生きた

水を与えたことであろう」とあるのは、「その人」

は「井戸の水ではなく」生きた水を与えたこと

であろう、という対比です。それは「この水を

飲む者はだれでもまた渇く。しかし、わたしが

与える水を飲む者は決して渇かない」という対

比を準備するものです。そして「わたしが与え

る水はその人の内で泉となり、永遠の命に至る

水がわき出る」とあるのも、生きた流水だから

井戸水ではなく「泉となり」、永遠の命「へと流

れ込む」水というイメージです。

２	御言葉をていねいに聞くこと

　このサマリアの女の人生はなかなかうまくいか

ない人生だったようです。そのはてに、彼女はす

さんだような気持ちになっていたかもしれませ

ん。しかし、主イエスは狙い澄ましたように、そ

の彼女に話しかけてくださいました。私たちの人

生にも、なかなかうまくいかないときがあり、気

持ちがすさんでくることもあるでしょう。しかし

そのようなときこそ、まず語りかけてくださる主

イエスの御言葉に心を込めて耳を傾けることで

す。そのとき、主イエスは私たちの苦しい状況を

完全に射抜くような御言葉をくださるでしょう。

そして、私たち自身の心の、主イエスに対する飢

え渇きを知らせてくださるでしょう。そのとき、

私たちは「わたしにもその水をください」と主イ

エスに向かって一歩を踏み出すようにして、求め

ることができるようにされます。

　「求めよ」と言われても私たちはなかなか自分

自身の本当の魂の求めを明らかにすることができ

ません。しかし、礼拝においていつも主イエスの

方から語りかけてくださる御声にていねいに耳を

傾けるとき、主の方から私たちの本当の求めを明

らかにしてくださり、求めることができるように

してくださり、そして与えてくださるのです。

　そのようにして私たちは、礼拝における主イエ

スとの魂の会話こそ、尽きることのない命の泉で

あることを知ります。それが霊と真理をもってす

る礼拝にほかなりません。イエス・キリストの到

来とともに、そのように「礼拝する時」が来まし

た。そして今や、私たちが礼拝に集うそのたびに、

主イエスは「今がその時である」と言ってくださっ

ているのです。いつも礼拝の中で新しく主イエス

に出会い、あふれるような霊の水をいただいて、

神のみ前に立ち帰りたいと思います。

	 （赤石純也）

	 9月20日	 「信仰と悔い改め」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨハネによる福音書　4章1～30節
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	 9月20日	 「信仰と悔い改め」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問67

　　子どもカテキズム

　子どもカテキズム

　問67	 信仰と悔い改めとは何ですか。

　　答	 聖霊のお働きによって与えられる、救いの恵みです。

	 イエスさまを救い主として受け入れ、信頼することと、

	 	 	罪を認め、罪を憎み、神さまに向かって歩むことです。

　参考教理問答　ウ小教理86、ハイデルベルグ60

　信仰とは何かを問うこの問いに対して、それは

「聖霊のお働きによって与えられる、救いの恵み」

であると言われている。信仰とは「救いの恵み」

なのであって、それは私たちが自力で獲得してい

く類のものではなく、上から与えられる賜物であ

る。

　そして、その信仰の内容とは、聖書が語ってい

る内容を信じ受け入れること、即ち他の何事でも

なく、ただイエス・キリストという方を自分の唯

一の救い主と信じ受け入れることである。このキ

リストへの信頼を欠く信仰は、聖書においては想

定され得ないものであり、キリスト以外の何者に

ついても、たとえその対象をどれだけ熱心に受け

入れようとも、それは聖書的救いとは関係のない、

従って救いとは関係のない事柄となってしまう。

　また、この問いの答えには「信頼」という言葉

が含まれているように、信仰とは、イエス・キリ

ストを自分の唯一の救い主として知るということ

に留まるものではなく、キリストを信頼し、キリ

ストと人格的に出会い、彼に全面的に依り頼み、

自らを委ねるというところまでを含んだ、自らの

生涯と人格の全体を左右する事柄である。

　そして、答えの後半部に記されている「悔い改

め」ということもまた、聖霊なる神の導きによる

救いの恵みである。そしてこれによって、「罪を

認め、罪を憎み、神さまに向かって歩むこと」と

あるように、これは「改心」という意味の振り返

りではなく、「回心」という言葉によって表現さ

れる、これまでの歩みからの訣別であり、神さま

に向かっての生き方の全面的方向転換を意味して

いる。そしてこの意味において、悔い改めは信仰

が必然的に生み出す神様への方向転換であると共

に、その際に神様から与えられる上からの賜物で

あると言うことができる。信仰による悔い改めは、

一回的なものではなく継続的な営みである。私た

ちが地上にある限り、悔い改めの歩みは止むこと

がなく、そこにある霊的渇望と共なる豊かな満た

しが、信仰者の歩みを前に推し進めると同時に支

え続けるのである。	 （吉岡契典）
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　イエスさまは、その日もまたお弟子さんたちと

いっしょに、いっしょうけんめい、伝道の旅を続

けていました。イエスさまは、とっても疲れてお

られました。弟子たちは、イエスさまをひとり、

井戸のほとりに残して、町に買い出しに出かけま

した。

　そんな真昼間に、ひとりのサマリアの女の人が、

水を汲みに来ました。イエスさまは、すぐに、「す

みません。その桶で、水を汲んで、私にも飲ませ

てくださいませんか。」とお願いされました。女

の人は、びっくり。「ユダヤ人のあなたが、サマ

リア人のわたしに、しかも女のわたしに声をかけ

るなんて！」すると、イエスさまは、またまた、

女の人を驚かせます。「残念ですね。わたしが誰

なのか知っていたなら、あなたの方から、わたし

に、水をくださいと頼んだでしょうね。そうした

らわたしは喜んで、あなたに生きた水を与えるは

ずですよ。」サマリアの女性は、ますます怪しい

目つきで、イエスさまを見ます。「いきなり、何

を偉そうに言うの。水をくださいって言っておき

ながら、今度は、水をあげるだなんて！おかしな

ユダヤ人！」そしてこう言い放ちました。「あな

たは、あのヤコブよりも偉いのですか？そんなは

ずないじゃないですか！」するとどうでしょう。

イエスさまは、宣言されます。「この井戸水を飲

んだら、また喉が渇くようになります。でも、わ

たしが与える水を飲むなら、渇きません。それば

かりか、その人の中に、泉となって、しかも永遠

の命に至る水がわきでるのです。」

　ここまで会話を進めて、ついに、この女性は、

イエスさまのことを、もしかするとおかしな人で

はないのかもしれないと思い始めます。でもまだ

よく分からないのです。まだ半分、からかい気味

に、言います。「こんなところまで汲みに来なく

ても済むのでしたら、その水をくださいません

か。」するとどうでしょう。いきなりこう仰います。

「あなたの夫を呼んできなさい。」彼女は、正直に

答えます。「夫なんかいません。」すると、さらに

イエスさまは、仰います。「あなたには五人の夫

がいたが、今、一緒に暮らしている男性は、結婚

しているのではないからね。」この女性がどのよ

うな人なのかを言い当ててしまわれました。

　とうとう、この女性は、イエスさまのことを神

さまから遣わされた神さまの言葉を語る人だと認

〔単元のねらい〕

　敬虔主義の伝統にある教会は、悔い改めの「体験」を重んじる。これまで犯して来た罪とその行いを、

十字架のイエスさまの前に、ひとつ一つ告白し、悔い改めるように導く。時に、具体的な償いや謝罪を

も求める。そのようにして、主イエスの赦しの確信へと導こうとする。そこでの一回限りの体験が生涯

にわたって重んじられるのである。また、この二つを分けて取り扱おうとするきらいもある。私どもは、

この二つを並置して取り扱う。一回限りの体験を決して軽んじはしないが、むしろ、生涯にわたる深化

を祈り求めて行く。

　契約の子どもたちにとっては、いつどこでそのような体験を持ったのか、不明である場合が多い。彼

らにもまた、この厳かな体験が起こることを祈り求めよう。しかし我々は、主の日の礼拝式の体験を中

心にして、日ごとに確かなものとなることを確信して、彼らに向き合う。そのとき、何よりも問われる

のは、教師自身が、この経験を深めているかどうかである。

「水がめを置いたまま」

	 9月20日	 「信仰と悔い改め」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネによる福音書　4章1～30節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問67
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めます。それでもまだ、サマリア人の誇りにこだ

わります。「ユダヤ人たちは、エルサレムで礼拝

するべきだと言っていますが、わたしたちは、目

の前にそびえるこの山で礼拝してきましたよ。」

そのとき、イエスさまは、ずばり、いちばん大切

なことを仰います。「わたしを信じなさい！神さ

まは、心からの正しい礼拝をささげる人をお求め

になっておられます。」彼女も、心が激しくゆさ

ぶられました。「こんな、わたしだって、キリス

トと呼ばれる救い主が来られることを知っていま

す。そのすばらしいお方が来られた時には、わた

したちにすべての真理を教えてくださるのです。」

イエスさまは、ここでもう一度、いちばん大切な

ことを宣言されました。「救い主。それは、あな

たと話をしているこのわたしのことなのです！」

　イエスさまは、本物の人間ですから、体も疲れ、

お水も飲まなければ、動けないときがあります。

けれども、イエスさまは、本物の神さまですから、

サマリアのこの女性をどうしてもお救いになろう

と、ギラギラした太陽よりも、もっと熱くなって、

この人を神さまの救いに導こうとされるのです。

ですからイエスさまの方から、この女性に声をか

けます。「救ってあげましょう」ではなく、「お水

をください！」と頼むのです。この女性だって、

お水がどれほど大事かは、よく分かっています。

だから、知らない人であっても、水を汲んであげ

ようとしたのだと思います。

　実は、この女の人は、皆から、悪口を言われて

いました。「あんなふしだらな女は、嫌だね」でも、

自分でも自分をどうすることもできません。皆と、

特に、同じ女性に会いたくないので、いちばん暑

いお昼にお水を汲みに来るのです。とても孤独で

す。でも、イエスさまはそんなこの人のことをな

にもかもご存じだったのです。だから、「このまま

では、ダメ。このままでは、神さまの救いから離

れて、干からびてしまう。死んでしまう。」そうお

考えなのです。体にとってお水なしには、生きら

れません。しかし、人間にとって、お水よりも大

切なことがあることを教えてくださいました。

　さて、この女性は、イエスさまにお会いしてど

うなったのでしょうか。それが今朝、皆さんと一

番、考えたいことです。この女性は、今、水を汲

みに来たはずなのに、おけを置いて、町に戻って

行きました。町には、自分のことを悪く言う人た

ちがいます。彼らに会いたくないから、一番暑く

て大変なとき、たった一人で井戸のほとりに来た

のです。ところが、町の人たちに、救い主が来ら

れたと告げに行くのです。今や、彼女は、お水よ

り大事なものを発見したのです。それほどすばら

しいものを頂いたからです。

　この女性は、イエスさまに出会って、たちまち

変わってしまいました。イエスさまを信じたら、

これまでの生き方、生きる方向が変化したのです。

180度、方向を変えました。生きる方向を変える

ことを悔い改めると言います。自分を第一に、自

分を中心に、自分を優先することしか知らない生

き方から、神さまを第一に、神さまを中心に、神

さまを優先する生き方に、解き放たれたのです。

心の中に、神さまから与えられる命の水が注がれ

たのです。もう、空しくなくなっているのです。

イエスさまで心が満たされたからです。

　今、僕たち私たちの目の前にも、聖霊なる神さ

まがいらっしゃいます。つまりイエスさまがおら

れます。このイエスさまを信じましょう。必ず、

古い自分から新しい自分へと変えられます。イエ

スさまを信じることと悔い改めることは、一生涯、

続き、どんどん、成長します。その為に、イエス

さまが今朝、サマリアの女性に教えてくださった

ことを、決して忘れたくありません。礼拝するこ

とです。今、人間にとって、いちばん大切なこと

を、皆さんと一緒にしているのです。なんと幸せ

なのでしょうか。神さまに心から感謝します。

	 （相馬伸郎）

　〔今週の暗唱聖句〕使徒言行録	20章21節

神に対する悔い改めと、わたしたちの主イエスに対する信仰とを、

ユダヤ人にもギリシア人にも力強く証ししてきたのです。
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	 9月20日	 「信仰と悔い改め」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちは、聖霊によってイエス様を信じる心が

与えられ、神様に従う者へと変えていただけるこ

とを知る。

〈お話〉

　みんなの好きなテレビ番組は、何ですか？	み

んなは、どんなヒーローが好きですか？	アンパ

ンマンやプリキュアが好きな子、ウルトラマンや

シンケンジャーが好きな子もいますね。テレビに

出てくるヒーローは、みんな強くて、悪い人をやっ

つけることができて、とってもかっこいいですね。

でも、そんな強くてかっこいいヒーローたちも、

最初から強かった人たちばかりではありません。

変身をしたり、どこかから特別な力をもらったり

して、魔法やすごい技のできる強いヒーローにな

れるのです。

　聖書にも、変身をした人のお話が出てきました。

この女の人は、アンパンマンのように悪い人たち

をやっつけられるヒーローになったわけではあり

ませんでした。でも、イエス様に出会って、イエ

ス様が救い主であることを信じたときに、全く別

の人のようになりました。聖霊の神様が、この女

の人にイエス様を信じる心をくださり、イエス様

に従う人へと変身させてくださったのです。

　テレビのヒーローたちが変身をして強くなった

ように、聖霊の力が私たちのことを強くしてくだ

さいます。私たちはイエス様を信じるから、強い

のです。私たちはイエス様に頼るから、強いので

す。聖霊の神様は、私たちがイエス様を信じられ

るように、イエス様に頼ることができるように、

そして、イエス様に従うことができるようにして

くださいます。聖霊の神様が、私たちを変身させ

てくださるのです。

〈お祈り〉

　神様、私たちがイエス様を信じて、イエス様に

従っていかれるようにしてくださって、ありがと

うございます。聖霊の神様が、私たちを変身させ

てくださいます。これからもイエス様を信じて、

イエス様に頼れるようにしてください。イエス様

のお名前によってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

イエス様に頼って立ち上がろう

■用意するもの

　なし

■やり方

　二人一組で、背中合わせになって床に座る。できるだけ、体格の近い子同士がペアになるようにする。

　背中をくっつけて、お互いの腕を組む（自分の右腕と相手の左腕、自分の左腕と相手の右腕を組む）。

　背中合わせに腕を組んだままで、立ち上がれるか試してみる（しかし、腕を組んでいると立ち上が

ることができず、そのまま自分の足で立ち上がろうとすると腕がほどけてしまう）。

　今度は、「自分の足で」立ち上がろうとするのではなく、腕を組んだまま「相手によりかかりながら」

立ち上がってみる（お互いに、背中に体重をかけ合いながら、よりかかり合う方が上手く立ち上がる

ことができる）。

　最後に、私たちも自分の力で何とかしようとするよりも、イエス様に依り頼んだ方がすべてのこと

が上手くいくことを伝える。
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	 9月20日	 「信仰と悔い改め」	 小学科下級

〈ねらい〉

　サマリアの女は、飲んでもまた渇く水ではなく、

永遠の命に至る生きた水を求める者へと変えられ

た。私たちも生ける水を求める者となろう。

〈展開例〉

１．いのちを守るたいせつな水

　暑いとき、のどがカラカラになったことがあり

ますか。そんなとき、もし、飲む水がなかったら

どうですか。普通、人間は、食べ物がなくても一ヵ

月は生きていられるそうですが、もし水がなかっ

たら、五、六日しか生きることができないそうで

す。

　イエス様もずっと歩き続けてきたので、のどが

カラカラでした。そこへサマリアの女の人が井戸

に水をくみにきました。そのころは水道はありま

せんから、地面に穴を掘って作った井戸から水を

くむのです。

２．二つの水

　ここには二
ふた

つの水
みず

がで出てきます。一
ひと

つはのど

が渇
かわ

いたときに飲
の

む水
みず

、もう一
ひと

つはイエス様
さま

がく

ださる水
みず

です。次
つぎ

のうちイエス様
さま

がくださる水
みず

に

○をつけましょう。

　（　）	飲
の

んでしばらくするとまたのどが渇
かわ

く

　（　）	一
いち

度
ど

飲
の

むと、いつまでも渇
かわ

かない

　（　）	井
い

戸
ど

や水
すい

道
どう

のじゃぐちから飲
の

む

　（　）	永
えい

遠
えん

のいのちへの水
みず

	

　（　）	次
つぎ

から次
つぎ

へとわいてくる生
い

きた水
みず

３．イエス様がくださる水を飲むとは？

　「いのちの水」を飲むとは、永遠の命を与えて

くださるイエス様を信じることです。

　このサマリアの女の人も、イエス様と話してい

るうちに、この「いのちの水」がほしくなりまし

た。この女の人はみんなから嫌われるような悪い

ことをしていたので、いつも心の中がさびしく、

悲しい気持ちでいっぱいでした。でも、そんな自

分のしてきたことをイエス様に全部言い当てられ

て、イエス様こそ、心を満たしてくださる救い主

にちがいないと思いました。女の人の心に喜びが

泉のようにわきあふれました。

４．イエス様との出会いによって変えられる

　この人は、今まで人に会うのが嫌だったのに、

うれしくて、もうじっとしていられなくなりまし

た。みずがめをそこにおいて、「イエス様は救い

主です」とみんなに知らせに行きました。それを

聞いてたくさんの人がイエス様を信じました。

　イエス様は私たちにもいのちの水を飲んでほし

いと願っておられます。イエス様に自分の罪をわ

からせていただき、「いのちの水」をくださいと

イエス様のところに行きましょう。

イエス様を信じるとき（いのちの水を飲むとき）、

この女に与えられたように、いつまでもなくなら

ない、「いのちの水」をいただくことができます。

５．紙粘土でみずがめを作ろう

　紙粘土、空き瓶、タイル（ビーズ）、粘土板、ラッ

プの芯、ヘラを用意。

　①粘土を瓶の大きさに合わせ、ラップの芯で8

㎜の厚さに伸ばす。

　②粘土を空き瓶に巻きつけ、余った粘土を瓶の

口に飾りつける。（取ってをつけてもよい）

　③タイルやビーズを埋め込み、乾燥させる。
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	 9月20日	 「信仰と悔い改め」	 小学科上級

〈ねらい〉

　罪を認め、神様に向かうことを学ぶ

〈展開例〉

○主イエス・キリストを信じる信仰

　私たち人間は、聖霊なる神様の働きがなければ、

どの人も、主イエス・キリストを信じるようには

なりません。主イエス・キリストを信じたいとい

う心も、自分の内側から自然におきることはあり

ません。そしてまた、私たちの力で他の人の心に

起こさせることもできないものです。それはただ、

聖霊なる神様によって、私たちの心のうちに与え

られるものなのです。

ですから信仰は、神様からの深い恵みです。神様

からの賜物です。（エフェソ2章8節）

　このように、まず、神様からの先立った働きが

あり、それに応えて人間の応答が生まれるのです。

そして信仰は、まず福音を聞くことから始まりま

す。「信仰は聞くことによるのであり、聞くこと

はキリストの言葉から来るのである」（ローマ10

章17節）

　ですから、主イエス・キリストを正しく理解す

ることが大切です。正しくイエス・キリストを知

るためには、「聖書だけ」から、福音を知るとい

うことです。

○信仰の二つの面

　信仰は、二つの面を持っています。それは、「正

しく神様を知ること」と、「正しく神様を信頼す

ること」です。

　聖書による「正しい知識」をもたないまま、た

だ信しんじるといっても、それはまちがった信仰、

つまり、迷信となって、信仰の純粋さを失ってし

まいます。

　反対に、どんなに「正しく神様についての知識」

を持っていても、「神様に信頼すること」がなけ

れば、それは情報だけで、信仰ではありません。

　聖霊なる神様は、み言葉と祈りによって、「正

しく神様を知ること」と、「正しく神様を信頼する」

信仰の二つの面をバランス良く導いてくださいま

す。

○命に至る悔い改め

　み言葉を聞き、聖霊が心に働かれると、心に罪

の自覚が与えられます。聖霊によらなければ神様

に対して自分が罪人であることを自覚したり、神

様の刑罰を恐れる心は起こらないのです。

　讃美歌239番の1節の歌詞は、このように書か

れています。

　「さまよう人々、たちかえりて、

　あめなる御国の　父をみよや。

　　罪とがくやめる　こころこそは、

　　父より与うる　たまものなれ。」

　主イエス・キリストを信じる信仰が与えられる

と、神様の愛と恵みを理解できるようにされます。

それによって、それまで気づかなかった自分の罪

に気づくようになるのです。

　そして、罪は悲しく憎むべきものという自覚が

起きてきます。罪を自覚させられたときに大切な

ことは、その時こそ、自分の罪のために十字架に

かかってくださった主イエス・キリストを信じ

て、受け入れることです。

　罪に死に、義に生きる新たな決意をして、新し

い心でイエス・キリストを「主」と告白して、主

イエス・キリストに従っていきます。これが命に

至る悔い改めです。

　これからは、み言葉に従い、罪を背にして神様

に向かって歩んでいきます。今までの罪の歩みか

ら方向転換をして、神様との新しい交わりに生き

る歩みを始めます。罪と戦いキリストに仕える生

き方です。

〈お祈り〉

　神さま、どうか私たちがこれからも主イエス・

キリストを信じ、罪を悔い改めて、教会に生きる

ようにしてください。イエスさまの御名によって、

アーメン。
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	 9月20日	 「信仰と悔い改め」	 中学科

〈ねらい〉

　信仰が聖霊の働きによって与えられる救いの恵

みであるということを理解する。

悔い改めとは、どういう事かを理解する。

〈展開例〉

質問１　イエスは、サマリアの女に何を求められ

たか。サマリアの女はそれに対して何と答

えたか。

質問２　イエスは、サマリアの女に御自分が与え

る生きた水について語られたが、この生き

た水とは何を指しているか。

質問３　イエスが言う、霊と真理を持ってするま

ことの礼拝とは、どういうことを指してい

るか。

質問４　サマリアの女によると、キリストと呼ば

れるメシアはどんな方か。

質問５　他の人々を避けて真昼に水を汲みに来た

はずのサマリアの女は、なぜ水がめを置い

て町の人々にイエスのことを教えに行った

のか。彼女の心はどのように変化したと思

うか。

まとめ

　イエスは、ユダヤからガリラヤへ抜けられる途

中で、サマリアのシカルの井戸端に腰を下して休

まれた。そこへ水を汲みに来たサマリアの女に水

を所望される。ユダヤ人とサマリア人は犬猿の仲

ゆえ彼女はそれを断るが、イエスは、逆に彼女に

御自分が与える生きた水について語られる。生き

た水とは、イエスを信じる者に与えられる聖霊の

ことで、この方によって私たちは、神の御言葉に

ついて理解し、神と交わりを持つことができる。

この方が内在される時、神から離れて渇ききった

私たちの心は、泉の水を飲んだ時のように豊かに

潤される。その後、礼拝する場所について話題が

移るが、イエスは、礼拝する場所はゲリジム山で

もエルサレムでもないと語られる。新約時代の私

たちは、自分の内に聖霊をいただき、同じ信仰を

持つ兄弟姉妹たちと共に教会で礼拝をする。聖霊

の力によって導かれ、御言葉を通して教えられる

このような礼拝がまことの礼拝である。サマリア

の女は、イエスの言葉に驚いて、約束のメシアは

あなたなのかと問う。メシアは一切の事を知らせ

てくださる方で、この方が来る時イスラエルに救

いがもたらされると彼女も知っていた。イエスが

御自分がメシアであると言われると、彼女は汲ん

だ水も放り出して町の人々にメシアの到来を知ら

せに飛んでいく。自分の悪口を言う人々を避けて

真昼に水を汲みに来たはずの彼女が、自ら人々の

所に飛んでいく様は、イエスの言葉を信じて彼女

の中に生きた水が注がれ、彼女の心が変えられた

ことを生き生きと表している。私たちもサマリア

の女のように生きた水をいただいて変えられ、主

の福音を大胆に人々に告げ知らせる者とさせてい

ただきたい。

〈祈り〉

　神様、聖霊様を私たちの内に与えてくださって、

ありがとうございます。私たちが、いつも聖霊に

従って、御言葉を深く悟り、罪を悔い改め、心か

ら神様を礼拝し、サマリアの女のように大胆に

人々に福音を告げ知らせる者とならせてくださ

い。イエス様の御名によってお祈りいたします。

アーメン。
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	 9月27日	 「恵みの手段」	 聖書研究

	 テキスト	 使徒言行録　2章42～47節

１	大きな流れ

　42節の「彼ら」とは、前節の「ペトロの言葉

を受け入れた人々」、つまり教会が行った最初の

説教を聞いた「天下のあらゆる国から帰ってきた」

「大勢の人」のうち、御言葉を受け入れて洗礼を

受けた「三千人ほど」の人たちです。イエスを「あ

な た が た が 十 字 架 に つ け て 殺 し た の だ 」

（2:23,2:36）と告げる説教を聞いた人々は「心臓

を刺し貫かれ（原文直訳）」、「わたしたちはどう

したらよいのか」（2:37）というところに追い詰

められました。

　このことを、ルカは主イエスご自身のお言葉の

実現として描いています。つまり主イエスは、ア

ベルの血からゼカルヤの血に及ぶ罪なき血につい

て「今の時代の者たちがその責任を問われる」こ

とを二度繰り返して（ルカ11:50,51）おられま

した。そして十字架裁判の時、それが罪なき血を

流すことになることをピラトが三度繰り返して強

調するのです。つまり「わたしはこの男に何の罪

も見いだせない」（ルカ23:4）、「訴えているよう

な犯罪はこの男には何も見つからなかった……こ

の男は死刑に当たるようなことは何もしていな

い」（23:14-15）、そして「三度目に」（23:22）、「こ

の男には死刑に当たる犯罪は何も見つからなかっ

た」と告げていたのでした。主イエスを十字架に

付けるという、罪なき血を流してしまったことの

「責任を問う」ための伏線です。それはアベルの

血を流してしまったときカインが「わたしの罪は

重すぎて負いきれません」（創世記4:13）と言っ

ていたように、重すぎて負いきれない罪です。

　それほど重い責任を、「今の時代の者たち」に

問うと主イエスが言っておられたとおりに、ペト

ロは説教をしました。「あなたがたが十字架につ

けて殺したのだ」。このように迫られた人々が「わ

たしたちはどうしたらよいのか」と言ったとき、

人々は皆、「わたしの罪は重すぎて負いきれませ

ん」というカインになったのです。本当にどうし

たらよいのか。ペトロはそこに高らかに福音を告

げ知らせました。「悔い改めなさい。めいめい、

イエス・キリストの名によって洗礼を受け、罪を

赦していただきなさい」（2:38）。「重すぎて負い

きれない」罪に対してその「赦し」が告げられる

のです。それはとりもなおさず「邪悪なこの時代

からの救い」（2:40）でした。主イエスは邪悪な

この時代に「責任を問う」と言われていたのです

が、そこから救い出されたということは、もはや

罪の責任を問われないということです。この福音

を受け入れることによって「三千人ほど」が罪を

赦され、救われたのでした。

２	救われた者の教会生活

　罪赦され、救われた者の喜びはどのような「熱

心」となって現れたのでしょうか。それは「使徒

の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈るこ

と」の熱心となって現れました。これこそ教会の

誕生の出来事です。「使徒の教え」とは御言葉です。

「相互に交わりパンを裂くこと」とは聖餐式です。

つまり御言葉と聖餐と祈りが、教会を教会にする

本質です。この教会の「仲間に加わる」（41）こ

とは、「洗礼を受ける」（41）ことであり、「洗礼」

と「聖餐」は新約の「礼典」ですから、これは「御

言葉」と「礼典」と「祈り」という三つにまとめ

ることができます。罪赦され、もはや罪の責任を

問われないという、普通では考えられない恵みに

あずかった私たちにとって、救いの喜びは教会生

活の熱心となって現れます。救われた私たちに、

なおも恵みを与え続けてくださる神を、いつも生

き生きと感じながら、感謝と喜びの教会生活を送

りたいと思います。	 （赤石純也）
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	 9月27日	 「恵みの手段」	 カテキズム研究

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問49、50

　　子どもカテキズム

　問68	 恵みの手段とは何ですか。

　　答	 御言葉と礼典とお祈りです。

	 父なる神さまは、聖霊のお働きによって、特にこの三つを通して、

	 	 	私たちに、イエスさまがいっしょにいてくださることを信じさせてくださいます。

	 こうして、私たちはイエスさまと一つに結び合わせられ、

	 	 キリストの体なる教会として建て上げられます。

　参考教理問答　ウ小教理88、ハイデルベルグ65

　この問68の答えは、しばしば教会の標識、す

なわち教会が教会であるために欠かせないしるし

であると言われる。つまりこれらのことを通して

こそ教会は教会たり得るのであり、教会とは何か

という問いに答えるところの、教会の本質論がこ

こに語られているととることができる。

　教会で行なわれることの主たるものは、御言葉

の説教と、洗礼・聖餐による礼典の執行と、神を

中心に据えた祈りの交わりであり、それらが「恵

みの手段」という言葉で総括されている。つまり

この「恵みの手段」という言葉が示している通り、

教会の中で行なわれることは、神様が私たちに恵

みを注いでくださる手段となっているのであっ

て、私たちが教会に行く理由は、根本的に義務や

強制ではなく、神様が私たちに恵みを与えてくだ

さるために、招きの中に入ることであり、恵みの

付与にあずかるために、私たちは教会に行き、そ

して教会はそのことのために建てられているので

ある。その恵みの手段は、もちろん他にも多くの

事柄を考えることが出来るが、主として御言葉と、

礼典と、祈りであると言われている。

　まず御言葉とは、最も大切で重要な恵みの手段

である。御言葉によって、私たちは神様がどのよ

うなお方であり、何を求めておられるのかを知る

ことができ、それが解らなければ、信仰の成立す

る基盤がなく、続く礼典も祈りも考えることさえ

できない。御言葉を通して語られている恵みと真

理をより確かなものとするために、礼典と祈りは

あるからである。この御言葉は、聖霊なる神の助

けの中で、私たちの魂と命の糧となる。

　次に礼典とは洗礼と聖餐のことであり、これは

キリストによって制定され、命じられた、恵みと

祝福が確かに神様から与えられていることの、目

に見える証印である。

　そして祈りとは、罪人であり神の御前に近付き

得ない者となった私たちに対して、神様が恵みに

よって与えてくださった、恵みの交わりの場所で

あり、祈りは私たちにとって不可欠な、恵みによっ

て養われつつ歩むための大切な恵みの手段なので

ある。聖書には私たちが常に祈るようにと勧めら

れているが、それは祈りを通して神様との交わり

を常に保つことなしには、私たちは何一つ為しう

る事柄を持たないからである。	 （吉岡契典）
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〔単元のねらい〕

　私ども罪人は、神の聖なる怒りとのろいを受けるべき存在です。ところが、神の聖なる愛は、御子と

そのみ業を通し、ご自身の恵みによって、信仰と悔い改めへと導き、お救いくださいます。奇跡のよう

な出来事です。父なる神の御子による救いは、一方的なのです。救われた者は、成長へと駆り立てられ

ます。父なる神は、聖霊を通して、成長させてくだいます。その方法は、奇跡的な仕方ではなく、恵み

の外的手段と呼ばれる「御言葉・礼典・お祈り」によって、なしてくださるのです。ここに信仰教育の

課題と責任が生じます。子どもたちもまた、この道にのっとって、その信仰を養い、成長させて行くこ

とが、私どもの基本線です。契約の子や地域の子たちを、「主日の礼拝」における御言葉と祈り、そし

て毎日の「いのちのパン」へと励ましましょう。

「成長させてくださる神さまとその方法」

	 9月27日	 「恵みの手段」	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録　2章42～47節

	 カテキズム	 	 子どもカテキズム　問68

　この日曜日も、愛する皆さんと一緒に、礼拝を

ささげることができることを、心から嬉しく思い

ます。先週の一週間、この日を目指して、外でお

仕事をしたり、家庭のなかで働いたりしてきまし

た。今朝、このように元気に、皆さんと礼拝がで

きることを、心から神さまに感謝します！

　僕たち私たちは、なぜ、今朝、神さまの教会、

イエスさまの教会に来ることができたのでしょう

か。それは、天のお父さまが、僕たち私たちの名

前を、一人ひとりの名前をお呼びくださったから

です。「○○ちゃん、あなたはわたしの子どもです。

神さまの子どもです。日曜日は、イエスさまの復

活されたお祝いの日、神さまを礼拝しに教会にい

らっしゃい。」このように、神さまにお招きを受

けないと、教会には来れなかったはずです。

　もしかするとこのように考えるお友だちはいま

すか？　「先生、わたしは今日も、自分の力で来

ました。自分で、起きて、自分で支度をして来ま

した。」とってもすばらしいですよね。日曜学校

が大好きなお友だちは、本当にほんとうにうれし

いです。神さまも大喜びしておられます。あるい

は、こんな風に考えるお友だちおいるかもしれま

せん。「先生、わたしは今日も、お父さんとお母

さんに、『早くはやく』と言われて、連れてきて

もらっただけです。ほんとは、もうちょっと、お

寝坊したかったんだけどなぁ」

　確かにそのように思う気持ちはわかります。確

かに先生も、神さまからのお招きの声を、この二

つの耳で聞いたことがありません。けれども、先

生は、聖書を通して、礼拝のお話を通して、「ああ、

今朝も、教会に来ることができて、みんなと一緒

に礼拝できて、み言葉を学べるのは、神さまの一

方的な恵みなんだなぁ」と確信しています。心か

ら信じています。

　今日の聖書の箇所は、生まれたばかりの教会、

ユダヤのエルサレムで始まったばかりのイエスさ

まの教会の生活について記されています。

　使徒のペトロさんは、聖霊なる神さまに満たさ

れて、このような説教をしました。「皆さん、あ

なたがたは、イエスさまを十字架につけて殺して

しまいました。ところが、神さまは、そのイエス

さまを復活させられました。イエスさまは今も生

きておられます。イエスさまこそが、ただおひと

りの救い主なのですよ。十字架につけた、私たち

の罪を悔い改めなさい。悔い改めるというのは、

心を自分に向かわせるのではなく、ただ神さまへ

と向かうことです。神さまに向き合うことです。
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そして、イエスさまを信じるのです。信じれば、

イエスさまは、あなたがたのすべての罪を引き受

けて十字架で死んでくださったのですから、誰で

も罪が赦されます。ですから、皆さん、イエスさ

まを信じて、洗礼を受けなさい。そうすれば、聖

霊なる神さまがあなたの心の内に注がれて、あな

たも神さまの子どもにしていただけます！」

　イエスさまを殺した人たちが大勢いるのにもか

かわらず、愛と勇気に満たされて、ペトロさんは、

力強く訴えました。すると、3000人以上の人た

ちが洗礼を受けて、教会の仲間に加わったのです。

　僕たち私たちの教会の正面には、大きなさくら

の木でつくったテーブルがありますね。その左側

には、洗礼盤がありますね。最初の教会の仲間た

ちも、21世紀の僕たち私たちの教会も、誰でも

イエスさまを信じて、教会の仲間になるためには、

この洗礼盤の中の水を注いでもらって、──つま

りそれが洗礼です──初めて教会員になるので

す。赤ちゃんのときに洗礼を受けたお友だちもい

るわけです。

　そしてこの大きな机は、何をするためにあるの

か、知らないお友だちもいるでしょう。これは、

聖餐卓と言います。そのことは、また、学びます。

子どもの礼拝には、この聖餐卓を用いることはあ

りませんが、でも、とっても大切なのです。一日

も早く、洗礼を受けて、この聖餐卓の上でなされ

る神さまの恵みにあずかりなさいと、神さまは、

今朝も、僕たち私たちに呼び掛けておられます。

　それなら、どうしたら洗礼や、聖餐をうけられ

るように、神さまに喜ばれるような、僕たち私た

ちになれるのでしょうか。それは、イエスさまへ

の信仰と悔い改めの恵みを受けることです。どう

したら、その恵みを受けることができるのでしょ

うか。

　イエスさまは、そんな僕たち私たちのために先

回りをして、教えていてくださいます。それが、

今日の、「子どもカテキズム」問68です。「御言

葉と礼典とお祈り」の三つです。

　神さまは、僕たち私たちが、自分の力や自分の

考え、計画ではなく、一方的に、教会に、日曜学

校に来るように導いてくださいました。最初にお

話ししたように、まったく神さまのおかげです。

神さまのお恵みによるのです。でも、そのことを

知った僕たち私たちは、「そうか、神さまが、勝手

に恵みを与えてくださっているのだから、僕は、

なんにもしなくても大丈夫なのかな」と思います

か？

　違います。確かに聖霊なる神さまが一方的に僕

たち私たちに聖書のみ言葉とお祈りによってイエ

スさまのことを教え、信じるように導き、励まし

てくださいました。でも、それは、僕たち私たち

がもう何もしなくても良いというのではありませ

ん。むしろ、僕たち私たちは、喜んで信仰と悔い

改めへと成長したいし、する必要があります。

　そのために、イエスさまの方でちゃんと定めて

くださった道があります。聖書のみ言葉と、今し

ている先生のお話を聴くことです。そしてその語

りかけに言葉をもって答えること、つまりお祈り

です。このことを日曜日には教会で、明日からは

お家で、続けることです。そうすると、僕たち私

たちの信仰は、成長していくのです。

　そこに、僕たち私たちの努力する場所が与えら

れています。ちゃんとしないなら、成長どころか、

イエスさまから心が離れていってしまいます。け

れども、イエスさまの定めてくださった「信仰を

育ててくださる方法」を用いれば、大丈夫です。

聖霊なる神さまが、豊かに注がれて、信仰を元気

にしてくださいます。イエスさまのことを信じて、

頼れるようにしていただけるのです。従えるよう

にしてくださいます。そのとき、成長しているか

どうか、自分で自分のことを心配したり、判断し

たりする必要はありません。聖書の約束通り、御

言葉とお祈りによって、礼拝によってイエスさま

を見続けていれば、必ず、神さまが、成長させて

くださるからです。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 コリントの信徒への手紙	一	3章7節

ですから、大切なのは、植える者でも水を注ぐ者でもなく、成長させてくださる神です。
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	 9月27日	 「恵みの手段」	 幼稚科

〈ねらい〉

　私たちは、御言葉・礼典・お祈りによって成長

することを知る。

〈お話〉

　みんなは、花や野菜を育てたことがあります

か？	花や野菜が大きくなるためには、どうすれ

ば良いでしょうか？	きれいな花が咲いて、おい

しい野菜が育つためには、太陽の光・水・栄養の

ある土が必要です。

　では、私たちが元気に大きくなるためには、何

が必要だと思いますか？	ご飯を食べることやたく

さん寝ることは、元気でいるために必要です。いっ

ぱい遊ぶこと、家族やお友だちを大事にすること

も大切です。でも、それだけでは足りません。私

たちが体も心も魂も元気で成長していくためには、

神様とつながっていることがとても大切なのです。

　神様の御言葉である聖書を読むと、私たちは神

様のことがもっとよく分かるようになります。私

たちのことを愛して大切にしてくださっている神

様は、私たちがイエス様を信じて、洗礼や聖餐式

を受けられるように招いてくださっています。そ

して、私たちはみんな、お祈りの中で神様とお話

しすることができます。

　神様の御言葉を読んで、神様とお話しすること

は、私たちの魂のご飯です。だから私たちは、毎

日ご飯を食べて元気に大きくなるように、毎日聖

書の言葉を読んで心と魂にも元気をいただきま

す。そうして、聖霊の神様が、私たちがイエス様

を信じて、イエス様を頼って、そしてイエス様に

従えるように成長させてくださるのです。

〈お祈り〉

　神様、私たちが体も心も魂も元気に大きくなるた

めに、御言葉をくださってありがとうございます。

毎日ご飯を食べるのと同じように、聖書の言葉を毎

日読むことができるようにしてください。イエス様

のお名前によってお祈りします。アーメン。

〈やってみよう〉

花壇作り

■用意するもの

　・秋植えの球根（チューリップ、スイセン、ヒヤシンス、ムスカリ、クロッカスなど）

　・花用培養土

　・鉢あるいはプランター（深めのもの）

　・鉢底ネット（鉢穴の大きさに合わせて切っておく）

■やり方

　鉢穴に鉢底ネットをかぶせ、培養土を入れる。

　球根の頭がちょうど表土の高さになるくらい、浅めに植える（球根の上下を間違えないように注意

する）。

　1つの鉢に複数の球根を植える場合、球根と球根の間隔は球根1個分弱くらい開けておく（直径15cm

の5号鉢であれば、チューリップ3球くらい植えられる）。品種の異なる球根植物を組み合わせて植え

る場合は、品種によって背丈や開花期が異なるので、球根に添付された表示を確認する。

　植えつけ後は水をたっぷり与え、その後も鉢土の表面が乾いたら与える。水枯れさせると花芽が死

んでしまうので、水切れに注意する。しかし、過湿も良くないので、受け皿に水を溜めないように注

意する。また、球根植物は冬の寒さに2週間以上あたることで花芽が出るため、戸外で冬越しさせる（暖

房された室内に置くと開花しない場合がある）。なお、植え方・育て方についての詳細は、球根に添付

された表示に従うこと。
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	 9月27日	 「恵みの手段」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神様は、「御言葉・礼典・祈り」という恵みの

手段によって信仰を成長させてくださる。

〈展開例〉

１．私たちの体が成長するために必要なこと

　みんなは生まれてから毎日少しずつ、背が伸び

て、体重も増えてこんなに大きくなりました。　

体が大きくなるためには、いろんな栄養が必要で

す。どんなものがあるか言えますか。

　ごはんやパン………体を動かすエネルギーになる

　魚や肉、卵、豆腐…体をつくる

　野菜や果物…………体の調子をととのえる

２．私たちの信仰が成長するために必要なこと

　同じように、私たちの信仰が成長するためにも

栄養が必要です。その栄養（神様の恵み）はどん

な方法で与えられるのでしょうか。それは御言葉

と礼典（洗礼式と聖餐式）と祈りです。神様は、

信じた人がこれらの方法を用いることによって、

ますます信仰を強められて清い生き方ができるよ

うに導いてくださいます。

３．御言葉によって

　聖書の御言葉をとおして神様は、私たちに何を

するべきかを教えてくださいます。悩んでいると

き、励ましてくださいます。イエス様がどんなに

私たちを愛してくださっているかを教えてくださ

います。

　教会の礼拝で、御言葉が語られます。家族で、

また一人で聖書を読むとき、神様が今、私に何を

語ってくださろうとしているのか、静かに心の耳

を傾けましょう。

４．礼典によって

　礼典とは神様がくださったきよいしるしです。

神様が目に見えるかたちで、救いが確かなもので

あることを教えてくださるのです。礼典には「洗

礼式」と「聖餐式」の二つがあります。

　洗礼式を見たことがありますか。牧師先生が頭

に水を注ぎます。この水は、イエス様の血がイエ

ス様を信じる人の罪をゆるし、きよくしてくださ

るしるしです。

　聖餐式ではパンを食べ、ブドウ酒を飲みます。

パンは十字架につけられたイエス様の体をあらわ

します。ブドウ酒は十字架で流されたイエス様の

血をあらわします。イエス様の十字架の死によっ

て、私たちの罪が本当にゆるされたことを信じ、

感謝するのです。

５．祈りによって

　お祈りをするときは、静かにして心を神様の方

に向けましょう。うれしいこと、悲しいこと、困っ

ていること、心の中にあることを神様にお話しし

ましょう。あなたが心を開いて神様に話すのを、

神様は待っておられます。

　また、お祈りをとおして、あなたが何をしたら

よいのかを教えてくださいます。あなたが神様の

みこころに従って生きることができるように導い

てくださいます。

６．絵を描こう！

　洗礼式、聖餐式などの絵を描いてみよう。

　大人の礼拝に出席したことがある人は、洗礼式

や聖餐式を見たことがあると思います。そのとき

のことを思い出して、絵を描いてみましょう。そ

れを見ていて、どんなことを感じましたか。（子

供たちにとって、礼典は、まだ身近なものではな

いかもしれません。でも、神様の恵みが注がれて

いることを、きっと霊的に感じているはずです。

子供にとって絵を描くことは、思っていることを

表すよい表現方法の一つです。）

　礼典を見たことのない人は、礼拝で説教を聞い

ている様子や、お祈りをしている絵を描きましょ

う。
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	 9月27日	 「恵みの手段」	 小学科上級

〈ねらい〉

　恵みの手段を用いることを学ぶ

〈展開例〉

○恵みの手段

　主イエス・キリストは、いつも私たちと共にい

てくださいます。私たちは、主イエス・キリスト

との交わりをとおして、ますます成長していくこ

とができるのです。

　それはちょうど、ぶどうの木のたとえ（ヨハネ

による福音書15章）で教えられているように、

幹である主イエス・キリストに接ぎ木された私た

ちに、主イエス・キリストが、聖霊によって私た

ちに恵みを豊かに注いでくださるのです。

　聖霊なる神様が、まず普通に用いられる手段は、

「み言葉」と「礼典」と「祈り」の三つです。も

ちろん、聖霊なる神様の働きが、この三つの手段

だけに限られるわけではありませんが、聖書に

よって明らかに教えられていることは、この三つ

の手段なのです。

○み言葉と聖霊の働き

　聖霊なる神様は、み言葉と共に働かれます。聖

霊なる神様は、み言葉を聞く人の心を開き、み言

葉を正しく理解できるように、私たちの心とみ言

葉を照らしてくださいます。ですから、私たちは、

み言葉を読む時、聞く時には、聖霊なる神様の導

きと助けを祈り求めるのです。

　さらに、聖霊なる神様は、特に、み言葉の「説

教」を通してみ言葉を用い、救いの働きを進めら

れます。ですから、説教をする牧師は、聖霊なる

神様の助けを祈り求めつつ説教の準備をし、聞く

人も聖霊なる神様の働きを願いながら聞くことが

求められるのです。

　心の中に、み言葉をたくさん蓄えて、聖書を見

なくても暗唱できるようにしましょう。聖霊なる

神様は、いろいろな時に、ふさわしい聖書の言葉

を私たちの心に思い起こさせてくださって、励ま

してくださったり、慰めてくださったり、罪に気

づかせて悔い改めに導いてくださったりするから

です。

　詩編1編では、幸いな人として、み言葉をいつ

も口ずさむ人を次のように表わしています。

「主の教えを愛し、その教えを昼も夜も口ずさむ

人。その人は流れのほとりに植えられた木。とき

が巡り来れば実を結び、葉もしおれることがない。

その人のすることはすべて、繁栄をもたらす。」（詩

編1編2節と3節）

○礼典と聖霊の働き

　聖霊なる神様は、礼典によっても、恵みを与え

てくださいます。

　私たちに与えられている礼典は、洗礼と聖餐で

す。礼典は、感覚（五感）をとおして与えられる

恵みでもありますから、洗礼や聖餐に預かるとき

は、しっかりと見て、触れて、聴いて、味わいま

しょう。

　み言葉を読み、祈ることは家でもできますが、

礼典は主の日の礼拝においておこなわれますか

ら、そういう意味でも主の日の礼拝が大切な恵み

の時であることが分かります。

○祈りと聖霊の働き

　聖霊なる神様は、祈りによっても、恵みを与え

てくださいます。

　祈りは、神様との会話です。自分の心を開いて、

真心から神様に祈りましょう。自分の感謝や願い、

悔い改めを祈るだけでなく、神様への讃美や他の

人たちのためのとりなしの祈りもいたしましょ

う。

　どう祈ったらよいか分からないときにも、聖霊

は弱いわたしたちを助け、執り成してくださいま

す。（ローマ8章26節）

〈お祈り〉

　神さま、どうか私たちが恵みの手段を豊かに用

いて、教会に生き続ける者としてください。イエ

スさまの御名によって、アーメン。
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	 9月27日	 「恵みの手段」	 中学科

〈ねらい〉

　初代教会に注がれた主の恵みがどのようなもの

であったかを理解する。

三つの恵みの手段とその内容を学ぶ。

〈展開例〉

質問１　ペトロの説教を聞いて悔い改めた人々は

まず何をしたとあるか。

質問２　彼らは三つのことに熱心だったとある

が、それらは何か。

質問３　第一の使徒の教えとは何か。

質問４　第二の相互の交わり、パンを裂くことと

は何か。

質問５　弟子たちの周りの人々は、彼らに対して

どのような反応をしたか。また、主は彼ら

に何をしてくださったか。

まとめ

　神の約束の通りに聖霊が弟子たちの上に降られ

た後、ペトロは、そこにいた人々にキリストの贖

いと復活について説教をし、それを聞いて罪を悔

い改めた人々が3000人も起こされた。彼らは、

洗礼を受けて、神の民の群れに加わった。これが

初代教会の誕生である。この人々は、三つのこと

に熱心だったとある。まず、使徒の教え、これは

御言葉の教えである。教会の礎は、神の御言葉で

あり、これを学び生活の中で実践すること、これ

がクリスチャン生活では不可欠である。次に相互

の交わり、パンを裂くこととあるが、これは現在

の聖餐式に相当する。最後に、祈りに熱心だった

とある。このように、御言葉を学んで神の御心を

理解し、聖餐式を行って神の契約の恵みを確認し、

祈りによって神と交わること、これが教会の本質

的な機能である。彼らがこの三つに熱心だった結

果、周りの人々はみな彼らに好意を持ち、神は救

われる人々を日々仲間に加えてくださった。この

三つは神が信じる者たちに恵みを注いでくださる

ための恵みの手段と呼ばれるが、教会が教会の本

質的な事柄に熱心になる時、神は豊かな祝福を

もって教会を祝福し、伝道の実を増し加えてくだ

さる。私たちも初代教会の人々のように御言葉・

礼典・祈りに熱心になり、神から豊かな恵みを注

がれ、人々を神に導く者でありたい。

〈祈り〉

　神様、私たちに恵みの手段を与えてくださって、

ありがとうございます。時に怠惰に陥り、あなた

から恵みの手段を与えられておりながら、熱心に

なろうとしない私たちですが、どうか私たちに初

代教会の信徒たちのような熱心を与えてくださ

り、あなたの恵みの手段を十分に用いて、あなた

から豊かに霊的な恵みをいただく者とならせてく

ださい。また、私たちの周りの人々が大勢あなた

のもとに導かれることができるよう私たちをお用

いください。イエス様の御名によってお祈りいた

します。アーメン。
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2009年10～12月カリキュラム（第35号）
─『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第2年─

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参考教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

10月4日
生ける神の御言葉

問69 ウ小89、ハイデ155

ルカ24:13－35 ルカ24:27

主イエス・キリストの語りかけに耳を傾けて、心燃やされる幸いに生きる

11日
御言葉への聴従

問70 ウ小90、ハイデ156－160

ヤコブ1:19－25 ヤコブ1:22

神への愛と奉仕として、御言葉に聴き従い、御言葉を行う歩みに励む

18日
礼　典

問71 ウ小91－93、ハイデ66－68

ルカ24:13－35 ルカ24:30－31

礼典によってわたしたちの信仰が強められる。聖霊の祝福をいただて生きる

25日
宗教改革記念

宗教改革
－ ウ小33

ローマ1:16－17 コリント一1:18

宗教改革とわたしたちの教会の歴史を学び、その精神を受け継いで歩む

11月1日
洗　礼

問72、73 ウ小94－95、ハイデ69－74

使徒2:37－42 使徒2:38 一部

子どもも洗礼を受けることへと招かれている。洗礼の恵みを知り、受洗を志す

8日
聖　餐

問74、75 ウ小96－97、ハイデ75－82

使徒2:37－42 使徒2:42

教会は聖餐共同体である。聖餐の恵みと喜びを知り、あこがれを持とう

15日
祈りとは何か（一）

問76 ハイデ117

創世記12:1－9 創世記12:8 後半

神の御言葉に聴き従い、主の御名を呼ぶことこそ祈りである。主の御名を呼ぼう

22日
祈りとは何か（二）

問76 ハイデ128

使徒12:1－17 使徒12:5 後半

わたしたちの祈りは神に確かに聞かれている。神に信頼して祈る幸いを知る

29日
アドベント

待降・ダビデとの契約
－ －

サムエル下7:8－17 サムエル下7:13

ダビデの子孫として、救い主メシアが与えられた。ダビデの子をほめたたえる

12月6日
アドベント

待降・キリストの系図
－ －

マタイ1:1－17 ルカ19:9

神の民の歴史はキリストへと至る。キリストが与えられていることを喜ぶ

13日
アドベント

待降・ヨセフへの告知
－ －

マタイ1:18－25 ルカ1:32

「神は我々と共におられる」。インマヌエルのおとずれを喜ぼう

20日
降誕祭

降誕・東方の学者たち
－ －

マタイ2:1－12 ヨハネ黙示録22:16

キリストの前にひれ伏し、すべてをささげて、神をほめたたえよう

27日
年末

一年の感謝
－ －

詩編124 詩編124:8

一年の歩みを振り返り、主に感謝をささげよう。主の導きと助けに感謝する
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2009年度 年間カリキュラム
二年サイクル第2年（子どもカテキズム問37～85）

月　日 教会暦・行事 主　題 子どもカテキズム

2009年
第33号

４月５日
受難週
進級式

キリストの受難 ─

４月12日 復活祭 復活のキリスト ─

４月19日
第三部 生活の道
感謝の生活

問37

４月26日 感謝としての服従 問38

５月３日 十戒─感謝の道標 問39

５月10日 母の日 神と人への愛 問40

５月17日 贖いのみわざ─過越 問41、42

５月24日 過越の成就─キリスト 問41、42

５月31日 聖霊降臨祭 聖霊降臨・教会の誕生 ─

６月７日 第一戒　神を神とする 問43、44

６月14日 花の日 第二戒　刻んだ像の禁止 問45、46

６月22日 父の日 第三戒　神の御名 問47、48

６月28日 第四戒　主の日の安息 問49、50

第34号 ７月５日 第五戒　父母を敬う 問51、52

７月12日 第六戒　殺してはならない 問53、54

７月19日 第七戒　姦淫してはならない 問55、56

７月26日 第八戒　盗んではならない 問57、58

８月２日 第九戒　偽証してはならない 問59、60

８月９日 （平和） 平和を創り出す ─

８月16日 第十戒　むさぼりの禁止 問61、62

８月23日 神のおきてを喜ぶ生活 問63

８月30日 十戒の完成者キリスト 問64

９月６日 教会に生きる（一） 問65

９月13日 教会に生きる（二） 問66

９月20日 （敬老の日） 信仰と悔い改め 問67

９月27日 恵みの手段 問68
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年・号 月　日 教会暦・行事 主　題 子どもカテキズム

第35号 10月４日 生ける神の御言葉 問69

10月11日 御言葉への聴従 問70

10月18日 礼典 問71

10月25日 宗教改革記念 宗教改革 ─

11月１日 洗礼 問72、73

11月８日 聖餐 問74、75

11月15日 祈りとは何か（一） 問76

11月22日 祈りとは何か（二） 問76

11月29日 アドベント 待降節 ─

12月６日 アドベント 待降節 ─

12月13日 アドベント 待降節 ─

12月20日 降誕祭 待降祭 ─

12月27日 年末 一年の感謝 ─

2010年
第36号

１月３日 新年 新しい一年に向けて ─

１月10日 祈りのお手本 問77

１月17日 天の父よ 問78

１月24日 御名をあがめさせたまえ 問79

１月31日 御国を来たらせたまえ 問80

２月７日 （信教の自由） 御心の天になるごとく 問81

２月14日 日用の糧を与えたまえ 問82

２月21日 レント 我らの罪を赦したまえ 問83

２月28日 レント 悪より救い出したまえ 問84

３月７日 レント 頌栄 問85

３月14日 レント アーメン 問85

３月21日 レント 受難節 ─

３月28日 受難週主日 受難週 ─



─ 133 ─

教案誌会計報告

　中部中会日曜学校委員会発行『教会学校教案誌』は、日本キリスト改革派教会中部中会の事

業として、中部中会に会計報告をし、会計監査を受けています。けれども、収入の多くが教案

誌の売り上げと自由募金であり、教案誌上において会計報告をすることが必要であると判断し、

2006年度分より報告しております。2008年度の教案誌会計は以下の通りです。なお、内容は、

中部中会2009年度第一回定期会において報告したものと同一です。

中部中会日曜学校委員会

教案誌会計（2008年2月16日～2009年3月2日）

収入 支出

中会財務より  100,000 出版費 1,636,950

売り上げ 1,351,890 送料 122,140

自由募金（※） 306,840 謝礼 104,400

庶務費 7,670

会議費 22,431

交通費 27,040

雑費 46,915

小計 1,758,730 小計 1,967,546

繰越金 844,525 繰越金 635,709

合計 2,603,255 合計 2,603,255

※教案誌自由募金　　34教会団体・6個人

　教会団体分内訳

　【改革派教会】

　　名古屋教会（3口）、宝塚教会、多治見教会、四日市教会、桑名伝道所、関キリスト

教会日曜学校、灘教会日曜学校（3口）、新座志木教会、山田教会、高蔵寺教会（3口）、

札幌伝道所、仙台カナン教会、那加教会、厚木教会、神港教会、湖北台教会、銚子

栄光伝道所、筑波みことば伝道所、北神戸キリスト伝道所、青葉台キリスト教会教

会学校、仙台教会、稲毛海岸教会、坂戸教会日曜学校（3口）、千里摂理教会、津島

教会、豊明教会、高松教会、大屋伝道所、滋賀摂理伝道所、南浦和教会、山梨栄光教会、

名古屋教会婦人会、名古屋岩の上伝道所、新浦安教会

　【その他の教会】

　　 なし
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〈執筆者よりひとこと〉

●ひと夏の間に大きく成長する、子どもたちの心

身霊のためにお祈りしています（山浦裕子）

●子どもたちのおかれている状況は様々です。子

どもたちに合わせて、さらに展開例を工夫してく

ださればと思います。子どもたちの心の深みに福

音が届けられることを願っています。（漆崎英之・

春美）

●子どもたち向けに十戒の解説を書かせていただ

きながら、自分自身の欠けや弱さを（もちろん罪

を）深く自覚させられました。良い機会を与えて

いただき、ありがとうございました。（関口　康）

●聖書の御言葉にじっくりと耳を傾けながら、教

案も参考にして学んでいただけると幸いです（吉

田通志子）

●子どもたちとともに、み言葉をていねいに聞き

取っていきたいと願います。（木下裕也）

●子どもたちの成長に驚かされる毎日を送ってい

ます。聖書のみ言葉を蓄え、祈る子どもたちの姿

に励まされています。子どもたちがイエスさまを

信じると告白する日を待ち望んで。（望月　信）

〈あとがき〉

●三川栄二教師より、教会の教育ということの原

点を確認させられる寄稿をいただきました。あり

がとうございました。

● CRC メディア ･ミニストリーの紹介を掲載しま

した。キッズコーナーはこの6月をもって終了と

いうことが残念ですが、過去の番組を聴くことが

できるようですので、ぜひお聴きください。また、

SNS など、新しい取り組みにぜひご参加ください。

教会の青年たちに宣伝していただくと感謝です。

●まもなく暑い夏になります。夏にはキャンプや

夏季学校が行われます。それらの営みに主の祝福

が豊かであるようお祈り申し上げます。全国高校

生キャンプ“Summer Days 2009”も行われます。

中会や大会で行われるキャンプにご参加くださる

よう、ぜひ呼びかけましょう。信仰の学びと信仰

の交わりの形成に努めて参りましょう。

〈購読の申し込み〉

●『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。ま

た、別冊『子どもカテキズム』（300円）をぜひ

お買い求めください。バックナンバーもあります。

第24号までは一部500円で販売しています（品切

れの号もあり）。

●申し込みの受け付けと送付の担当者が代わりま

した。大垣伝道所の辻幸宏教師が担当します。お

求めは下記までご連絡ください。副読本『主は羊

飼い』のお買い求めも下記までお願いします。

　大垣伝道所　辻幸宏まで

　　〒503-0996 大垣市島町283

　　Tel/Fax. 0584-91-3538

●『いのちのパン（子ども聖書日課）』（相馬伸郎）

のお買い求めは、引き続き相馬伸郎教師にご連絡

ください。

　名古屋岩の上伝道所　相馬伸郎まで

　　〒458-0021名古屋市緑区滝の水2-2012

　　Tel/Fax. 052-895-6701
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まえがき

　長谷川潤（四日市教会牧師）

巻頭説教

　中山仰（東広島伝道所宣教教師）

教会学校・日曜学校訪問

　山下正雄（CRC メディア ･ミニストリー）

寄稿

　三川栄二（稲毛海岸教会牧師）

講演への応答

　長谷川潤（四日市教会牧師）

聖書研究

　後藤公子（前インドネシア派遣女性宣教師）

　芦田高之（新浦安伝道所宣教教師）

　三川栄二（稲毛海岸教会牧師）

　小野静雄（多治見教会牧師）

　赤石純也（西神伝道所協力牧師）

カテキズム研究

　大西良嗣（滋賀摂理伝道所宣教教師）

　坂井孝宏（熊本伝道所宣教教師）

　吉岡契典（仙台カナン教会牧師）

説教展開例

　長谷川潤（四日市教会牧師）

　木下裕也（名古屋教会牧師）

　望月信（高蔵寺教会牧師）

　辻幸宏（大垣伝道所協力牧師）

　吉田実（神戸長田教会牧師）

　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

分級展開例

　幼稚科

　　山浦裕子（稲毛海岸教会日曜学校教師）

　小学科下級

　　漆崎英之（金沢伝道所宣教教師）

　　漆崎春美（金沢伝道所日曜学校教師）

　小学科上級

　　7・8月　関口康（松戸小金原教会牧師）

　　9月　　 持田浩次（三郷教会牧師）

　中学科

　　吉田通志子（仙台教会日曜学校教師）

イラスト作画

　表紙　松田裕子（秩父教会）

　本文　岡野美佳（青葉台教会）

☆ 執 筆 者 一 覧 ☆

☆ 編 集 部 ☆

相馬伸郎（長）　　名古屋岩の上伝道所宣教教師

木下裕也　　　　 名古屋教会牧師　　　　　　

辻　幸宏　　　　 大垣伝道所協力牧師　　　　

長谷川潤       　四日市教会牧師　　　　　　

望月　信　　　　 高蔵寺教会牧師　　　　　　
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